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はじめに 
2008年以降、北米やニュージーランドのバレイショ栽培において、難培養の師部局在性細菌の

一種である’Candidatus Liberibacter solanacearum’（Lso）のまん延により、収量・品質の低下等

の重大な影響をもたらす zebra chip diseaseと呼ばれる昆虫媒介性の病害が報告されてきた

（Munyaneza, et al., 2012）。また、Lsoは、バレイショ以外のナス科植物に重大な被害をもたら

すことが知られている（Brown et al., 2010; Liefting et al., 2009a; Munyaneza et al., 2009a; 
Munyaneza et al., 2009b; ）。 

2010年には、ナス科以外の植物ではフィンランドにおいて初めてニンジンからLsoが検出さ

れ、carrot yellows diseaseの原因であることが報告された（Munyaneza et al., 2010）。その後、

Lsoによるニンジンの被害は地中海沿岸地域に広がるなど、Lsoによる病害のさらなる拡大が世界

的な問題となっている（Holeva et al., 2017; Tahzima et al., 2014）。 
日本では、Lsoは、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定された検疫有害植物で、

同施行規則別表２の２に規定された国又は地域から輸入される宿主植物であって栽培の用に供する

ものについては、遺伝子診断法による検査を実施し、Lsoに感染していないことを検査証明書へ追

記することを求めている。 
今般、Lsoの発生国、宿主植物及びハプロタイプ並びにベクターの発生国及び寄主植物に関する

新たな情報が得られたことから、改めてリスク評価を実施し、現行の検疫措置の有効性を評価する

ために、病害虫リスクアナリシスを実施した。 

 
Ａ．生物学的情報及び病害虫リスクアナリシス（開始（ステージ１）、病害虫リスク評価（ステ

ージ２）） 
Ⅰ．Lso 
Ⅰ－１．リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（Lso） 
１．学名及び分類 
（１）学名（Liefting et al., 2009b） 

Candidatus Liberibacter solanacearum 
 
（２）英名、和名等 

英名：zebra chip、psyllid yellows、zebra complex 
 
（３）分類 

種類：細菌 
科：Phyllobacteriaceae 
属：‘Candidatus Liberibacter’ 

 
（４）シノニム 

Liberibacter psyllaurous 
Liberibacter solanacearum 
Candidatus Liberibacter psyllaurous Hansen et al., 2008 
（CABI, 2014a; EPPO, 2013a; Munyaneza et al., 2010; Munyaneza et al., 2012; Nelson et 
al., 2011） 

 
（５）系統等 

geographic haplotypes（Bertolini et al., 2015; CABI, 2014a; FERA, 2014; Haapalainen et al., 
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2020; Mauck et al., 2019; Swisher Grimm and Garczynski, 2019） 
haplotype A 
haplotype B 
haplotype C 
haplotype D 
haplotype E 
haplotype F 
haplotype G 
haplotype H 

 
２．地理的分布 
（１）国又は地域（詳細は別紙Ⅰ－１参照。下線部は令和３年12月22日改訂時に追加。） 

中東：イスラエル 
欧州：イタリア、英国、エストニア、オーストリア、ギリシャ、スウェーデン、スペイン、

セルビア、ドイツ、ノルウェー、フィンランド、フランス、ベルギー、ポルトガル 
アフリカ：カナリア諸島、チュニジア、モロッコ 
北米：アメリカ合衆国 
中南米：エクアドル、エルサルバドル、グアテマラ、ニカラグア、ホンジュラス、メキシコ 
大洋州：ニュージーランド、ノーフォーク島 

 
（２）生物地理区 

Lsoは、旧北区、新北区、オーストラリア区、新熱帯区及び南極区の計５区に分布する。 
 
（３）系統等の分布 

Lsoは、遺伝的に差異のある８種類のハプロタイプが知られており、それぞれの発生地域、

宿主植物及びベクターは下表のとおり。 
ハプロ

タイプ 分布地域 宿主植物 ベクター 根拠 

A アメリカ合衆国（アイダホ

州、アリゾナ州、オレゴン

州、カリフォルニア州、カ

ンザス州、コロラド州、テ

キサス州、ニューメキシコ

州、ネバダ州、ネブラスカ

州、モンタナ州、ワイオミ

ング州、ワシントン州）、

エクアドル、グアテマラ、

ニカラグア、ホンジュラ

ス、メキシコ、ニュージー

ランド、ノーフォーク島 

バレイショ及び

その他ナス科植

物 

Bactericera 
cockerelli 

CABI, 2014a; 
Caicedo et al., 
2020a; Caicedo et 
al., 2020b; EPPO, 
2013a; MPI, 2018; 
Thoma et al., 2018 

B アメリカ合衆国（カンザス

州、テキサス州、ネブラス

カ州）、メキシコ 

バレイショ及び

その他ナス科植

物 

Bactericera 
cockerelli 

CABI, 2014a; 
EPPO, 2013a 

C イタリア、英国、エストニ アメリカボウフ Trioza apicalis CABI, 2014a; CABI, 
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ア、オーストリア、スウェ

ーデン、ドイツ、ノルウェ

ー、フィンランド 

ウ（パースニッ

プ）、オオイヌ

タデ、オランダ

ゼリ（パセ

リ）、シャク、

セロリー、ニン

ジン、ヘラクレ

ウム・スフォン

ディリウム、

Fallopia 
convolvulus 

2014c; Catara et al., 
2017; EPPO, 
2012e; EPPO, 
2013a; EPPO, 
2018b; Haapalainen 
et al., 2020; Ilardi et 
al., 2016; Lethmayer 
and Gottsberger, 
2020; Munyaneza et 
al. 2015; Sumner-
Kalkun et al., 2020 

D イスラエル、イタリア、英

国、ギリシャ、スペイン、

フランス、ベルギー、カナ

リア諸島、チュニジア、モ

ロッコ 

オランダゼリ

（パセリ）、セ

ロリー、ニンジ

ン 

Bactericera 
trigonica 

Ben Othmen et al., 
2018a; Ben Othmen 
et al., 2018b; CABI, 
2014a; EPPO, 
2013a; EPPO, 
2017a; EPPO, 
2017c; EPPO, 
2018a; EPPO, 
2019a; EPPO, 
2019b Hajri et al., 
2017; Holeva et al., 
2017; Ilardi et al., 
2016; Monger and 
Jeffries, 2016; 
Tahzima et al., 
2014; Tahzima et 
al., 2017 

E 英国、スペイン、フラン

ス、ポルトガル、チュニジ

ア、モロッコ 

セロリー、ニン

ジン 
Bactericera 
trigonica 

Ben Othmen et al., 
2018a; Ben Othmen 
et al., 2018b; 
Bertolini et al., 2015; 
Direção Regional de 
Agricultura, 2018; 
EPPO, 2013b; 
EPPO, 2019a; 
EPPO, 2019b; Hajri 
et al., 2017; Monger 
and Jeffries, 2016; 
Tahzima et al., 
2014; Tahzima et 
al., 2017 
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F アメリカ合衆国 バレイショ 不明 Swisher Grimm and 
Garczynski, 2019 

G アメリカ合衆国 Solanum 
umbelliferum 

不明 Mauck et al., 2019 

H フィンランド アメリカボウフ

ウ（パースニッ

プ）、オオイヌ

タデ、ニンジ

ン、Fallopia 
convolvulus 

不明 Haapalainen et al., 
2020 

不明 エルサルバドル トマト Lsoが発生した

ほ場に

Bactericera 
cockerelliが同

時に発生してい

た 

Bextine et al., 2013; 
EPPO, 2014b 

 
３．宿主植物及びその日本国内での分布 
（１）宿主植物（詳細は別紙Ⅰ－２参照。下線部は令和３年12月22日改訂時に追加。） 

アカネ科：ヤエムグラ属の一種（Galium sp.） 
イラクサ科：Urtica dioica 
セリ科：アメリカボウフウ（パースニップ）（Pastinaca sativa）、オランダゼリ（パセ

リ）（Petroselinum crispum (=P. sativum, P. hortense)）、シャク（Anthriscus 
sylvestris）、セロリー（Apium graveolens）、チャービル（Anthriscus cerefolium）、

ニンジン（Daucus carota）、ヘラクレウム・スフォンディリウム（Heracleum 
sphondylium）、Aegopodium podagraria 

タデ科：オオイヌタデ（Persicaria lapathifolia =(Polygonum lapathifolium)）、Fallopia 
convolvulus 

ナス科：オオブドウホオズキ（Physalis ixocarpa）、キダチトウガラシ（Capsicum 
frutescens）、コダチトマト（タマリロ）（Cyphomandra betacea (=Pionandra 
betacea, Solanum insigne, S. betaceum)）、シマホオズキ（Physalis peruviana）、ソ

ラヌム・エラエアグニフォリウム（Solanum elaeagnifolium）、ソラヌム・ドゥルカマ

ラ（Solanum. dulcamara）、タバコ（Nicotiana tabacum）、トウガラシ（Capsicum 
annuum）、トマト（Lycopersicon esculentum (=Solanum lycopersicum)）、ナガバク

コ（Lycium barbarum）、ナス（Solanum melongena）、バレイショ（Solanum. 
tuberosum）、Solanum umbelliferum 

ヒユ科：シロザ（Chenopodium album） 
 
（２）日本国内における宿主植物の分布及び栽培状況 

Lsoの宿主植物であるニンジン、バレイショ等は47都道府県で栽培されている。 
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４．感染部位及びその症状 
（１）感染部位 

Lsoはグラム陰性の難培養性細菌で宿主植物の師部に局在し、キジラミ類によって伝搬され

ることが知られている（EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; CABI, 2014a; Munyaneza et al., 2010; 
Munyaneza et al., 2012）。 

 
（２）症状 

ナス科植物の地上部におけるLsoの特徴的な症状としては、生育不良、新葉の直立、葉の

萎黄及び紫色化、葉の基部のカップ状の変形、葉の巻き上がり、末端部の節間短縮による植物

体のロゼット化、節の肥大、側枝の発生、肉芽（aerial tuber）の発生、葉やけ症状、着果期の

不揃い、過剰着果、果実の小型化、奇形等があり、宿主植物の品質の低下が見られる

（EPPO, 2021）。 
特にバレイショの地下部では、ほふく茎のえ死や塊茎全体に及ぶ内部組織のえそ斑及び放射

状組織の条斑をともなう維管束組織の褐変が見られる。被害塊茎をポテトチップスやフライな

どに加工した場合、暗色斑、縞及び条斑が現れるため、商品価値を失う。この症状が英名の

zebra chipの由来となっている（EPPO, 2021）。 
ニンジンでは、ヨコバイが媒介するファイトプラズマ病やスピロプラズマ病に類似した症状

を呈し、葉巻、葉の黄化、銅色化、紫化、茎根の成長阻害、二次根の異常増殖、種子の発芽率

の低下等が見られる（EPPO, 2021）。 
しかし、症状を現していないバレイショやニンジンから real-time PCR法によってLsoが検

出された事例がある（Li et al., 2009; SPHDS, 2012）。 
シマホオズキでは、葉が変色する（Caicedo et al., 2020b）。 

 
５．移動分散方法 
（１）自然分散 

Lsoは、ベクターにより伝搬される（経卵伝搬、摂食時の伝搬）（EPPO, 2021）。感染し

たバレイショは、まれに増殖するが通常発芽しない。感染植物は、生育不良を起こし、短命で

あるため、病気のまん延にはあまり寄与しない（EPPO, 2021）。 
 
（２）人為分散 

Lsoは、感染植物の移動によって分散する可能性があり、また、実験では感染穂の接ぎ枝、

接ぎ穂により伝搬することが確認されている（EPPO, 2013a）。Lsoは難培養性であり、一

般に、生きた植物体内でのみ生存でき、植物残さや土壌中に生息することはないため、輸送機

器、こん包材等に付着し移動することはない。 
Bertolini et al.（2015）は、Lsoがニンジン種子において伝搬することを報告したが、これ以

降、種子伝搬を支持する報告はない。一方、種子伝搬する可能性が低いことを裏付ける報告が

複数ある（Loiseau et al., 2017a; Loiseau et al., 2017b; 大石ら, 2017; Haapalainen et al., 2018; 
Fujikawa et al., 2020）。Fujikawa et al.（2020）によると、Lso汚染種子の実生苗1809株

（３ロット、各約600株）について検定を行ったが、Lsoは検出されなかった。また、この

結果をもとに種子伝搬が起こりうる可能性の上限を統計的に推定したところ、0.28％と極めて

低い結果であり、同様にLoiseau et al.（2017b）のデータに基づき推定した可能性の上限も

0.23％と近い値であった。以上から、ニンジン種子がLsoの伝搬経路となる可能性は極めて

低いと考えられる。 
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６．生態 
（１）中間宿主及びその必要性 

情報なし。 
 
（２）伝染環数 

Lsoは、ベクターによる伝搬が最も重要な分散手段であるが、Lsoを媒介するベクターは日

本には存在しない（詳細は別紙Ⅰ－４参照）。 
 
（３）植物残さ中での生存 

情報なし。 
 
（４）耐久生存態 

情報なし。 
 
７．媒介性又は被媒介性 
（１）ベクター 

Lsoは、キジラミ類によって媒介されることが知られている。Lsoを媒介し得るベクターと

して以下の３種のトガリキジラミが知られている。 
 

ア Bactericera cockerelli：日本未発生 
バレイショ、トマト等ナス科に寄生し、ハプロタイプA及びBを媒介することが知られ

ている。風を利用して１年間に数百 km移動する（EPPO, 2012h）。Lsoを永続伝搬し、摂

食時の伝搬及び経卵伝搬する（Bertolini et al., 2015; CABI, 2014b）。 
 

イ Trioza apicalis：日本未発生 
ニンジン等セリ科に寄生し、ハプロタイプ C を媒介することが知られている。長

距離飛翔（５km以上）が可能である（LáSka, 2011）。伝搬様式の情報は得られていな

い。 
 

ウ Bactericera trigonica：日本未発生 
ニンジン、セロリー等セリ科に寄生し、ハプロタイプ D 及び E を媒介することが

知られている。飛翔距離及び伝搬様式に関する情報は得られていない。ただし、飛翔距離

に関しては同属他種と同様に風により長距離飛翔するものと考えられる。 
 
（２）ベクターとして疑われるキジラミ類 

ア Bactericera nigricornis：日本未発生 
イランにおいて、本種のまん延するバレイショほ場において zebra chip と示唆さ

れる症状が確認され、本種が Lso のベクターとして疑われている（Fathi, 2011; 
Halbertand and Munyaneza, 2012）。飛翔距離及び伝搬様式に関する情報は得られてい

ない。ただし、飛翔距離に関しては同属他種と同様に風により長距離飛翔するものと考えら

れる。 
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イ Trioza sp.及びAccizia sp. 
アカシア属及びトベラ属から採取されたキジラミ類Trioza sp.及びAccizia sp.からLsoが

検出されたとする報告がある（Bertolini et al., 2015; FERA, 2014）。 
 
（３）国内に分布する上記３属（Bactericera、Trioza及びAccizia）のキジラミ類（詳細は別紙Ⅰ

－４参照） 
国内にBactericera属８種、Trioza属31種、Accizia属２種が分布しており、その内

Bactericera petiolataがナス科クコ属を寄主植物とするとの報告があった（Ouvrard, 2014）。

なお、Lsoの宿主植物でクコ属に含まれるのはナガバクコのみ。 
 

B. petiolata 
分布：日本、アルメニア、中華人民共和国、イラン、イエメン、カザフスタン、キルギス、

モンゴル、トルクメニスタン 
寄主植物：クコ属、Lycium depressum 
その他：生態に関する情報は不明。 

 
８．被害の程度 

Lsoとそのベクターとなるキジラミ類により、アメリカ合衆国、中米及びニュージーランドで

は、トマト及びバレイショ、欧州ではニンジンに対し、数百万ドルの損失が生じている（CABI, 
2014a; CABI, 2014b; FERA, 2014; Munyaneza et al., 2010; Munyaneza et al., 2014a）。 
ニュージーランドでは、温室トマトとトウガラシのLsoによる被害が100万ドルと推定され

ている（FERA, 2014）。 
フランスのある採種ほ場では、50%のニンジンで感染が確認され、収穫された種子の発芽率

が10～77%に低下したことから市場価値を失った（Loiseau et al., 2014）。 
ノルウェーでは、ニンジンの商用栽培ほ場の70～80%でLsoが発生（発生ほ場における発症

率：10～100%）したとの報告もある（EPPO, 2012f）。 
 
９．防除 

Lsoの効果的な防除方法は、ベクタ－をほ場に侵入をさせないこと、あるいはベクターがほ場

に侵入してしまった場合には薬剤散布である（CABI, 2018）。キジラミ類は葉の裏で見つかる

ため、植物の成長に合わせた殺虫剤の選択が重要である。また、成虫には効果があっても、幼虫

や卵には効果がない場合があるため、数種類の薬剤を態に合わせて使用する等の注意が必要であ

る（EPPO, 2017b）。欧州では、バレイショ、トマト、ナス、トウガラシ等にエスフェンバレ

レート（Esfenvalerate）、ラムダ-シハロトリン（Lambda-cyhalothrin）、アセタミプリド

（Acetamiprid）、チアクロプリド（Thiacloprid）、チアメトキサム（Thiamethoxam）、スピノ

サド（Spinosad）、アバメクチン（Abamectin）、ピメトロジン（Pymetrozine）、スピロメシ

フェン（Spiromesifen）が使用されている（EPPO, 2017b）。 
Lsoは熱に弱く、32℃より高い温度では増殖が抑制され、また、32～35℃及び35～40℃の実

験環境下では、バレイショへのベクターによるLsoの接種によって、症状が現れることがなか

ったとの調査結果も報告されている（Australian Government, 2017; Munyaneza, 2012）。 
 
１０．検出法 

Lsoに特異的な real-time PCR法等の遺伝子診断法が有効である。 
PCR法は、症状を現している部位の師部を含むサンプルからの検出が有効であるが、症状を
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現していない場合でも、地上部、根、塊茎等の師部からまんべんなくサンプリングすることで、

検出は可能となる（Li et al., 2009; SPHDS, 2012）。 
なお、植物検疫措置に関する国際基準（以下「国際基準」という。）No. 27 Annex21 DP 21

では、Real-time PCR法、Conventional PCR法といった検出方法や、ハプロタイプの同定方法

等を記載したLsoの診断マニュアルが報告されている（IPPC, 2017）。 
 
１１．日本における輸入検疫措置 

Lsoは、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定された検疫有害植物で、同施行規

則別表２の２に規定された国又は地域から輸入される宿主植物であって栽培の用に供するものに

ついては、遺伝子診断法による検査を実施し、Lsoに感染していないことを検査証明書へ追記す

ることを求めている。 
なお、バレイショ生塊茎は、隔離栽培運用基準（農林省, 1968）に基づき国内の施設において一定期

間の隔離栽培中の検査を行う。 
 
１２．諸外国における輸入検疫措置 
（１）ニュージーランド 

バレイショの組織培養体の輸入要件は、Candidatus Liberibacter solanacearum haplotype B
を含むバレイショの病原体に対する隔離検疫、PCR等の実施（MPI, 2021）。 

 
（２）大韓民国 

Lso及びその媒介虫（Trioza apicalis、Bactericera trigonica及びB. cockerelli）を禁止対象病

害虫とし、発生国からのニンジン、セロリー及びパセリの種子並びにニンジン、セロリー、パ

セリ、パースニップ、バレイショ等の茎葉及び栽植用植物の輸入を禁止（WTO, 2018a; 
APQR, 2021）。ニンジン種子はPCR検査の結果Lso無感染である旨を植物検疫証明書に追

記するか、又は検査機関によって発給されたPCR検査証明書を添付することで輸入を許可。

輸出国検疫機関のほか、同検疫機関が認める公共検査機関等の検査結果も認められるが、公共

検査機関発行のPCR検査証明書には、PCRの検査結果と輸出国検疫機関による認証が確認

できる書類を添付（WTO, 2018b; APQR, 2021）。 
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Ⅰ－２．病害虫リスクアナリシス（Lso） 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

‘Candidatus Liberibacter solanacearum’に対するリスク評価を行い、現行の検疫措置の有効

性を評価するため、病害虫リスクアナリシスを実施する。 
 
２．対象となる有害動植物 

‘Candidatus Liberibacter solanacearum’を対象とする。 
 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．寄主植物及びその日本国内での分布」に示す「宿主植物」であって、「４．感染部位

及びその症状」に示す「感染部位」を含む植物を対象とする。なお、種子からLsoが検出され

る事例はあるものの、近年の調査で種子伝搬は否定されているので、対象経路から除外した。 
 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 
 
５．開始の結論 

Lsoを開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病害

虫リスクアナリシスを開始する。 
 
第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の可能性並びに経済的影響を及ぼす可能性について調査し、検疫有害動植物の定義内の

基準を満たしているかどうかを検討する。なお、検疫有害動植物の要件を満たしていない場合

は、それが判明した時点で評価を中止し病害虫のリスクは「無視できる」とする。 
（１）有害度植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

Lsoは国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の可能性の評価 

Lsoの宿主植物は、47都道府県で栽培されていることから、国内に定着及びまん延する可

能性があると判断する。 
 
（３）経済的影響を及ぼす可能性 

Lsoの感染により、ナス科植物では生育不良、葉の萎黄及び紫色化並びに変形、過剰着果、

果実の小型化、奇形等があり、宿主植物の品質の低下が見られる。バレイショの地下部では、

ほふく茎のえ死や塊茎全体に及ぶ内部組織のえそ斑及び放射状組織の条斑をともなう維管束組

織の褐変が見られ、被害塊茎をポテトチップスやフライなどに加工した場合、暗色斑、縞及び

条斑が現れるため、商品価値を失う。ニンジンでは、ヨコバイが媒介するファイトプラズマ病

やスピロプラズマ病に類似した症状を呈し、葉巻、葉の変色、茎根の成長阻害、二次根の異常

増殖等が見られる。Lsoとそのベクターとなるキジラミ類により、アメリカ合衆国、中米及び

ニュージーランドではトマト及びバレイショ、欧州ではニンジンに対し、数百万ドルの損失が
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生じている。 
したがって、現在、Lsoは国内未発生であるが、宿主植物が47都道府県で栽培されている

ため、もし、Lsoが国内に入り込み、定着及びまん延した場合、経済的影響を及ぼす可能性が

ある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

特になし。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

Lsoは国内未発生であるが、宿主植物は47都道府県で栽培されていることから、Lsoが国

内に定着及びまん延する可能性がある。またLsoとそのベクターとなるキジラミ類により、

アメリカ合衆国、中米及びニュージーランドではトマト及びバレイショ、欧州ではニンジンに

対し、数百万ドルの損失が生じているとの被害報告がある。そのため、国内でも経済的影響を

及ぼす可能性は否定できない。 
したがって、Lsoは、国際基準No. 11「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシ

ス」に規定された検疫有害動植物の要件を満たすことから、Lsoに対するリスクアナリシスを

実施するため、引き続き「２．農業生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

Lsoは難培養性であり、一般に、生きた植物体内でのみ生存できると考えられる。Lso
の主要な宿主植物であるニンジン、バレイショ等は47都道府県で栽培されており、施設

栽培を含めて周年存在する。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

中間宿主は必須でないため評価しない。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

Lsoは細菌のため、評価基準により５点と評価した。 
 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適

性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

Lsoの主要な宿主植物であるニンジン、バレイショ等は、47都道府県で栽培されてい

るため５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

Lsoの宿主植物は、アカネ科、イラクサ科、セリ科、タデ科、ナス科及びヒユ科の６科

で報告がある。 
（ウ）有害動植物の侵入歴 

Lsoは、旧北区、新北区、オーストラリア区、新熱帯区及び南極区の５区に分布する。

よって、評価基準より５点と評価した。 
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（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 
（ア）ベクター以外による伝搬 

ベクター以外の自然分散は情報がないため、評価しない。 
（イ）ベクターによる伝搬 

Lsoのベクターとなるキジラミ類は、日本には分布していないため、評価しない。 
 

イ 人為分散 
（ア）農作物を介した分散 

Lsoの主要な宿主植物であるニンジン、バレイショ等は、47都道府県で栽培されてい

るため評価基準より５点と評価した。 
（イ）非農作物を介した分散 

Lsoは難培養性であり、一般に、生きた植物体内でのみ生存でき、植物残さや土壌中に

生息するとの情報はなく、輸送機器、こん包材等の非農産物を介した分散は知られていな

い。よって、評価しない。 
 

 
 
（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

Lsoの宿主植物には、トマト、ニンジン、バレイショ等が含まれ、影響を受ける農作物

の産出額の合計は5,814.8億円であることから、評価基準より４点と評価した。 
（イ）生産への影響 

Lsoの主要な宿主植物であるニンジン、バレイショ等が47都道府県で栽培されてい

る。これらの植物は生産農業所得統計の対象とされており、Lsoの発生国では、商品生産

に大きな支障を来す経済的被害（商品部位への直接的被害又は１年生作物の高頻度の枯

死）が報告されている。よって、評価基準より４点と評価した。 
（ウ）防除の困難さ 

公的防除の情報はない。Lsoを防除する効果的な方法は、ベクターをほ場に侵入させな

いこと、あるいはベクターがほ場に侵入した場合には薬剤散布である。キジラミ類は葉の

裏で見つかるため、植物の成長に合わせた殺虫剤の選択が重要である。また、成虫には効

果があっても幼虫や卵には効果がない場合があるため、数種類の薬剤を態に合わせて使用

する等の注意が必要である。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記２項目の評価点の積は16点となり、評価基準より直接的影響の評価点は４点と評

価した。 
 

ウ 定着の可能性の評価結果 

評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の５点となった。 

ウ まん延の可能性の評価結果 

評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中５点となった。 
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イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

Lsoの宿主植物は「農業保険法」及び「同法施行令」、及び「野菜生産出荷安定法施行

令」で定める農作物に該当する。よって、評価基準より１点と評価した。 
（イ）輸出への影響 

大韓民国では、Lsoの発生国からのバレイショ塊茎、セリ科植物の種子等の輸入を禁止

している。よって、評価基準より１点と評価した。 
 

 
 
（４）評価における不確実性 

特になし。 
 

 
 
３．入り込みの可能性の評価 

（１）感染部位 Lsoは感染植物の師部に存在する。 

（２）国内に入り込む可能性

のある経路 

入り込む可能性のある経路は、〔栽植用植物〕、〔栽植用球根

類〕及び〔消費用生植物〕が考えられる。 
用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 植物体全体 ○ 

イ 栽植用球根類（バ

レイショ塊茎） 地下部 ○ 

ウ 消費用生植物 植物体全体 ○ 

（３）宿主植物の輸入検査量 別紙Ⅰ－３参照 
 
（４）入り込みの可能性の評価 

ア 栽植用植物及びイ 栽植用球根類（バレイショ塊茎） 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

栽植用植物及び栽植用球根類（バレイショ塊茎）は、輸送中及び貯蔵中に生存率に影響

を与えるような加工は実施されない。よって、評価基準より５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

有害植物（細菌）、特にLsoは感染植物の植物体内の師部に存在するため、症状が出

なければ感染の有無が判断できない。よって、評価基準より５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽植用植物及び栽植用球根類（バレイショ塊茎）の移動により分散することから、評価

ウ 経済的重要性の評価結果 

直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の評価結果の得点の和から、経済的重要性

の評価点は５点となった。 

（５）農業生産等への影響評価の結果（病害虫固有のリスク） 

定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の各項目の評価点の積は125点となり、Lso

の農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 
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基準より５点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

目的が栽植用であり、直接ほ場へ持ち込まれるため、評価基準より５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

Lsoに感染した宿主植物は、衰弱又は枯死し、また、バレイショでは通常発芽しない

（栽植用として利用できない）。ベクターが存在しない状況において、Lsoに感染した栽

植用植物及び栽植用球根類（バレイショ塊茎）は病原体の分散にはあまり寄与しない可能

性があり、評価の結論には不確実性が伴う。 
 

 
 
ウ 消費用生植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基準

より５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

有害植物（細菌）、特にLsoは感染植物の植物体内の師部に存在するため、症状がでな

ければ感染の有無を判断できない。そのため、評価基準より５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

主要な宿主であるバレイショ、ニンジン等は、47都道府県で生産されているため、評価

基準より４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

Lsoはベクターにより媒介されるが、ベクターは日本未発生であるため、評価基準より

「評価中止」とする。 
（オ）評価における不確実性 

消費用生植物のうち、切り枝、切り花、塊茎等を経路とした場合、本来の用途ではない栽

植用として使用される可能性があるため、評価の結論には不確実性が伴う。Lsoに感染した

宿主植物は、衰弱又は枯死し、また、バレイショでは通常発芽せず、ベクターが存在しない

状況においては病原体の分散にはあまり寄与しない可能性があり、評価の結論には不確実性

が伴う。 
 

 
 
４．Lsoの病害虫リスク評価の結論 

Lsoは検疫有害植物であり、栽植用植物及び栽植用球根類を経路として入り込む可能性がある

と評価した。 

栽植用植物及び栽植用球根類（バレイショ塊茎）からの入り込みの可能性の評価の結論 

評価を行った項目の得点から平均値は５点であり、栽植用植物及び栽植用球根類（バレイ

ショ塊茎）からの入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 

消費用生植物からの入り込みの可能性の評価の結論 

輸入品目からの自然分散の可能性の評価結果が「評価中止」となったため、消費用生植物

の入り込みの可能性の評価の結論は「無視できる」となった。 
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農業生産等への影響評価の結論 
（病害虫固有のリスク） 

入り込みの可能性の評価 病害虫リスク評価の 
結論 用途 結論 

高い 

ア 栽植用植物 高い 高い 

イ 栽植用球根類（バ

レイショ塊茎） 高い 高い 

ウ 消費用生植物 無視できる 無視できる 
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別紙Ⅰ－１ 

 
Lsoの発生国等の根拠 

 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    
イスラエル 発生 EPPO ,2017c; Mawassi et al., 2018;  

欧州    
イタリア 発生 Catara, et al., 2017  
英国 発生 EPPO, 2021; Monger and Jeffries, 2016; 

Sumner-Kalkun et al., 2020 
 

エストニア 発生 EPPO, 2018b  
オーストリア 発生 EPPO, 2021; Lethmayer and Gottsberger, 2020  
ギリシャ 発生 Holeva et al., 2017  
スウェーデン 発生 Bertolini et al., 2015; CABI, 2014a; EPPO, 

2012g; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; EPPO, 
2013b; FERA, 2014; Munyaneza et al., 2014b 

 

スペイン 発生 CABI, 2014a; Bertolini et al., 2015; EPPO, 
2013a; FERA, 2014; EPPO, 2012h; EPPO, 
2012c; EPPO, 2013b 

 

セルビア 発生 Trkulja et al., 2021  
ドイツ 発生 Munyaneza et al., 2015  
ノルウェー 発生 Bertolini et al., 2015; CABI, 2014a; EPPO, 2012f; 

EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; EPPO, 2013b 
FERA, 2014; Munyaneza et al., 2014b 

 

フィンランド 発生 Bertolini et al., 2015; CABI, 2014a; EPPO, 
2012d; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; EPPO, 
2013b; EPPO, 2019c, EPPO2019d; FERA, 
2014; Munyaneza et al., 2012; Munyaneza et al., 
2014b; Nelson et al., 2011; Haapalainen et al., 
2018; Haapalainen et al., 2020;  

 

フランス 発生 Bertolini et al., 2015; CABI, 2014a; EPPO, 
2013a; EPPO, 2012e; FERA, 2014; Hajri et al., 
2017; Loiseau et al., 2014  

 

ベルギー 一部発生 EPPO, 2018a; EPPO, 2019b  
ポルトガル 一部発生 Direção Regional de Agricultura, 2018; EPPO, 

2018c; EPPO, 2019b 
 

アフリカ    
カナリア諸島 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012c; EPPO, 2013a; 

EPPO, 2013b; FERA, 2014; Munyaneza et al., 
2014b 

 

チュニジア 発生 Ben Othmen et al., 2018a; Ben Othmen et al., 
2018b; EPPO, 2019a; EPPO, 2019b 
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モロッコ 発生 Tahzima et al., 2014  
北米    

アメリカ合衆国 発生 Bertolini et al., 2015; CABI, 2014a; EPPO, 
2013b; Liefting et al., 2009b; Mauck et al., 2019; 
Munyaneza et al., 2012; Munyaneza et al., 
2014b; Sengoda et al., 2014 

 

アイダホ 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012a; EPPO, 2013a; 
FERA, 2014 

 

アリゾナ 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; 
FERA, 2014 

 

オレゴン 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012a; EPPO, 2012h; 
EPPO, 2013a; FERA, 2014; Murphy et al., 2014 

 

カリフォルニア 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; 
FERA, 2014 

 

カンザス 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; 
FERA, 2014 

 

コロラド 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; 
FERA, 2014 

 

テキサス 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; 
FERA, 2014 

 

ニューメキシコ 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; 
FERA, 2014 

 

ネバダ 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; 
FERA, 2014 

 

ネブラスカ 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; 
FERA, 2014 

 

モンタナ 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2013a; FERA, 2014  
ワイオミング 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; 

FERA, 2014 
 

ワシントン 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012a; EPPO, 2012h; 
EPPO, 2013a; FERA, 2014 

 

中南米    
エクアドル 発生 Caicedo et al., 2020a; Caicedo et al., 2020b  
エルサルバドル 発生 Bextine et al., 2013; CABI, 2014a; EPPO, 2014b; 

FERA, 2014 
 

グアテマラ 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; 
FERA, 2014 

 

ニカラグア 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2013a; EPPO, 2013c; 
EPPO, 2014a; FERA, 2014 

 

ホンジュラス 発生 CABI, 2014a; EPPO, 2012b; EPPO, 2012h; 
EPPO, 2013a; EPPO, 2014a; FERA, 2014; 
Munyaneza et al., 2014a 

 

メキシコ 発生 Bertolini et al., 2015; CABI, 2014a; CABI, 2014b;  
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EPPO, 2012h; EPPO, 2013a; Munyaneza et al., 
2012; Munyaneza et al., 2014b; FERA, 2014; 
Liefting et al., 2009b 

大洋州    
ニュージーランド 発生 Bertolini et al., 2015; CABI, 2014a; EPPO, 

2012h; EPPO, 2013a; EPPO, 2013b; FERA, 
2014; Munyaneza et al., 2012; Munyaneza et al., 
2014b; Nelson et al., 2011; Liefting et al., 2009b 

 

ノーフォーク島 発生 EPPO, 2019b; Thoma et al., 2018  
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別紙Ⅰ－２ 

 
Lsoの宿主植物の根拠 

 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Galium sp. アカネ科 ヤエムグラ

属 
  Sumner‑Kalkun et al., 2020  

Urtica dioica イラクサ科 イラクサ属  stinging 
nettle 

Sumner‑Kalkun et al., 2020  

Aegopodium podagraria セリ科 エゴポディ

ウム属 
 ashweed Sumner‑Kalkun et al., 2020  

Anthriscus cerefolium セリ科 シャク属 チャービル chervil Hajri et al., 2017  
Anthriscus sylvestris セリ科 シャク属 シャク  Sumner‑Kalkun et al., 2020  
Apium graveolens 
 

セリ科 
 

マツバゼリ

属（オランダ

ミツバ属） 

セロリー 
 

celery  
 

Bertolini et al., 2015; EPPO, 2012h; 
EPPO, 2013a; FERA, 2014; Hajri et 
al., 2017; Lethmayer and 
Gottsberger, 2020; Munyaneza et 
al., 2014b 

 

Daucus carota セリ科 ニンジン属 ニンジン carrot Bertolini et al., 2015; CABI, 2014a; 
EPPO, 2012c; EPPO, 2012d; 
EPPO, 2012e; EPPO, 2012f; 
EPPO, 2012g; EPPO, 2012h; 
EPPO, 2013a; EPPO, 2013b; 
FERA, 2014; Haapalainen et al., 
2020; Hajri et al., 2017; Lethmayer 
and Gottsberger, 2020; Loiseau et 
al., 2014; Munyaneza et al., 2014b; 
Murphy et al., 2014; Nelson et al., 
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2011; Tahzima et al., 2014 

Heracleum sphondylium セリ科 ハナウド属 ヘラクレウム

・スフォンディ

リウム 

 Lethmayer and Gottsberger, 2020  

Pastinaca sativa セリ科 アメリカボ

ウフウ属 
アメリカボ

ウフウ（パ

ースニッ

プ） 

parsnip Hajri et al., 2017; Lethmayer and 
Gottsberger, 2020; SASA, 2014 

Hajri et al. (2017)による

と、ほ場から採取したパ

ースニップの植物体の５

サンプルの検定の結果、

４サンプルが陽性を示し

た。しかし、植物体に症

状は示されなかった。 
Petroselinum crispum 
(=P. sativum, P. hortense) 

セリ科 オランダゼ

リ属 
オランダゼ

リ（パセ

リ） 

parsley Hajri et al., 2017; Lethmayer and 
Gottsberger, 2020; Monger et al., 
2016 

Hajri et al. (2017)による

と、ほ場から採取したパ

セリの植物体の５サンプ

ルのリアルタイムPCRに

よる検定の結果、４サン

プルが陽性を示し、植物

体に症状が示されてい

た。 
Fallopia convolvulus タデ科 ソバカズラ

属 

  Haapalainen et al., 2020  

Persicaria 
lapathifolia(=Polygonum 
lapathifolium) 

タデ科 イヌタデ属

（ミチヤナ

ギ属） 

オオイヌタデ  Haapalainen et al., 2020  

Capsicum annuum  ナス科 トウガラシ

属 
トウガラシ sweet 

pepper(chili 
CABI, 2014a; CABI, 2014b; EPPO, 
2012h; EPPO, 2013a; FERA, 2014; 
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peppers, 
Shishito 
pepper, bell 
pepper) 

Munyaneza et al., 2014a 

Capsicum frutescens ナス科 トウガラシ

属 
キダチトウ

ガラシ 
 EPPO, 2012h  

Cyphomandra betacea (= 
Pionandra betacea, 
Solanum insigne, 
Solanum betaceum) 

ナス科 コダチトマ

ト属 
コダチトマ

ト（タマリ

ロ） 

tamarillo Caicedo et al., 2020b; EPPO, 2012h; 
EPPO, 2013a 

 

Lycium barbarum ナス科 クコ属 ナガバクコ chinese 
desert-thorn 

EPPO, 2012h  

Lycopersicon esculentum 
(=Solanum lycopersicum) 

ナス科 トマト属 トマト tomato Bextine et al., 2013; CABI, 2014a; 
CABI, 2014b; EPPO, 2012h; EPPO, 
2013a; EPPO, 2013b; EPPO, 
2014b FERA, 2014; Sengoda et al., 
2014 

 

Nicotiana tabacum  ナス科 タバコ属 タバコ tobacco  CABI, 2014a; EPPO, 2013a; EPPO, 
2014a; FERA, 2014 

 

Physalis peruviana  ナス科 
 

ホオズキ属 
 

シマホオズ

キ 
cape 
gooseberry  

Caicedo et al., 2020b; EPPO, 
2013a; FERA, 2014 

 

Physalis ixocarpa 
 

ナス科 
 

ホオズキ属 
 

オオブドウ

ホオズキ 
tomatillo 
 

FERA, 2014 
 

 

Solanum dulcamara ナス科 ナス属 ソラヌム・

ドゥルカマ

ラ 

bitter 
nightshade 

Tahzima et al., 2014  

Solanum elaeagnifolium ナス科 ナス属 ソラヌム・エ

ラエアグニフ

ォリウム 

 EPPO, 2012h  
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Solanum melongena  ナス科 ナス属 ナス eggplant CABI, 2014a; EPPO, 2013a; FERA, 
2014 

 

Solanum tuberosum  ナス科 ナス属 バレイショ potato  CABI, 2014a; CABI, 2014b; Caicedo 
et al., 2020a; EPPO, 2012a; EPPO, 
2012b; EPPO, 2012h; EPPO, 
2013a; EPPO, 2013b; EPPO, 
2013c; FERA, 2014; Munyaneza et 
al., 2014b; Nelson et al., 2011; 
Sengoda et al., 2014; Swisher 
Grimm and Garczynski, 2019 

 

Solanum umbelliferum ナス科 ナス属   Mauck et al., 2019  
Chenopodium album ヒユ科 アカザ属 シロザ  Sumner‑Kalkun et al., 2020  

 
以下の植物については、宿主植物としての根拠が不明のため、継続調査とする。 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Foeniculum vulgare セリ科 ウイキョウ

属 
ウイキョウ

（フェンネ

ル） 

fennel Hajri et al., 2017 Hajri et al. (2017)は、ほ場から採

取した植物体５サンプル検定の結

果、１サンプルが陽性を示した

が、Lsoと関連のある症状は示し

ていなかった。検定の供試サンプ

ル数が少なく、これ以外の情報が

ないため、継続的に調査を実施し

ていくこととする。 
ナス科雑草 
 

ナス科 
 

 
 

 
 

several 
weeds in 
the family 
Solanaceae 

EPPO, 2013a; FERA, 2014 
 

種が特定できない。 
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別紙Ⅰ－３ 

 
Lsoの宿主植物に関連する経路の年間輸入検査量 

（貨物、郵便物及び携帯品） 
 
（１）栽植用植物 

単位（数量）：本 

植物名 生産国 発生国 
2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 
Apium graveolens(ｾﾛ
ﾘｰ) 中国 × 1 9     

Capsicum annuum(ﾄ
ｳｶﾞﾗｼ) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 3     

韓国 × 8 26,075 5 65   

Capsicum annuum(ﾄ
ｳｶﾞﾗｼ(地上部)) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ ×   1 4   

Capsicum annuum 
var. grossum 
(PIMENTO)(ﾋﾟｰﾏﾝ) 

韓国 × 27 132,405 27 133,665 67 331,380 

Capsicum annuum 
var. grossum 
(SISITO)(ｼｼﾄｳ) 

韓国 × 1 420     

Galium(ﾔｴﾑｸﾞﾗ属(地
上部)) ｲｽﾗｴﾙ ○     1 200 

Lycopersicon 
esculentum(ﾄﾏﾄ) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     1 1,800 
韓国 × 107 725,899 106 675,091 146 925,214 
台湾 × 2 2,176 2 2,584   

Lycopersicon 
esculentum(ﾄﾏﾄ(地上

部)) 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 4 2,270 12 17,820 5 2,260 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 200 3 16,420   

Lycopersicon 
esculentum var. 
cerasiforme(ﾁｪﾘｰﾄﾏﾄ
(地上部)) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   2 16,950   

Petroselinum 
sativum(ｵﾗﾝﾀﾞｾﾞﾘ(ﾊﾟ
ｾﾘ)) 

ｲｽﾗｴﾙ ○ 1 150     

Solanum(ﾅｽ属) 韓国 ×     13 296,205 
Solanum 
melongena(ﾅｽ) 韓国 × 62 738,560 68 844,055 120 1,235,745 

Solanum 
tuberosum(ﾊﾞﾚｲｼｮ(ｼﾞ
ｬｶﾞｲﾓ)) 

韓国 × 1 10     
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（２）栽植用球根類 
単位（数量）：個 

植物名 生産国 発生国 
2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Solanum tuberosum(ﾊﾞﾚｲｼ
ｮ(ｼﾞｬｶﾞｲﾓ)) 

韓国 × 1 3     

台湾 × 1 4     
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別紙Ⅰ－４ 

 
日本に分布するキジラミ類 

 

  学名 科名 和名 寄主植物 分布 根拠文献 備考 

1 Bactericera calcarata 
(Schaefer, 1949) 

トガリキジ

ラミ科 
- ヨモギ属（ニガ

ヨモギなど） 
日本（北海道、本州）、大韓民

国、モンゴル、イタリア、オー

ストリア、スイス、スロバキ

ア、モンテネグロ、ロシア、コ

ーカサス地方 

Ouvrard, 2014   

2 Bactericera 
curvatinervis (Forster, 
1848) 

トガリキジ

ラミ科 
- ヤナギ属 日本（本州）、欧州（アイルラ

ンド、英国、グルジア、スウェ

ーデン、スロベニア、ノルウェ

ー、ハンガリー、レバノン、ロ

シア、コーカサス地方） 

Ouvrard, 2014; Sasaki, 
1954  

 

3 Bactericera 
distinctissima Kwon 
& Lee, 1981 

トガリキジ

ラミ科 
- シダレヤナギ 日本、大韓民国 Ouvrard, 2014   

4 Bactericera nigriceps 
(Kuwayama,1910) 

トガリキジ

ラミ科 
クロヅトガリ

キジラミ 
不明 日本（本州） 平嶋ら, 1989; Sasaki, 

1954 
 

5 Bactericera petiolata 
(Loginova, 1960) 

トガリキジ

ラミ科 
- ナス科クコ属

（Lycium 
depressum） 

日本、中華人民共和国、モンゴ

ル、イエメン、イラン、アルメ

ニア、カザフスタン、キルギ

ス、トルクメニスタン 

Ouvrard, 2014   

6 Bactericera salicivora 
(Reuter,1876) 

トガリキジ

ラミ科 
ヤナギトガリ

キジラミ 
イヌコリヤナ

ギ、ヤナギ シダ

レヤナギ 

日本（北海道、本州、四国、九

州）、欧州 
平嶋ら, 1989; 宮武, 
1988; 日本応用動物昆虫

学会編, 2006; Sasaki, 
1954 
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7 Bactericera striola 
(Flor, 1861) 

トガリキジ

ラミ科 
- ヤナギ属 日本、モンゴル、イラン、イタ

リア、エストニア、オーストリ

ア、スイス、スウェーデン、ス

ロバキア、スロベニア、チェ

コ、ノルウェー、ハンガリー、

フランス、ブルガリア、ポーラ

ンド、ラトビア、ロシア 

Ouvrard, 2014; Sasaki, 
1954 

 

8 Bactericera sp. トガリキジ

ラミ科 
ヤナギトガリ

キジラミ属の

一種 

ヤマウコギ 鳥取県大山山麓、島根県雲南時

大東町 
林・門脇, 2012  

9 Trioza alacris 
(Foerster, 1848) 

トガリキジ

ラミ科 
ゲッケイジュ

トガリキジラ

ミ 

ゲッケイジュ 日本（本州）、欧州 宮武ら, 2014  

10 Trioza 
amamiosimensis 

トガリキジ

ラミ科 
アマミトガイ

キジラミ 
ハイノキ科 奄美大島、琉球列島 松本, 1994; Miyatake, 

1965; Sasaki, 1954 
 

11 Trioza apicalis 
(Foerster, 1848)  
 (=Trioza viridula 
(Zetterstedt, 1828)) 

トガリキジ

ラミ科 
セリトガリキ

ジラミ、モミ

トガリキジラ

ミ 

不明（T. viridula, 
モミ属） 

日本（北海道、本州）、欧州 宮武ら, 2014; 
Burckhardt, 1985; 
Kuwayama, 1910;  
Miyatake, 1964; Sasaki, 
1954 

 

12 Trioza berchemiae  
(Shinji, 1938)  

トガリキジ

ラミ科 
クマヤナギト

ガリキジラミ 
クマヤナギ 日本（本州） 平嶋ら,1989; 宮武ら, 

2014; Sasaki, 1954 
 

13 Trioza brevifrons 
(Kuwayama, 1910) 

トガリキジ

ラミ科 
エノキトガリ

キジラミ 
エノキ 日本（本州、四国、九州）、大

韓民国、台湾   
平嶋ら, 1989; 宮武ら, 
2014; Ouvrard, 2014 

 

14 Trioza camphorae  
(Sasaki, 1910) 

トガリキジ

ラミ科 
クストガリキ

ジラミ 
英名：

camphor 
sucker 

クスノキ 日本（本州、四国、九州）、台

湾、中華人民共和国   
平嶋ら, 1989; 平嶋・ 森
本, 2008; 宮武ら, 2014; 
日本応用動物昆虫学会

編, 2006; Sasaki, 1954; 
奥野ら, 1977 
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15 Trioza chenopodii 
Reuter, 1848 

トガリキジ

ラミ科 
アカザトガリ

キジラミ 
シロザ、アカザ

属、ハマアカザ

属、ハリミオネ

属、フダンソウ

属、ホウレンソ

ウ属、 

日本（本州、四国、九州）、欧

州、旧北区 
平嶋ら, 1989; 宮武ら, 
2014; Ouvrard, 2014; 
Sasaki, 1954 

 

16 Trioza cinnamomi 
（Boselli, 1930） 

トガリキジ

ラミ科 
ニッケイトガ

リキジラミ 
ニッケイ、ヤブ

ニッケイニッケ

イ  

本州、四国、九州、沖縄、奄美

大島、伊豆八丈島、西表島、種

子島、対馬、台湾 

平嶋ら, 1989; 平嶋・ 森
本, 2008; Miyatake, 
1965; 宮武ら, 2014; 奥
野ら, 1977; 齋藤 ・チッ

テンデン, 2006  

 

17 Trioza divisa 
Crawford, 1917 

トガリキジ

ラミ科 
- ツゲモチ 石垣島、西表島、フィリピン Miyatake, 1965  

18 Trioza esakii 
(Miyatake, 1975) 

トガリキジ

ラミ科 
クロバイトガ

リキジラミ 
クロバイ 日本（本州、九州）、西表島、

南西諸島 
平嶋ら, 1989; 宮武ら, 
2014; Ouvrard, 2014 

 

19 Trioza euphorbiae 
(Shinji, 1942) 

トガリキジ

ラミ科 
タカトウダイ

トガリキジラ

ミ 

タカトウダイ 本州、東京都府中市 平嶋ら, 1989; 宮武ら, 
2014; Sasaki, 1954 

 

20 Trioza formosana  
(Kuwayama, 1910) 

トガリキジ

ラミ科 
タイワントガ

リキジラミ 
モチノキ属（ク

ロガネモチ・モ

チニキ、印旛地

域で発生報告あ

り） 、オオシイ

バモチ、ツゲモ

チ（石垣島、西

表島） 

日本（本州～琉球列島）、印旛

地域（千葉県）、石垣島、西表

島、台湾  

Miyatake, 1965; 宮武ら, 
2014; 富里市, 2009 

 

21 Trioza galii (Foerster, 
1848) 

トガリキジ

ラミ科 
コトガリキジ

ラミ 
ブタクサ、アカ

ネ属、

Scherardia属、

日本（北海道、本州、四国）、

旧北区 
平嶋ら, 1989; 宮武ら, 
2014; Ouvrard, 2014; 
Sasaki, 1954 
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ヤエムグラ属な

ど 
22 Trioza horii 

(Miyatake, 1987) 
トガリキジ

ラミ科 
コハクウンボ

クトガリキジ

ラミ 

コハクウンボク 日本（本州、四国）、三重 Miyatake, 1991; 宮武ら, 
2014 

 

23 Trioza insulicola 
(Matsumoto,1995) 

トガリキジ

ラミ科 
スダジイトガ

リキジラミ 
スジダイ 奄美群島 宮武ら, 2014  

24 Trioza kasugaensis 
(Miyatake, 1975) 

トガリキジ

ラミ科 
シロバイトガ

リキジラミ 
シロバイ 本州、奈良（春日山） 平嶋ら, 1989; 宮武ら, 

2014 
 

25 Trioza kuwayamai 
(Enderlein, 1914) 

トガリキジ

ラミ科 
アカテツトガ

リキジラミ 
アカテツ 沖縄、奄美大島、西表島、台湾 平嶋ら, 1989; Miyatake, 

1965; 宮武ら, 2014; 
Ouvrard, 2014 

 

26 Trioza machilicola 
(Miyatake, 1968) 

トガリキジ

ラミ科 
タブトガリキ

ジラミ 
タブノキ、ホソ

バタブ 
日本（本州、四国、九州）、福

岡 
Miyatake, 1968; 宮武ら, 
2014; Ouvrard, 2014 

 

27 Trioza magna 
(Kuwayama, 1910) 

トガリキジ

ラミ科 
ミドリトガリ

キジラミ 
タンナサワフタ

ギ 
日本（本州、四国、九州）、フ

ィリピン  
宮武ら, 2014; Ouvrard, 
2014; Sasaki, 1954 

 

28 Trioza malloticola 
(Crawford, 1928) 
(MegaTrioza 
malloticola Crawford, 
1929) 

トガリキジ

ラミ科 
クスノハガシ

ワトガリキジ

ラミ 

クスノハガシ

ワ、アカメガシ

ワ 

沖縄、琉球列島、インド、スマ

トラ、台湾 
平嶋ら, 1989; 宮武ら, 
2014; Ouvrard, 2014 

 

29 Trioza munda 
(Foerster, 1848) 

トガリキジ

ラミ科 
マツムシソウ

トガリキジラ

ミ 

キジムシロ属、

Succisa属、

Knautia属、マ

ツムシソウ属 

日本（北海道、本州）、モンゴ

ル、欧州 
平嶋ら, 1989; 宮武ら, 
2014; Ouvrard,  2014; 
Sasaki, 1954  

 

30 Trioza neolitseae 
Miyatake, 1965 

トガリキジ

ラミ科 
イヌガシトガ

リキジラミ 
イヌガシ、

Mallotus 
philippensis  

沖縄、台湾 Miyatake, 1965; 
Ouvrard, 2014 
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31 Trioza nigra 
(Kuwayama, 1910) 

トガリキジ

ラミ科 
クロトガリキ

ジラミ 
主にエゴノキ、

高標高地の場合

はタンナサワフ

タギ  

日本（北海道、本州、四国、九

州、沖縄）、奄美大島、石垣

島、伊豆八丈島、西表島、沖永

部島、台湾、朝鮮半島 

平嶋ら, 1989; 平嶋・ 森
本, 2008; 松本, 1995; 
Miyatake, 1965;  宮武

ら, 2014; Sasaki, 1954 

 

32 Trioza okinawae 
Matsumoto, 1999 

トガリキジ

ラミ科 
ホルトノキト

ガリキジラミ 
ホルトノキ 沖縄、琉球列島 Matsumoto, 1999; 宮武

ら, 2014; Ouvrard,  
2014 

 

33 rioza pentaspina 
(Matumoto, 1995) 

トガリキジ

ラミ科 
ケブカトガリ

キジラミ 
フトモモ 琉球列島 宮武ら, 2014  

34 Trioza quercicola 
(Shinji, 1952) 

トガリキジ

ラミ科 
クリトガリキ

ジラミ 
英名：

quercus 
sucker 

アベマキ、クヌ

ギ、クリ、コナ

ラ、落葉カシ類  

日本（本州、四国、九州） 平嶋ら,1989; 平嶋・ 森
本, 2008; 宮武ら, 2014; 
日本応用動物昆虫学会

編, 2006; Sasaki, 1954 

 

35 Trioza remota 
(Foster,1848) 

トガリキジ

ラミ科 
カシトガリキ

ジラミ 
英名：oak 
sucker 

アラカシ、 カシ

類、常緑カシ類 
日本（本州、四国、九州）、欧

州 
宮武ら, 2014; 宗林, 
1959; 宗林, 1959; 宗林, 
1959; 奥野ら, 1977; 
Sasaki, 1954; 梅谷・岡

田, 2003 

 

36 Trioza silvestris 
(Matsumoto, 1995) 

トガリキジ

ラミ科 
アマミカシト

ガリキジラミ 
オキナワウラジ

ロガシ 
奄美群島 宮武ら, 2014  

37 Trioza swezeyi 
(Crawford, 1927) 

トガリキジ

ラミ科 
コクタントガ

リキジラミ 
ヤエヤマコクタ

ン 
小笠原諸島、琉球列島、太平洋 宮武ら, 2014  

38 Trioza ternstroemiae  
(Matsumoto, 1993) 

トガリキジ

ラミ科 
モッコクトガ

リキジラミ 
英名：

ternstroemia 
sucker 

モッコク 本州、琉球列島、東京、千葉、

神奈川、沖縄  
Matsumoto, 1993; 宮武

ら, 2014; 日本応用動物

昆虫学会編, 2006 
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39 Trioza ukogi (Shinji, 
1940) 

トガリキジ

ラミ科 
ウコギトガリ

キジラミ 
ウコギ、ヤマウ

コギ 
本州、岩手、大韓民国 宮武ら, 2014; Ouvrard, 

2014; Sasaki, 1954; 
Shinji, 1940 

 

40 Trioza urticae (Linné, 
1758) 

トガリキジ

ラミ科 
- ブタクサ、イラ

クサ属、トウヒ

属、ブナ属 

アジア（日本を含む。）、中

東、欧州、北アフリカ 
Ouvrard, 2014   

41 Trioza usubai 
(Matsumoto, 1996)  

トガリキジ

ラミ科 
ムクノキトガ

リキジラミ 
ムクノキ 日本（本州、四国、九州）、千

葉 
Matsumoto, 1996; 宮武

ら, 2014 
 

42 Trioza yakusimesis 
(Kuwayama, 1943) 

トガリキジ

ラミ科 
ヤクトガリキ

ジラミ 
不明 屋久島 平嶋ら, 1989; 

Kuwayama, 1943; 宮武

ら, 2014; Sasaki, 1954 

 

43 Trioza sp.  トガリキジ

ラミ科 
- ブナ科 奄美大島 松本, 1994  

44 Trioza sp.  トガリキジ

ラミ科 
- サガリバナ  奄美大島 松本, 1994  

45 Trioza sp.  トガリキジ

ラミ科 
シラカシトガ

リキジラミ 
シラカシ 日本（本州） 宮武ら, 2014  

46 Trioza sp.  トガリキジ

ラミ科 
ウラジロガシ

トガリキジラ

ミ 

ウラジロガシ 日本（本州） 宮武ら, 2014  

47 Accizia jamatonica 
(Kuwayama, 1908) 

キジラミ科  ヤマトキジラ

ミ 
ネムノキ 日本（北海道、本州、四国、九

州）、対馬、中華人民共和国、

朝鮮半島 

平嶋ら, 1989; 平嶋・森

本, 2008; 日本応用動物

昆虫学会編, 2006 

 

48 Accizia sasakii 
(Miyatake, 1963) 

キジラミ科 ネムノヒゲナ

ガキジラミ 
ネムノキ 日本（本州、四国） 平嶋ら, 1989  
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"Import conditions for carrot seeds for sowing into Republic of Korea."). (online), 
available from <https://docs.wto.org/dol2fe/Pages/FE_Search/FE_S_S009-
DP.aspx?language=E&HasEnglishRecord=True&HasFrenchRecord=True&HasSpanish
Record=True&CatalogueIdList=246178,246153,245901,245722,241584&CurrentCatalo
gueIdIndex=1&FullTextHash=371857150>. 
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Ⅱ．Lsoのベクター（Bactericera cockerelli） 
Ⅱ－１．リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（Bactericera cockerelli） 
１．学名及び分類 
（１）学名 

Bactericera cockerelli (Šulc, 1909) 
 
（２）英名、和名等（Bob et al., 2013; CABI, 2014b; EPPO, 2012; FERA, 2014; Jane et al., 2009; 

Joseph, 2014; Liefting et al., 2009; Nelson et al., 2011; PotatoesTM NEW ZEALAND Growing 
together, 2011） 
英名：potato psyllid、tomato psyllid 
和名：ジャガイモトガリキジラミ 

 
（３）分類（CABI, 2014b; Halbert and Munyaneza, 2012; Ouvrard, 2014） 

種類：節足動物 
目：Hemiptera（カメムシ目） 
科：Triozidae（トガリキジラミ科） 
属：Bactericera 

 
（４）シノニム 

Paratrioza cockerelli（Bob et al., 2013; CABI, 2014b; EPPO, 2012; Joseph, 2014; 
Ouvrard, 2014） 

Trioza cockerelli（Bob et al., 2013; CABI, 2014b; Ouvrard, 2014） 
 
（５）ハプロタイプ 

アメリカ合衆国では、分布の違いによって、４つのハプロタイプに分類される。 
北西アメリカ型は、アイダホ州、オハイオ州、オレゴン州、ワシントン州に分布し、2011

年に zebra chipの激発を起こしたものだと示唆されている。 
同国中部や中南米に分布する中央アメリカ型並びにアリゾナ州及びカリフォルニア州に分布

する西アメリカ型は、春にロッキー山脈とカリフォルニアそれぞれに沿って緩やかに北方へ散

らばることがある（FERA, 2014; Joseph, 2014）。 
また、コロラド州やニューメキシコ州に分布する南東型も存在するが、他の型との差異につ

いては不明である（Joseph, 2014）。 
 
２．地理的分布 
（１）発生国又は地域（詳細は別紙Ⅱ－１参照） 

北米：アメリカ合衆国、カナダ 
中南米：エクアドル、エルサルバドル、グアテマラ、ニカラグア、ホンジュラス、

メキシコ 
大洋州：ニュージーランド、ノーフォーク島 

 
（２）生物地理区 

本種は、新北区、新熱帯区、オーストラリア区及び南極区の４区に分布する。 
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（３）本種及びLsoがともに存在する国又は地域 
北米：アメリカ合衆国 
中南米：エクアドル、エルサルバドル※、グアテマラ、ニカラグア、ホンジュラ

ス、メキシコ 
大洋州：ニュージーランド、ノーフォーク島 

 
※ ハプロタイプ不明のLsoが発生しているが、本種がこれを媒介するかどうかは確認さ

れていない。 
 
３．寄主植物及びその日本国内での分布 
（１）寄主植物（詳細は別紙Ⅱ－２参照。下線部は令和３年12月22日改訂時に追加。） 

アブラナ科：ハツカダイコン（Raphanus sativus var. sativus） 
イネ科：トウモロコシ（Zea mays） 
キク科：ヒマワリ（Helianthus annuus）、レタス（Lactuca sativa） 
ナス科：オオセンナリ（Nicandra physalodes）、コダチトマト（タマリロ）（Cyphomandra 

betacea (=Pionandra betacea, Solanum insigne, Solanum betaceum)）、シロバナヨウ

シュチョウセンアサガオ（Datura stramonium）、タバコ（Nicotiana tabacum）、トマ

ト（Lycopersicon esculentum (=Solanum lycopersicum)）、クコ属（Lycium）、トウガ

ラシ属（Capsicum）、ナス属（Solanum）、ホオズキ属（Physalis） 
ヒノキ科：ニオイヒバ（Thuja occidentalis） 
ヒユ科：テンサイ（Beta vulgaris var. rapa (=B. vulgaris var. altissima)） 
ヒルガオ科：サツマイモ（Ipomoea batatas）、セイヨウヒルガオ（Convolvulus arvensis） 
マメ科：アルファルファ（Medicago sativa）、ソラマメ（Vicia faba） 

 
 他にも20科で記録されており、いくつかのシソ科、ナス科、ヒルガオ科植物では世代交

代を完了させることができる。また、羽化後は様々な植物に移動する（EPPO, 2012h; 
Liefting et al., 2009）。 

 
（２）Lsoの宿主植物と共通の本種の寄主植物 

ナス科：オオブドウホオズキ、コダチトマト、シマホオズキ、ソラナム・エラエアグニフォ

リウム、ソラヌム・ドゥルカマラ、タバコ、トウガラシ、トマト、ナガバクコ、ナス、

バレイショ及びSolanum unbelliferum 
 
（３）日本国内における寄主植物の分布及び栽培状況 

本種の寄主植物であるトマト、ナス及びバレイショは、47都道府県で栽培されている。 
 
４．寄生部位及びその症状 

本種は、果実、茎葉、花等の地上部に寄生し、塊茎、根等の地下部には寄生しない（Bob et 
al., 2013; CABI, 2014a; CABI, 2014b; EPPO, 2012）。また、種子も加害しない（EPPO, 
2012）。 
成虫は、主に下方の葉の表面に卵を１個ずつ、合計で約500個産み付ける。成虫や幼虫は、

葉全体や果実を吸汁し、粘着性の白い糞便を多量に排出する（CABI, 2014b）。 
本種の加害により寄主植物の様々な部位に影響が現れる。具体的には、果実（形の異常、サイ

ズの減少）、生長点（矮化、しおれ）、葉（変形、黄化、葉巻き、壊死、しおれ、早期落葉）、
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茎（黄化、内部の変色、しおれ、てんぐ巣）、根（毛状根）、栄養器官（内部の腐敗、変色、ひ

び割れ）及び全身（変色、変形、矮化、早期の枯死、枝枯れ、生長不良）などで報告されてい

る。しかし、これらの影響は、本種単独によるものなのか、本種が媒介するLsoによるもの

か、はっきりしていない（CABI, 2014b; EPPO, 2012）。 
 
５．移動分散方法 
（１）自然分散 

本種は、北米では、季節移動、すなわち成虫が越冬地から季節風や気流を利用し、数百 km
の長距離を飛行することが知られている（EPPO, 2012; CABI, 2017）。幼虫はほとんど動か

ず活発に分散しない（CABI, 2017）。しかし、ニュージーランドでは通常、３日で100 m程

度移動する（Martin, 2016）。 
 
（２）人為分散 

情報なし。 
 
６．有害動物の大きさ及び生態 
（１）有害動物の大きさ 

卵：長さ約0.32～0.34mm、幅0.13～0.15mm（CABI, 2014b） 
幼虫：５齢あり、体幅は0.23～1.60mm（CABI, 2014b） 
成虫：全長約2.5～3.0mm（CABI, 2014b; EPPO, 2012） 

 
（２）繁殖様式 

有性生殖（CABI, 2017）。なお、単為生殖についての情報はない。 
 

（３）年間世代数 
本種は、年間３世代以上発生する（Hodkinson, 2008）。ふ化した幼虫は完全に発育するま

ではほとんど動かず下方の葉の表面に留まり続ける。幼虫の成育は12～14日間で温度や寄主

植物によって決まる。 
性的誘引については、雌の生産する性フェロモンが雄を誘引する。本種は羽化後48時間で

成熟し、雌は羽化した当日、雄は羽化１日後に成熟する。産卵は通常交尾の２日後だが、羽化

して２日以内で交尾すると産卵が遅れる。産卵期間は通常10日で最高50日間持続する。成

虫の寿命は20～60日で、雌は通常雄より２～３倍長く生きる。雌は死ぬまでに300～500個

産卵する。 
本種の発育最適温度は約27℃で、32℃では産卵、ふ化や生存率が悪化し、35℃で生育でき

なくなる。温度にもよるが１世代は３～５週間で完了する。年間世代数は地域によって変化す

るが３～７世代である。産卵が長引くことによって世代が重複した集団内では世代を区別する

ことは難しい（CABI, 2014b）。 
好適な条件下では、卵期間が約１週間、幼虫期間が２～３週間、成虫期間が約２週間で、約

１箇月で１世代が完了する。産卵期間は平均21日で、１頭当たり36～75個産卵する。雌は

羽化２～３日後には交尾が可能である（Bob et al., 2013）。越冬成虫の雌は最高189日間生

存し、1,000個以上産卵することもある（Bob et al., 2013）。 
 
（４）植物残さ中での生存 

情報なし。 
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（５）休眠性（越冬性） 

本種の成虫、幼虫及び卵は、寒さに強い耐性をもち越冬可能である（Hodkinson, 2008）。

幼虫は－15℃下でも生存し、成虫も24時間以上－10℃下にあっても50%は生存可能である

（CABI, 2014）。成虫は針葉樹の樹皮のすき間で越冬することができる（Bob et al., 2013; 
FERA, 2014; Hodkinson, 2008）。 
アメリカ合衆国に分布する北西型ハプロタイプは、ナス属のソラヌム・ドゥルカマラを越冬

場所とし12.2℃の冬の気温でも生存可能である。また、ハプロタイプは不明であるが、テキ

サス個体群では5.1℃の環境下で生存が確認されている（FERA, 2014）。 
ニュージーランドでは、7.1℃の環境下で生存する個体が確認されている（FERA, 2014）。 

 
７．媒介性又は被媒介性 

本種は、Lsoのベクターである（Bob et al., 2013; EPPO, 2012; EPPO, 2013; FERA, 2014; 
Halbert and Munyaneza, 2012; Jane et al., 2009; Liefting et al., 2009; Munyaneza et al., 2009; 
Munyaneza et al., 2012; Nelson et al., 2011; Sengoda et al., 2014）。Lsoを保毒した本種数頭に

より、短期間でバレイショほ場にLsoをまん延させることができる。伝搬様式は、増殖・循環

型であり経卵伝搬する（Hansen et al., 2008; Bertolini et al., 2015; CABI, 2014b; FERA, 2014; 
Sengoda et al., 2014）。 
本種は、Lsoを吸汁により獲得すると１～３週間消化管の中で一定期間留まり、唾液腺で増殖

する。本種におけるLso増殖数は最初の病原の獲得から２週間後にピークを迎える（24～28
℃）。そして、２週間の潜伏期間後に未感染の宿主植物にLsoを感染させることができるよう

になる。本種の媒介能力はLsoが唾液腺に定着し、１万回以上増殖することに起因する

（Sengoda et al., 2014）。 
なお、本種が媒介するLsoにはA・Bの２つのハプロタイプが存在する（Bertolini et al., 2015; 

CABI, 2014a; EPPO, 2013; FERA, 2014; Nelson et al., 2011; Sengoda et al., 2014）。 
Lsoの媒介は５分以内に完了するが、発病を引き起こすには、保毒虫１頭当たり約３～６時間

の吸汁が必要となる。バレイショはLsoに感染すると約３週間後に zebra chip症状を発症する

（Joseph, 2014）。 
 
８．被害の程度 

本種により、果実、葉、茎等の生長不良、黄化、枯死等が報告されているが、これらの症状は

本種が媒介するLsoによるものか明確になっていない（CABI, 2014b）。 
近年は本種やLsoの急激な発生により、多くの地域でバレイショ、トマト等のナス科植物が

大きな経済的損失を被った。本種が媒介するLsoにより zebra chip症状を呈したバレイショは

市場に出荷できなくなることから数百万ドルの被害が生じ、アメリカ合衆国のテキサス州では、

バレイショ作付面積の35％以上に影響を与える可能性があると推定されている（CABI, 2014b; 
Munyaneza et al., 2009; Munyaneza et al., 2012）。 
ニュージーランドでは、本種とLsoがバレイショ生産に１億ドル以上の被害をもたらした

（2008～09年に4,700～5,600万ドル、次の栽培時期には2,800万ドル）（PotatoesTM NEW 
ZEALAND Growing together, 2011）。 

 
９．防除 

本種の管理には一般的に殺虫剤が使用される。キジラミ類に対しては、イミダクロプリドやア

バメクチン剤が成虫の活動を抑制し、Lsoの伝搬を大きく抑制することができる（PotatoesTM 
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NEW ZEALAND Growing together, 2011）。しかし、キジラミ類は非常に多産かつ世代間が短

いため殺虫剤に対して抵抗性を持つものが現れる。したがって、本種の影響範囲と病害に関連し

た代替策を検討する必要があり、適切なほ場管理を加えた総合的な対策が求められる（CABI, 
2014b）。 

 
１０．日本における輸入検疫措置 

本種は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定された検疫有害動物であり、同施

行規則２の２に規定された国又は地域からの該当する寄主植物の生茎葉及び生果実については、

本種を発見するために適切と認められる方法による検査が行われ、かつ、本種に侵されていない

旨（本種について消毒を行った場合は、その旨を含む。）を検査証明書に特記することを要求し

ている。 
 
１１．諸外国における輸入検疫措置 

大韓民国は、本種を禁止対象病害虫に指定しており、発生国からのトマト、トウガラシ、バレ

イショ等の生茎葉及び栽植用植物の輸入を禁止している（WTO, 2018）。 
EUは、オーストラリア、ニュージーランド、北米及び中南米産のナス科植物の果実に対し、

以下のいずれかの措置をとることを要求している（EU, 2019）。 
・ 国際基準に従って認められた本種の無発生国で生産されたこと 
・ 本種の無発生地域で生産されたこと 
・ 輸出前の３箇月間、栽培地において本種に関する公的な検査と、本種の不在を維持するため

の効果的な措置が行われ、その旨が植物のトレース情報とともに検査証明書に追記されている

こと 
・ 原産国の国家植物防疫機関によって設定された本種の無発生生産用地で栽培され、輸出前の

３箇月間、本種に関して公的に検査され、その旨が植物のトレース情報とともに検査証明書に

追記されていること 
スイスもEUと同様の措置を要求している（SPPS, 2021）。 

 
１２．日本の輸入検査におけるBactericera cockerelliの発見件数（2011～2020年） 

単位：件数 
 

植物 国 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 
セロリー 米国 1 1 

  
      

ハボタン 米国        2   
コリアン

ダー 
米国     1      

トウガラ

シ属 
ﾆｭｰｼﾞ

ｰﾗﾝﾄ  ゙

  
2 

 
      

トマト 米国 
 

1 
  

      
チシャ 米国 1 

  
1       

レタス 米国 
 

1 
  

      
ロメイン

レタス 
米国 

 
1 1 1 1 2     
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Ⅱ－２．病害虫リスクアナリシス（Bactericera cockerelli） 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Bactericera cockerelliに対するリスク評価を行い、現行の検疫措置の有効性を評価するため、

病害虫リスクアナリシスを実施する。 
 
２．対象となる有害動植物 

Bactericera cockerellを対象とする。 
 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．寄主植物及びその日本国内での分布」に示す「寄主植物」であって、「４．寄生部位

及びその症状」に示す「寄生部位」を含む植物を対象とする。 
 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 
 
５．開始の結論 

本種を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病害

虫リスクアナリシスを開始する。 
 
第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の可能性並びに経済的影響を及ぼす可能性について調査し、検疫有害動植物の定義内の

基準を満たしているかどうかを検討する。なお、検疫有害動植物の要件を満たしていない場合

は、それが判明した時点で評価を中止し病害虫のリスクは「無視できる」とする。 
（１）有害度植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

本種は国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の可能性の評価 

本種の寄主植物であるトマト、バレイショ、レタス等は、47都道府県で栽培されているこ

とから、国内に定着及びまん延する可能性があると判断する。 
 
（３）経済的影響を及ぼす可能性 

本種はLsoのベクターであり、本種やLsoの急激な発生によって多くの地域でバレイシ

ョ、トマト等のナス科植物が大きな経済的損失を被っている。本種が媒介するLsoにより

zebra chip症状を呈したバレイショは、市場に出荷できず数百万ドルの被害を及ぼし、アメリ

カ合衆国のテキサス州では、バレイショ作付面積の35％以上に影響を与える可能性があると

推定されている。また、ニュージーランドでは、本種とLsoがバレイショ生産に１億ドル以

上の被害をもたらしたとの情報がある。 
したがって、現在、本種は国内未発生であるが、寄主植物が47都道府県で栽培されている

ため、もし、本種が国内に入り込み、定着及びまん延した場合、経済的影響を及ぼす可能性が

ある。 
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（４）評価にあたっての不確実性 

特になし。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

本種は国内未発生であるが、寄主植物は47都道府県で栽培されていることから、本種が国

内に定着及びまん延する可能性がある。また、本種はLsoのベクターであり、本種やLsoの

急激な発生によって多くの地域でバレイショ、トマト等のナス科植物が大きな経済的損失を被

っているとの報告がある。そのため、国内でも経済的影響を及ぼす可能性は否定できない。 
したがって、本種は、国際基準No. 11「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシ

ス」に規定された検疫有害動植物の要件を満たすことから、本種に対するリスクアナリシスを

実施するため、引き続き「２．農業生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本種の寄主植物であるトマト、バレイショ、レタス等は47都道府県で栽培されてお

り、トマト、ナス、レタスは施設栽培含め寄生部位は周年存在する。また、樹皮のすき間

で越冬することができる。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間寄主の利用可能性 

本種は有害動物なので評価しない。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

有性生殖。なお、単為生殖についての情報はない。よって、評価基準より２点と評価し

た。 
 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は寄主植物の利用可能性及び環境の好適

性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

本種の寄主植物であるトマト、バレイショ、レタス等は47都道府県で栽培されてい

る。よって、評価基準より５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

本種は、アブラナ科、イネ科、キク科、ナス科、ヒノキ科、ヒユ科、ヒルガオ科及びマ

メ科の８科の植物に寄生することが知られている。 
（ウ）有害動植物の侵入歴 

本種は、新北区、新熱帯区及び南極区の４区に分布する。よって、評価基準より４

点と評価した。 
 

 
 
  

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の3.7点となった。 
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（２）まん延の可能性の評価 
ア 自然分散 
（ア）移動距離 

通常は、３日で100m程度飛翔するが、北米では、季節移動、すなわち成虫が越冬地

から季節風や気流を利用して数百 kmの長距離飛翔をすることが知られている。よって、

評価基準より５点と評価した。 
（イ）年間世代数 

発生地域によっては３世代以上を経過することが知られている。よって、評価基準より

５点と評価した。 
 

イ 人為分散 
（ア）農作物を介した分散 

本種の寄主植物であるトマト、バレイショ、レタス等は47都道府県で栽培されてい

る。よって、評価基準より５点と評価した。 
（イ）非農作物を介した分散 

情報なし。 
 

 
 
（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

Lsoの宿主植物と重複する本種の寄主植物である、バレイショ、トマト等の農産物産出

額の合計額は5,148.6億円であることから、評価基準より４点と評価した。 
（イ）生産への影響 

本種の寄主植物であるトマト、バレイショ、レタス等は47都道府県で栽培されてい

る。これらの植物は生産農業所得統計の対象であり、発生国では、商品生産に大きな支障

を来す経済的被害（商品部位への直接的被害又は１年生作物の高頻度の枯死）が報告され

ている。よって、評価基準より４点と評価した。 
（ウ）防除の困難さ 

公的防除の情報はない。Lsoの効果的な防除方法は、ベクタ－をほ場に侵入をさせない

こと、あるいはベクターがほ場に侵入してしまった場合には薬剤散布である。キジラミ類

は葉の裏で見つかるため、植物の成長に合わせた殺虫剤の選択が重要である。また、成虫

には効果があっても、幼虫や卵には効果がない場合があるため、数種類の薬剤を態に合わ

せて使用する等の注意が必要である。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記２項目の評価点の積は16点となり、評価基準により直接的影響の評価点は４点と

評価した。 
 

イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

本種の寄主植物は「農業保険法」及び「同法施行令」、「野菜生産出荷安定法施行令」

ウ まん延の可能性の評価結果 

評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中５点となった。 
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で定める農作物に該当する。よって、評価基準により評価点は１点と評価した。 
（イ）輸出への影響 

大韓民国は、本種を禁止対象病害虫に指定しており、発生国からのトマト、トウガラ

シ、バレイショ等の生茎葉及び栽植用植物の輸入を禁止している。また、EU及びスイス

は、発生国からのナス科植物の果実に対して、栽培地検査等の措置を要求している。よっ

て、評価基準より１点と評価した。 
 

 
 
（４）評価における不確実性 

特になし。 
 

 
 
３．入り込みの可能性の評価 

 
（４）入り込みの可能性の評価 

ア 栽植用植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基

（１）寄生部位 

本種は幼虫・成虫共に果実、茎葉、花等の地上部に寄生し（外

部寄生性）、葉の表面に卵を１個ずつ産み付ける（外部寄生

性）。また、成虫が越冬時に針葉樹の樹皮のすき間に入り込む

こともある。 

（２）国内に入り込む可能

性のある経路 
 

入り込む可能性のある経路は、〔栽植用生植物〕、〔消費用生

植物〕及び〔木材（樹皮付き）・樹皮〕が考えられる。 
用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 
果実、葉、

茎、針葉樹の

樹皮のすき間 
○ 

イ 消費用生植物 
葉、茎、果

実、針葉樹の

樹皮のすき間 
○ 

ウ 木材（樹皮付

き）・樹皮 
針葉樹の樹皮

のすき間 ○ 

（３）寄主植物の輸入検査

量 別紙Ⅱ－３参照 

ウ 経済的重要性の評価結果 

直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の評価結果の得点の和から、経済的重要性の

評価点は５点となった。 

（５）農業生産等への影響評価の結果（病害虫固有のリスク） 
定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の各項目の評価点の積は91.7点となり、本

種の農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 
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準より５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本種は外部寄生で、成虫の大きさは全長約2.5～3.0mm。葉の表面に産み付けられる卵

の大きさは長さ約0.32～0.34mm、幅0.13～0.15mm。よって、評価基準より２点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の主要な寄主植物であるレタス、トマト、バレイショ等は、47都道府県で生産さ

れている。目的が栽植用植物であるため、評価基準より５点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用植物は、直接ほ場へ持ち込まれるため、有害動物の移動能力に関わらず、評価基

準より５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特になし。 
 

 
 

イ 消費用生植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基

準より５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本種は外部寄生で、成虫の大きさは全長約2.5～3.0mm。葉の表面に産み付けられる卵

の大きさは長さ約0.32～0.34mm、幅0.13～0.15mm。よって、評価基準より２点と評価

した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の主要な寄主植物であるレタス、トマト、バレイショ等は、47都道府県で生産さ

れている。よって、評価基準より４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

本種の成虫は通常から飛翔により移動し、また、越冬地から季節風や気流を利用し長距

離を飛翔することが知られている。評価基準より３点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特になし。 
 

 
 

ウ 木材（樹皮付き）・樹皮 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基

栽植用植物からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は4.3点であり、栽植用植物からの入り込みの可能

性の評価を「高い」と結論付けた。 

消費用生植物からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は3.5点であり、消費用生植物からの入り込みの可

能性の評価を「中程度」と結論付けた。 
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準より５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本種の成虫は樹皮のすき間で越冬するため、成虫が対象となり、成虫の体長は約2.5～
3.0mm。よって、評価基準より４点と評価した。 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 
本種の主要な寄主植物であるレタス、トマト、バレイショ等は、４７都道府県で生産さ

れている。よって、評価基準より４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

対象は越冬中の成虫の自然分散であるが、越冬中または越冬明け直後の成虫が長距離飛

翔を行うか不明であるため、評価基準より２点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

自然分散の可能性の評価について越冬中の成虫の飛翔に関する情報はないため、短距離

飛翔として評価を行ったことに不確実性が伴う。 
 

 
 
４．Bactericera cockerelliの病害虫リスク評価の結論 

本種は検疫有害動物であり、栽植用植物、消費用生植物及び木材（樹皮付き）・樹皮を経路と

して入り込む可能性があると評価した。 

 
  

農業生産等への影響評価の結論

評価の結論 
（病害虫固有のリスク） 

入り込みの可能性の評価 
病害虫リスク評価の

結論 用途 結論 

高い 

栽植用植物 高い 高い 

消費用生植物 中程度 中程度（農業生産等

への影響が高い） 

木材（樹皮付き）・樹皮 中程度 中程度（農業生産等

への影響が高い） 

木材（樹皮付き）・樹皮からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は3.8点であり、木材（樹皮付き）・樹皮からの入

り込みの可能性の評価を「中程度」と結論付けた。 
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別紙Ⅱ－１ 

 
Bactericera cockerelliの発生国等の根拠 

 

※ ‘Candidatus Liberibacter solanacearum’の発生国 
 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

北米    
アメリカ合衆国※ 発生 CABI, 2014a; CABI, 2014b; EPPO, 2012; FERA, 

2014; Halbert and Munyaneza, 2012; Joseph, 
2014; Munyaneza et al., 2009; Nelson et al., 
2011; Ouvrard, 2014; Sengoda et al., 2014 

 

カナダ 発生 EPPO, 2012; FERA, 2014; Halbert and 
Munyaneza, 2012; Nelson et al., 2011; Ouvrard, 
2014; Sengoda et al., 2014 

 

中南米    
エクアドル※ 一部地域に

発生 
Castillo Carrillo et al., 2019; EPPO, 2019a; 
IPPC/FAO, 2019; Caicedo et al., 2020a; Caicedo 
et al., 2020b 

 

エルサルバドル※ 発生 CABI, 2014b; FERA, 2014  
グアテマラ※ 発生 CABI, 2014b; EPPO, 2012; FERA, 2014; 

Ouvrard, 2014 
 

ニカラグア※ 発生 CABI, 2014b; FERA, 2014  
ホンジュラス※ 発生 CABI, 2014b; EPPO, 2012; FERA, 2014; Halbert 

and Munyaneza, 2012; Joseph, 2014; Ouvrard, 
2014 

 

メキシコ※ 発生 CABI, 2014b; EPPO, 2012; FERA, 2014; Halbert 
and Munyaneza, 2012; Joseph, 2014; 
PotatoesTM NEW ZEALAND Growing together, 
2011; Ouvrard, 2014 

 

大洋州    
ニュージーランド
※ 

発生 CABI, 2014a; CABI, 2014b; EPPO, 2012; FERA, 
2014; Halbert and Munyaneza, 2012; Joseph, 
2014; Munyaneza et al., 2009; Nelson et al., 
2011; Ouvrard, 2014; PotatoesTM NEW 
ZEALAND Growing together, 2011; Sengoda et 
al., 2014 

 

ノーフォーク島※ 発生 EPPO, 2015; G.V. Maynard, 2018; CABI, 2017  
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別紙Ⅱ－２ 

 
Bactericera cockerelliの寄主植物の根拠 

 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Raphanus sativus var. 
sativus 

アブラナ

科 
ダイコン属 ハツカダイコ

ン 
 EPPO, 2012  

Zea mays イネ科 トウモロコ

シ属 
トウモロコシ corn EPPO, 2012  

Helianthus annuus キク科 ヒマワリ属 ヒマワリ sunflower EPPO, 2012  
Lactuca sativa キク科 アキノノゲ

シ属 
レタス lettuce EPPO, 2012  

Capsicum annuum※ ナス科 トウガラシ

属 
トウガラシ red pepper CABI, 2014a; CABI, 2014b; FERA, 2014; 

Liefting et al., 2009; Ouvrard, 2014 
 

Capsicum sp. ナス科 トウガラシ

属 
  EPPO, 2012; FERA, 2014; Halbert and 

Munyaneza, 2012; Ouvrard, 2014 
 

Cyphomandra betacea
※
 

(=Pionandra betacea, 
Solanum insigne, 
Solanum betaceum) 

ナス科 コダチトマ

ト属 
コダチトマト（タ

マリロ） 
tamarillo CABI, 2014a; EPPO, 2012; FERA, 2014; 

Liefting et al., 2009; Vereijssen et al., 
2018; Caicedo et al., 2020b 

 

Datura stramonium ナス科 チョウセン

アサガオ属 
シロバナヨウシ

ュチョウセンア

サガオ 

 Martin, 2008; Vereijssen et al., 2015; 
Vereijssen et al., 2018 

 

Lycium barbarum※ ナス科 クコ属 ナガバクコ  CABI, 2014b; Ouvrard, 2014  

Lycium sp.※ ナス科 クコ属   CABI, 2014b; Ouvrard, 2014  
Lycopersicon 
esculentum (=Solanum 

ナス科 トマト属 トマト tomato CABI, 2014a; CABI, 2014b; EPPO, 2012; 
FERA, 2014; Halbert and Munyaneza, 
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lycopersicum)※ 2012; Liefting et al., 2009; Munyaneza et 
al., 2014b; Ouvrard, 2014 

Nicandra physalodes ナス科 オオセンナ

リ属 
オオセンナリ apple of 

Peru 
Martin, 2008; Vereijssen et al., 2018  

Nicotiana tabacum※ ナス科 タバコ属 タバコ tobacco CABI, 2014a; CABI, 2014b; FERA, 2014  
Physalis peruviana※ ナス科 ホオズキ属 シマホオズキ  EPPO, 2012; FERA, 2014; Liefting et al., 

2009; Caicedo et al., 2020b 
 

Physalis ixocarpa※ ナス科 ホオズキ属 オオブドウホ

オズキ 
tomatillo CABI, 2014a; FERA, 2014; Ouvrard, 

2014 
 

Physalis sp. ナス科 ホオズキ属   CABI, 2014b  
Solanum dulcamara※ ナス科 ナス属 ソラヌム・ド

ゥルカマラ 
 FERA, 2014  

Solanum 
elaeagnifolium※ 

ナス科 ナス属 ソラヌム・エ

ラエアグニフ

ォリウム 

 CABI, 2020  

Solanum melongena※ ナス科 ナス属 ナス eggplant CABI, 2014a; CABI, 2014b; EPPO, 2012; 
FERA, 2014 Halbert and Munyaneza, 
2012; Ouvrard, 2014 

 

Solanum sp. ナス科 ナス属  nightshade CABI, 2014b; Ouvrard, 2014  
Solanum tuberosum※ ナス科 ナス属 バレイショ potato CABI, 2014a; CABI, 2014b; EPPO, 2012; 

FERA, 2014; Halbert and Munyaneza, 
2012; Liefting et al., 2009; Munyaneza et 
al., 2014b; Ouvrard, 2014 

 

Solanum umbelliferum
※ 

ナス科 ナス属    Mauck et al., 2019  

Thuja occidentalis ヒノキ科 クロベ属 ニオイヒバ northern 
white ceder 

CABI, 2014b  

Beta vulgaris var. rapa 
(=B. vulgaris var. 

ヒユ科 フダンソウ

属 
テンサイ beet EPPO, 2012  
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※ ‘Candidatus Liberibacter solanacearum’の宿主植物 
 
以下の植物については、宿主植物としての根拠が不明のため、継続調査とする。 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Daucus carota※ セリ科 ニンジン属 ニンジン carrot EPPO, 2012  
※ ‘Candidatus Liberibacter solanacearum’の宿主植物 
 
  

altissima) 
Convolvulus arvensis ヒルガオ

科 
セイヨウヒ

ルガオ属 
セイヨウヒル

ガオ 
field 
bindweed 

CABI, 2014b  

Ipomoea batatas ヒルガオ

科 
サツマイモ

属 
サツマイモ sweet 

potato 
CABI, 2014b  

Medicago sativa マメ科 ウマゴヤシ

属 
アルファルフ

ァ 
alfalfa CABI, 2014b  

Vicia faba マメ科 ソラマメ属 ソラマメ broad bean EPPO, 2012  
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別紙Ⅱ－３ 

 
Bactericera cockerelli の寄主植物に関連する経路の年間輸入検査量 

（貨物、郵便物及び携帯品） 
 
（１）栽植用植物 

単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 
Capsicum annuum 
var. grossum 
(PIMENTO)(ﾋﾟｰﾏﾝ) 

韓国 × 27 132,405 27 133,665 67 331,380 

Capsicum annuum 
var. grossum 
(SISITO)(ｼｼﾄｳ) 

韓国 × 1 420         

Capsicum annuum(ﾄ
ｳｶﾞﾗｼ(地上部)) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ ×     1 4     

Capsicum annuum(ﾄ
ｳｶﾞﾗｼ) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 3         
韓国 × 8 26,075 5 65     

Convolvulus 
arvensis(ｾｲﾖｳﾋﾙｶﾞｵ
(地上部)) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     2 200     

Convolvulus 
arvensis(ｾｲﾖｳﾋﾙｶﾞｵ) ﾍﾞﾄﾅﾑ ×         4 9,700 

Helianthus annuus(ﾋ
ﾏﾜﾘ(地上部)) 

ｳｶﾞﾝﾀﾞ ×         9 125,100 
ｹﾆｱ × 3 13,350 17 56,880 31 128,600 

Helianthus annuus(ﾋ
ﾏﾜﾘ) ｵﾗﾝﾀﾞ ×     2 3,300     

Ipomoea batatas 
var. edulis(ｻﾂﾏｲﾓ(地
上部)) 

韓国 × 1 800         

Ipomoea batatas 
var. edulis(ｻﾂﾏｲﾓ) 

ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ ×     4 24     

Lactuca sativa var. 
capitata(ﾚﾀｽ) 

ﾐｬﾝﾏｰ × 1 10         
韓国 × 40 62,560 1 6 87 16,905 

Lactuca sativa(ﾁｼｬ) 韓国 × 1 96         
Lycopersicon 
esculentum var. 
cerasiforme(ﾁｪﾘｰﾄﾏﾄ
(地上部)) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     2 16,950     

Lycopersicon 
esculentum(ﾄﾏﾄ(地
上部)) 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 4 2,270 12 17,820 5 2,260 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 200 3 16,420     
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Lycopersicon 
esculentum(ﾄﾏﾄ) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×         1 1,800 
韓国 × 107 725,899 106 675,091 146 925,214 
台湾 × 2 2,176 2 2,584     

Solanum 
melongena(ﾅｽ) 韓国 × 62 738,560 68 844,055 120 1,235,745 

Solanum 
tuberosum(ﾊﾞﾚｲｼｮ
(ｼﾞｬｶﾞｲﾓ)) 

韓国 × 1 10         

Solanum(ﾅｽ属) 韓国 ×         13 296,205 
Thuja occidentalis(ﾆ
ｵｲﾋﾊﾞ) ｵﾗﾝﾀﾞ ×         3 175 

 
（２）栽植用植物（組織培養） 

単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 
Ipomoea batatas var. 
edulis(ｻﾂﾏｲﾓ) 

ﾍﾟﾙｰ ×     18 36     
米国 ○ 5 9         

 
（３）消費用生植物（切り花） 

単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Helianthus annuus(ﾋﾏ
ﾜﾘ) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 1 3 1 1     

ｴｸｱﾄﾞﾙ ○         1 140 
ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ × 2 15         

ｵﾗﾝﾀﾞ × 4 16 1 1     
ｸﾞｱﾑ ×     1 2     
ｹﾆｱ ×     1 100     
ｺﾛﾝﾋﾞｱ ×         1 50 
ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ × 1 1         

ﾀｲ ×     1 3     
ﾄﾞｲﾂ ×     1 6     
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1 1 2 2 2 15 
ﾌﾗﾝｽ ×         1 1 
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 4 18 2 12     
ﾒｷｼｺ ○ 1 3,240         
ﾛｼｱ × 2 6         
韓国 × 5 9 10 38     
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香港 × 2 7         
台湾 ×     2 6 1 3 
中国 × 2 5 7 15     
日本 ×     1 25     

Thuja occidentalis(ﾆｵ
ｲﾋﾊﾞ) ﾄﾞｲﾂ × 1 20         

 
（４）消費用生植物（果実及び茎葉） 

単位（数量）：kg 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 
Beta vulgaris var. 
altissima(ｻﾄｳﾀﾞｲｺﾝ) 韓国 ×     1 8     

Beta(ﾌﾀﾞﾝｿｳ属(ﾄｳｼﾞｻ
属)) 

ｲｽﾗｴﾙ ×     1 1     
ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ ×     1 1     

ｽﾘﾗﾝｶ ×     1 1     
韓国 ×     2 2     

Capsicum annuum 
var. grossum 
(PIMENTO)(ﾋﾟｰﾏﾝ 加
工) 

韓国 × 14 14 16 16 2 2 

日本 ×     1 1     

Capsicum annuum 
var. grossum 
(PIMENTO)(ﾋﾟｰﾏﾝ) 

ｵﾏｰﾝ ×     7 12,850 4 2,420 
ｵﾗﾝﾀﾞ × 3,663 5,483,405 2,718 4,376,243 1,549 2,981,638 
ｶﾀｰﾙ ×         1 1 
ｶﾅﾀﾞ ○ 147 150,233 106 137,075 70 147,703 
ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ ○ 2,150 3,106,489 2,022 3,047,288 1,720 3,773,483 

ﾓﾝｺﾞﾙ ×     1 1     
韓国 × 4,958 31,850,869 4,901 35,408,108 4,104 30,380,810 

Capsicum annuum 
var. grossum 
(SISITO)(ｼｼﾄｳ) 

ｵﾏｰﾝ × 37 9,796 38 11,135 21 5,967 

韓国 × 293 85,971 354 76,749 381 71,605 

Capsicum annuum(ﾄｳ
ｶﾞﾗｼ 加工) 韓国 × 19 112 14 50 2 2 

Capsicum annuum(ﾄｳ
ｶﾞﾗｼ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 112 8,267 123 11,215 76 7,820 
ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ ○ 19 1,427 24 1,130 38 2,040 

ﾌｨｼﾞｰ × 9 98 6 139     
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 2 2 5 5 1 1 
ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     1 1     
韓国 × 4,795 96,014 6,206 212,774 2,421 245,201 
不明 ×     1 3     
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Capsicum(ﾄｳｶﾞﾗｼ属) 

ﾌｨｼﾞｰ ×     1 30     
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×     1 1     
ﾍﾞﾄﾅﾑ ×         1 1 
ﾓｰﾘｼｬｽ × 1 1         
韓国 × 16 15,827 11 15 5 103 

Cyphomandra 
betacea(ｺﾀﾞﾁﾄﾏﾄ(ﾀﾏﾘ
ﾛ) 加工) 

ﾀｲ ×     1 1     

Cyphomandra 
betacea(ｺﾀﾞﾁﾄﾏﾄ(ﾀﾏﾘ
ﾛ)) 

ﾀｲ ×     1 1     
ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ ○     2 2     

ﾈﾊﾟｰﾙ × 1 2 1 2 4 6 
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×         1 2 

Helianthus annuus(ﾋﾏ
ﾜﾘ) ｲｽﾗｴﾙ ×     1 1     

Ipomoea batatas var. 
edulis(ｻﾂﾏｲﾓ 加工) 韓国 × 1 1         

Ipomoea batatas var. 
edulis(ｻﾂﾏｲﾓ) 

ｽﾍﾟｲﾝ ×     1 2     
韓国 × 14 113 38 380 4 110 

Lactuca sativa var. 
angustana(ｶｷﾁｼｬ 加
工) 

韓国 × 1 1         

Lactuca sativa var. 
angustana(ｶｷﾁｼｬ) 

ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ × 1 1         

ｽﾍﾟｲﾝ ×         1 45 
ｽﾘﾗﾝｶ × 1 1         
ﾌﾗﾝｽ × 1 1         
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 1         
韓国 × 655 6,432 246 2,176 9 51 
香港 × 1 4     1 1 
台湾 × 13 101 16 90 10 92 
中国 × 113 163 137 252 24 35 

Lactuca sativa var. 
capitata(ﾚﾀｽ 加工) 

ｲﾀﾘｱ ×     1 1     
ｲﾝﾄﾞ ×     1 1 1 1 
ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 1 1 1 1 2 2 

ｴｼﾞﾌﾟﾄ ×     1 1     
ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ × 6 6 5 5 2 2 

ｵﾗﾝﾀﾞ ×         1 1 
ｸﾞｱﾑ ×     1 1 1 1 
ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ × 7 7 7 7 3 3 
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ｽﾘﾗﾝｶ ×         1 1 
ﾀｲ × 23 23 46 46 10 10 
ﾄﾞｲﾂ × 4 4 8 8 3 3 
ﾊﾟｷｽﾀﾝ ×     1 1     
ﾊﾜｲ諸

島 × 16 16     1 1 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 24 24 39 39 16 17 
ﾌｨﾝﾗﾝ

ﾄﾞ ×     1 1     

ﾌﾗﾝｽ × 4 4 2 2 1 1 
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 2 2 4 4 2 2 
ﾎﾟｰﾗﾝ

ﾄﾞ ×         1 1 

ﾏｶｵ × 1 1         
ﾏﾚｰｼｱ × 5 5 1 1     
ﾗﾄﾋﾞｱ ×     1 1     
ﾛｼｱ × 4 4 5 5 1 1 
英国 × 7 7 3 3 3 3 
韓国 × 133 133 50 50 33 33 
香港 × 11 11 28 28 7 7 
台湾 × 49 49 117 117 56 56 
中国 × 72 72 125 125 28 28 
南ｱﾌﾘｶ ×     1 1     
日本 × 1 1 3 3     
米国 ○ 158 10,632 210 13,234 184 14,694 

Lactuca sativa var. 
capitata(ﾚﾀｽ) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 
×         5 5 

ｲｽﾗｴﾙ ×     1 1     
ｲﾀﾘｱ × 2 2 1 1     
ｲﾗｸ ×     1 2     
ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 1 1 1 1 5 5 

ｳｸﾗｲﾅ × 1 1         
ｳｽﾞﾍﾞｷ

ｽﾀﾝ × 2 2 1 1     

ｴｸｱﾄﾞﾙ ○     1 1     
ｴｽﾄﾆｱ × 1 1         
ｴﾁｵﾋﾟｱ × 1 1     1 1 
ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ × 12 254 10 6,111 4 63 

ｵｰｽﾄﾘｱ × 1 1         
ｵﾗﾝﾀﾞ ×     1 1 3 3 
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ｶｻﾞﾌｽﾀ

ﾝ × 2 2         

ｶﾀｰﾙ ×         1 1 
ｶﾅﾀﾞ ○         23 4,873 
ｶﾝﾎﾞｼﾞ

ｱ ×     1 1     

ｸﾞｱﾑ ×     4 4 1 1 
ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ × 10 10 5 5 3 3 

ｽｲｽ × 2 2     3 3 
ｽﾍﾟｲﾝ × 2 13 2 11     
ﾀｲ × 65 81 101 101 41 41 
ﾁｭﾆｼﾞｱ ×         1 1 
ﾄﾞｲﾂ × 5 5 5 5 2 2 
ﾄﾙｺ × 1 1         
ﾆｭｰｶﾚ

ﾄﾞﾆｱ ×         1 1 

ﾈﾊﾟｰﾙ ×     1 1 1 1 
ﾊﾟｷｽﾀﾝ ×         1 1 
ﾊﾜｲ諸

島 × 45 45 44 44 24 24 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 32 32 29 29 18 1,014 
ﾌｨﾝﾗﾝ

ﾄﾞ ×     2 2 4 4 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ×         1 1 
ﾌﾗﾝｽ × 8 8 2 2     
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 21 30 19 376 4 18 
ﾍﾟﾙｰ ×     2 2     
ﾍﾞﾙｷﾞｰ × 1 1 1 1     
ﾎﾟｰﾗﾝ

ﾄﾞ ×     2 2     

ﾏｶｵ × 1 1         
ﾏﾚｰｼｱ × 14 14 10 209 8 20,239 
ﾐｬﾝﾏｰ × 1 1 1 1     
ﾒｷｼｺ ○ 1 23 1 23     
ﾓﾝｺﾞﾙ × 1 1 6 6     
ﾛｼｱ × 3 3 5 5 1 1 
英国 × 16 16 5 5 2 2 
韓国 × 407 368,532 709 264,322 147 174,183 
香港 × 24 25 99 101 26 26 
台湾 × 1,367 11,660,879 1,145 6,700,345 593 5,118,410 
中国 × 344 585,496 413 347,950 138 427,181 
南ｱﾌﾘｶ × 1 1         
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日本 ×     2 2     
不明 × 1 1 1 1     
米国 ○ 447 4,313,169 173 1,949,995 291 2,305,863 

Lactuca sativa var. 
longifolia(ﾀﾁﾁｼｬ(ﾛﾒｲﾝﾚ
ﾀｽ) 加工) 

中国 × 2 3     1 1 

米国 ○ 189 44,197 246 43,058 185 49,690 

Lactuca sativa var. 
longifolia(ﾀﾁﾁｼｬ(ﾛﾒｲﾝﾚ
ﾀｽ)) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ ×     2 21     

ｶﾅﾀﾞ ○ 1 1         
ｻｳｼﾞｱﾗ

ﾋﾞｱ ×         1 1 

ｽﾍﾟｲﾝ × 45 923 59 3,532 102 5,820 
ﾄﾞｲﾂ × 1 1 1 1     
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1 1         
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 3         
ﾍﾞﾙｷﾞｰ × 1 1         
ﾒｷｼｺ ○ 3 522         
英国 × 2 2     1 1 
韓国 × 3 3 12 24 1 2 
香港 × 2 2 1 2     
台湾 × 26 62,538 14 2,035 9 13,302 
中国 × 8 17 9 15 3 4 
米国 ○ 93 233,545 9 817 25 28,774 

Lactuca sativa(ﾁｼｬ 加
工) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ ×         1 1 

ﾀｲ ×     1 1     
韓国 × 2 2 2 4     
台湾 ×     3 3     
中国 ×     2 2     
米国 ○ 177 5,946 68 2,077     

Lactuca sativa(ﾁｼｬ) 

ｶﾅﾀﾞ ○     2 15     
ｽﾍﾟｲﾝ × 175 12,064 155 11,220 57 2,859 
ﾀｲ × 1 8 2 2 1 1 
ﾈﾊﾟｰﾙ × 1 1 2 3     
ﾌﾗﾝｽ × 1 9         
ﾍﾞﾙｷﾞｰ × 2 188         
ﾗｵｽ × 1 1         
韓国 × 872 25,649 1,982 82,676 394 17,798 
香港 ×     1 2     
台湾 × 34 5,403 62 14,003 9 62 
中国 × 9 16 31 46 1 1 
米国 ○ 104 216,579 20 6,296 31 36,762 



59 

Lycopersicon 
esculentum var. 
cerasiforme(ﾁｪﾘｰﾄﾏﾄ 
加工) 

韓国 × 1 1 2 2     

Lycopersicon 
esculentum var. 
cerasiforme(ﾁｪﾘｰﾄﾏﾄ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 251 605,887 245 682,750 251 628,653 
ｶﾅﾀﾞ ○ 169 405,458 179 393,082 75 426,227 
ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ ○ 30 47,514 50 30,195 25 20,231 

ﾒｷｼｺ ○ 170 669,272 189 720,708 199 639,118 
韓国 × 1,543 1,719,033 1,218 1,685,258 679 1,161,232 
米国 ○ 178 155,279 123 135,656 184 319,339 

Lycopersicon 
esculentum(ﾄﾏﾄ 加工) 韓国 × 110 110 44 44 11 11 

Lycopersicon 
esculentum(ﾄﾏﾄ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 22         
ｶﾅﾀﾞ ○ 238 561,993 240 461,573 67 215,551 
ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ ○ 222 1,041,557 242 1,275,846 185 1,308,251 

ﾒｷｼｺ ○ 120 311,163 85 214,192 115 342,744 
ﾓﾝｺﾞﾙ × 1 1 14 15 1 1 
韓国 × 1,551 3,119,259 1,663 3,363,412 971 2,974,214 
日本 × 1 1         
米国 ○ 446 630,819 205 487,234 318 774,977 

Medicago sativa(ｱﾙﾌｧ
ﾙﾌｧ) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 
× 1 1         

ｽﾍﾟｲﾝ × 1 1         
韓国 ×         1 1 
台湾 ×         1 1 
中国 ×     1 1     

Physalis peruviana(ｼﾏ
ﾎｵｽﾞｷ) 

ﾀｲ × 1 1         
ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ ○         4 70 

中国 × 66 82 60 112 7 7 

Physalis(ﾎｵｽﾞｷ属) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ ×     2 2     

ﾀｲ × 1 1         
韓国 × 1 1         
香港 ×     2 2     
中国 × 49 62 140 177 10 12 

Raphanus sativus 
var. sativus(ﾊﾂｶﾀﾞｲｺﾝ) 

ｲｽﾗｴﾙ ×         1 1 
ｵﾗﾝﾀﾞ × 1 1         
韓国 × 1 1         



60 

Solanum 
melongena(ﾅｽ 加工) 韓国 × 2 2 1 1     

Solanum 
melongena(ﾅｽ) 

ｵﾗﾝﾀﾞ × 9 7,188         
ﾆｭｰｼﾞｰ

ﾗﾝﾄﾞ ○     1 5     

ﾌｨｼﾞｰ × 2 4 2 70 1 20 
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 1         
韓国 × 81 51,023 143 113,297 127 100,441 

Solanum(ﾅｽ属) 

ｽﾘﾗﾝｶ ×     1 1     
ﾀｲ ×     1 1     
ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     1 1     
韓国 × 3 3 1 1     

Vicia faba(ｿﾗﾏﾒ 加工) 
香港 ×     1 1     
台湾 ×     1 1     
中国 × 2 3 7 12 2 3 

Vicia faba(ｿﾗﾏﾒ) 

ｲﾝﾄﾞ × 1 40 2 75 3 97 
ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ ×         1 1 

ﾀｲ ×         1 1 
ﾈﾊﾟｰﾙ ×     1 1 1 1 
ﾊﾞﾝｸﾞﾗ

ﾃﾞｼｭ × 2 2         

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×         1 1 
ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     1 1     
ﾐｬﾝﾏｰ × 1 1         
台湾 × 2 4 2 2     
中国 × 46 58 74 110 7 10 

Zea mays var. 
rugosa(ｽｳｨｰﾄｺｰﾝ 加
工) 

台湾 × 1 1         

中国 ×         1 16 

Zea mays var. 
rugosa(ｽｳｨｰﾄｺｰﾝ) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ × 2 1,420 4 1,345     

韓国 × 1 1         
台湾 × 1 12     1 2 
中国 × 3 5 3 10     
米国 ○     1 1,887     

Zea mays(ﾄｳﾓﾛｺｼ 加
工) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ × 1 1         

ｹﾆｱ ×         1 2 
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 3 3 1 1 1 4 
韓国 ×     2 21     
台湾 ×     2 2     
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中国 × 1 1 5 6     
Zea mays(ﾄｳﾓﾛｺｼ(花
のみ（茎葉なし）)) ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 1         

Zea mays(ﾄｳﾓﾛｺｼ) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 
× 1 2         

ｲﾝﾄﾞ ×     1 1     
ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ × 1 1 1 1 4 4 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ ×     2 2 1 1,430 

ｶﾝﾎﾞｼﾞ

ｱ × 1 1 1 6     

ｸﾞｱﾃﾏﾗ ○ 1 37 1 11     
ｼﾝｶﾞﾎﾟ

ｰﾙ ×     2 3     

ｽﾘﾗﾝｶ × 1 1 1 1 1 2 
ﾀｲ × 7 13 10 26 3 968 
ﾈﾊﾟｰﾙ × 2 2 5 13 3 9 
ﾊﾟｷｽﾀﾝ ×     1 1 1 2 
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 12 22 21 46 4 9 
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ×     1 2     
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 52 691 36 307 6 7 
ﾍﾟﾙｰ × 34 1,737 25 42 1 2 
ﾏﾚｰｼｱ ×     1 1 1 1 
ﾐｬﾝﾏｰ × 1 3 4 5 2 2 
英国 ×     1 1     
韓国 × 72 629 223 4,728 21 312 
香港 × 2 2 4 8 2 8 
台湾 × 10 16 14 23 7 30 
中国 × 301 520 390 942 23 53 
日本 × 1 2         
米国 ○     3 6,460     

 
（５）木材寄主植物として特定されたニオイヒバについては、輸入検査実績（2018～2020

年）はなし。その他の針葉樹については、寄主植物として特定された植物はないため、

輸入検査実績は記載しない。  
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Ⅲ．Lsoのベクター（Trioza apicalis） 

Ⅲ－１．リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（Trioza apicalis） 
１．学名及び分類 
（１）学名 

Trioza apicalis Förster 
 
（２）英名、和名等 

英名：carrot psyllid（EPPO, 2013; FERA, 2014; Kristoffersen and Anderbrant, 2007; LáSka, 
2011; Munyaneza et al., 2010; Munyaneza et al., 2014; Nelson et al., 2011; Meadow and 
platehelse, 2010）、carrot sucker（CABI,2019; Meadow and platehelse, 2010） 

 
（３）分類 

種類：節足動物 
目：Hemiptera（カメムシ目） 
科：Triozidae（トガリキジラミ科） 
属：Trioza 

 
（４）シノニム 

Heterotrioza(Dyspersa) apicalis（Burckhardt, 1985） 
Trioza viridula（Burckhardt, 1985; Kuwayama, 1910; Miyatake, 1964; Sasaki, 1954） 
Trioza flavescens（Burckhardt, 1985） 

 
２．地理的分布 
（１）発生国又は地域（詳細は別紙Ⅲ－１参照） 

アジア：モンゴル 
欧州：イタリア、ウクライナ、英国、エストニア、オーストリア、スイス、スウェ

ーデン、スペイン、チェコ、デンマーク、ドイツ、ノルウェー、フィンラン

ド、フランス※、ベラルーシ、ポーランド、ラトビア、ロシア 
 

※ LsoのハプロタイプD及びEが発生していることが報告されているが（Hajri et al., 
2017）、本種がこれらのハプロタイプを媒介するという情報はない。 
分布地域は広く、ユーラシア広域（英国からモンゴル）である（Munyaneza et 

al., 2010）。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
（２）生物地理区 

本種は、旧北区の１区に分布する。 

（注）T. apicalis は、T. viridula（シノニム名）として北海道、本州（岐阜県、富山

県、京都府）での採集記録がある（Kuwayama, 1910; Sasaki, 1954; Miyatake, 
1964）。 
しかし、当該記録はいずれも古く、現在の消息は不明である。さらに、記録さ

れた寄主植物が本来の寄主であるセリ科植物ではなくモミ属（マツ科）から採集

されていることを理由に、誤同定の可能性が高いとする専門家の指摘もある。 
以上から、本報告書では T. apicalis を日本未発生として取り扱う。 
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（３）本種及びLsoがともに存在する国又は地域 

イタリア、英国、エストニア、スウェーデン、オーストリア、スペイン、ドイツ、ノルウェ

ー、フィンランド、及びフランス※ 
 

※ LsoのハプロタイプＤ及びＥが発生していることが報告されているが（Hajri et al., 
2017）、本種がこれらのハプロタイプを媒介するという情報はない。 

 
３．寄主植物及びその日本国内での分布 
（１）寄主植物（詳細は別紙Ⅲ－２参照。下線部は令和３年12月22日改訂時に追加。） 

セリ科：イノンド（Anethum graveolens）、オランダゼリ（パセリ）（Petroselinum 
crispum (=P. sativum, P. hortense)）、クミン（Cuminum cyminum）、コエンドロ

（Coriandrum sativum）、セロリー（Apium graveolens）、ニンジン（Daucus 
carota）、ヒメウイキョウ（Carum carvi）、ヘラクレウム・スフォンディリウム

（Heracleum sphondylium） 
 
（２）Lsoの宿主植物と共通の本種の寄主植物 

オランダゼリ（パセリ）、セロリー、ニンジン及びヘラクレウム・スフォンディリウム 
 
（３）日本国内における寄主植物の分布及び栽培状況 

本種の寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で栽培されてい

る。 
 
４．寄生部位及びその症状 

本種は、葉に産卵し、幼虫及び成虫が葉を吸汁する（FERA, 2014; Meadow and Plantehelse, 
2010）。成虫は葉や葉柄に産卵する（Meadow and platehelse, 2010）。展開した葉を加害し、

変形を伴う虫こぶを形成する（Hodkinson, 2008）。ニンジンでは、葉の変形及び黄化により根

の肥大化が阻害され、変形等が起こる（FERA, 2014）。 
 
５．移動分散方法 
（１）自然分散 

本種は、通常、ほ場内・ほ場間の短距離を飛翔して移動。欧州において、越冬地のトウヒ属

から５km離れた地域で見つかっている報告もあり、数日かけて長距離飛翔も可能であると考

える（LáSka, 2011）。気温が高く、日照時間が多いほど飛翔する割合が高い（Meadow and 
Plantehelse, 2010） 

 
（２）人為分散 

本種は、寄主植物（茎葉を含む苗、切葉、野菜等）に付着し人為的に分散する可能性があ

る。 
 
６．有害動物の大きさ及び生態 
（１）有害動物の大きさ 

卵：長さ0.34～0.39mm、幅0.10～0.13mm、僅かに黄色を呈した白色（LáSka, 2011） 
幼虫（５齢）：長さ1.75～2.15mm、幅0.89～1.07mm（LáSka, 2011） 
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成虫：正確な情報は得られなかったが、体長の大部分を占める前翅長が1.96～2.35mmで

あることから（Burckhardt, 1985）、3.00mm未満と考えられる。 
 
（２）繁殖様式 

有性生殖。なお、単為生殖についての情報はない。 
 

（３）年間世代数 
年１世代。越冬成虫が夏季に産卵する。（Hodkinson, 2008; Meadow and Plantehelsel, 

2010; LáSka, 2011）。 
 
（４）植物残さ中での生存 

情報なし。 
 
（５）休眠性（越冬部位） 

本種の成虫は、針葉樹（エゾマツ・トウヒ）の樹皮のすき間で越冬する（Kristoffersen and 
Anderbrant, 2007; LáSka, 2011）。雌雄によって越冬方法や場所に差はない（Kristoffersen 
and Anderbrant, 2007）。 

 
７．媒介性又は被媒介性 

本種は、LsoのハプロタイプC（Bertolini et al., 2015; EPPO, 2013; Loiseau et al., 2014）をニ

ンジンに媒介することが知られている。同じLsoのベクターとして知られているBactericera 
cockerelliでは垂直伝搬することが知られているが、本種でも垂直伝搬するかどうかは分かって

いない（EPPO, 2013）。 
 
８．被害の程度 

本種の吸汁加害により寄主植物に葉巻が起こることが示唆されている（Nissinen, 2014）。ま

た、本種が媒介するLsoにより、ニンジンの葉の変色や根の重量減少が起こる。北欧地域で

は、収量が減少し、食味不良やニンジンが固くなる等の経済的損失が報告されている

（Kristoffersen and Anderbrant, 2007; LáSka, 2011; Loiseau et al., 2014; Munyaneza et al., 2010; 
Munyaneza et al., 2012; Munyaneza et al., 2014; Meadow and Plantehelse, 2010）。 
ノルウェーでは、ニンジンの商用栽培ほ場の70～80%でLsoが発生（発生ほ場における発症

率：10～100%）したとの報告がある（EPPO, 2012）。 
 

９．防除 
ノルウェーにおいて、本種に対する殺虫剤による防除は困難であることが報告されている。登

録されている殺虫剤は、いずれも効果が乏しく、殺虫剤に対して抵抗性を持つことが示唆されて

いる。経済的に問題があるが、効果が見られる管理方法は、作物をマルチで覆って本種の飛来を

防ぐことである（Munyaneza et al., 2014; Meadow and Plantehelse, 2010）。 
 
１０．日本における輸入検疫措置 

本種は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定された検疫有害動物であり、同施

行規則２の２に規定された国又は地域からの該当する寄主植物の生茎葉については、本種を発見

するために適切と認められる方法による検査が行われ、かつ、本種に侵されていない旨（本種に

ついて消毒を行った場合は、その旨を含む。）を検査証明書に特記することを要求している。 
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１１．諸外国における輸入検疫措置 

大韓民国は、本種を禁止対象病害虫に指定しており、発生国からのニンジン、セロリー等の生

茎葉、栽植用植物及び栽植用種子の輸入を禁止している（WTO, 2018）。 
 
１２．日本の輸入検査におけるTrioza apicalisの発見件数（2011～2020年） 

発見事例はなし。 
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Ⅲ－２．病害虫リスクアナリシス（Trioza apicalis） 

第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Trioza apicalisに対するリスク評価を行い、現行の検疫措置の有効性を評価するため、病害虫

リスクアナリシスを実施する。 

 

２．対象となる有害動植物 
Trioza apicalisを対象とする。 

 

３．対象となる経路 
リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．寄主植物及びその日本国内での分布」に示す「寄主植物」であって、「４．寄生部位

及びその症状」に示す「寄生部位」を含む植物を対象とする。 

 

４．対象となる地域 
日本全域を対象とする。 

 

５．開始の結論 
本種を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病害

虫リスクアナリシスを開始する。 

 

第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の可能性並びに経済的影響を及ぼす可能性について調査し、検疫有害動植物の定義内の

基準を満たしているかどうかを検討する。なお、検疫有害動植物の要件を満たしていない場合

は、それが判明した時点で評価を中止し病害虫のリスクは「無視できる」とする。 
（１）有害度植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

本種は国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の可能性の評価 

本種の寄主植物であるニンジンは、47都道府県で栽培されていることから、国内に定着及

びまん延する可能性があると判断する。 
 

（３）経済的影響を及ぼす可能性 

本種はLsoのベクターであり、媒介するLsoによってニンジンの葉の変色や根の重量減少

が起こる。北欧地域では、収量が減少し、食味不良やニンジンが固くなる等の経済的損失が報

告されている。 
したがって、現在、本種は国内未発生であるが、寄主植物が47都道府県で栽培されている

ため、もし、本種が国内に入り込み、定着及びまん延した場合、経済的影響を及ぼす可能性が

ある。 
 

（４）評価にあたっての不確実性 

特になし。 
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（５）有害動植物の類別の結論 

本種は国内未発生であるが、寄主植物が47都道府県で栽培されていることから、本種が国

内に定着及びまん延する可能性がある。また、本種はLsoのベクターであり、媒介するLso
によってニンジンの葉の変色、収量の減少、食味不良等の被害が報告されている。そのため、

国内でも経済的影響を及ぼす可能性は否定できない。 
したがって、本種は、国際基準No. 11「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシ

ス」に規定された検疫有害動植物の要件を満たすことから、本種に対するリスクアナリシスを

実施するため、引き続き「２．農業生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本種の寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で栽培されて

いる。施設栽培含め寄生部位は周年存在する。また、樹皮のすき間で越冬することができ

る。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間寄主の利用可能性 

本種は有害動物なので評価しない。 

（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

有性生殖。なお、単為生殖についての情報はない。よって、評価基準により２点と評価

した。 

 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は寄主植物の利用可能性及び環境の好適

性 

（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

本種の寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で栽培されて

いる。よって、評価基準により５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

本種はセリ科１科のみの植物に寄生することが知られている 

（ウ）有害動植物の侵入歴 

本種は旧北区の１区に分布する。よって、評価基準により１点と評価した。 

 

 

 

（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散 

（ア）移動距離 

本種は、通常、ほ場内・ほ場間の短距離を飛翔して移動するが、越冬地から５km離れ

た地域で見つかっている報告もあり、数日かけて長距離飛翔も可能であると考える。よっ

て、評価基準により５点と評価した。 

  

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の2.7点となった。 
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（イ）年間世代数 

年１世代である。よって、評価基準により３点と評価した。 

 

イ 人為分散 

（ア）農作物を介した分散 

本種の寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で栽培されて

いる。よって、評価基準により５点と評価した。 

（イ）非農作物を介した分散 

情報なし。 

 

 

 

（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 

（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

Lsoの宿主植物と重複する本種の寄主植物である、ニンジン及びセロリーの農産物産出

額の合計額は、666.2億円であることから、評価基準より２点と評価した。 

（イ）生産への影響 

本種の寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で栽培されて

いる。これらの植物は生産農業所得統計の対象であり、発生国では、当該作期の商品生産

に大きな支障を来す経済的被害や商品部位が直接的に被害を受けるもの又は１年生作物の

高頻度の枯死が報告されている。よって、４点と評価した。 

（ウ）防除の困難さ 

公的防除の情報はない。ノルウェーにおいて、本種に対する殺虫剤による防除が困難で

あることが報告されている。登録されている殺虫剤は、いずれも効果が乏しく、殺虫剤に

対して抵抗性を持つことが示唆されている。経済的に問題があるが、効果が見られる管理

方法は、作物をマルチで覆って本種の飛来を防ぐことである。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記２項目の評価点の積は８点となり、評価基準により直接的影響の評価点は２点と評

価した。 

 

イ 間接的影響 

（ア）農作物の政策上の重要性 

本種の寄主植物であるニンジンは「野菜生産出荷安定法施行令」で定める農作物に該当

する。よって、評価基準により1点と評価した。 

（イ）輸出への影響 

大韓民国は、本種を禁止対象病害虫に指定しており、発生国からのニンジン、セロリー

等の生茎葉、栽植用植物及び栽植用種子の輸入を禁止している。よって、日本で本種が発

生した場合、輸出の制限を受けることから評価基準より１点と評価した。 

 

ウ まん延の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中4.3点となった。 
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（４）評価における不確実性 

特になし。 

 

 

 

３．入り込みの可能性の評価 

（１）寄生部位 

本種は幼虫・成虫共に葉に寄生し（外部寄生性）、葉や葉柄に

卵を産み付ける（外部寄生性）。また、成虫が越冬時に針葉樹

の樹皮のすき間に入り込むこともある。 

（２）国内に入り込む可能

性のある経路 

 

入り込む可能性のある経路は、〔栽植用生植物〕、〔消費用生

植物〕及び〔木材（樹皮付き）・樹皮〕が考えられる。 

用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 
葉、針葉樹の

樹皮のすき間 
○ 

イ 消費用生植物 
葉、針葉樹の

樹皮のすき間 
○ 

ウ 木材（樹皮付き）

・樹皮 

針葉樹の樹皮

のすき間 
○ 

（３）寄主植物の輸入検査

量 
別紙Ⅲ－３参照 

 

（４）入り込みの可能性の評価 
ア 栽植用植物 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基

準より５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本種は外部寄生で、成虫の体長は３mm未満、幼虫（１～５齢幼虫）の体長は1.75～
2.15mm、体幅0.89～1.07mm。葉や葉柄に産み付けられる卵の大きさは長さ0.34～
0.39mm、幅0.10～0.13mm。よって、評価基準より２点と評価した。 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の主要な寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で生産

されている。目的が栽植用植物であるため、評価基準より５点と評価した。 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用植物は、直接ほ場へ持ち込まれるため、有害動物の移動能力に関わらず、評価基

準より５点と評価した。 

ウ 経済的重要性の評価結果 
直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の評価結果の得点の和から、経済的重要性の

評価点は４点となった。 

（５）農業生産等への影響評価の結果（病害虫固有のリスク） 
定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の各項目の評価点の積は46.2点となり、本種

の農業生産等への影響の評価を「中程度」と結論付けた。 
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（オ）評価における不確実性 

特になし。 
 

 
 

イ 消費用生植物 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基準

より５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本種は外部寄生で、成虫の体長は3mm未満、幼虫（１～５齢幼虫）の長さ1.75～
2.15mm、体幅0.89～1.07mm。葉や葉柄に産み付けられる卵の大きさは長さ0.34～
0.39mm、幅0.10～0.13mm。よって、評価基準より２点と評価した。 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の主要な寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で生産さ

れている。よって、評価基準より４点と評価した。 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

本種は、通常、ほ場内・ほ場間の短距離を飛翔して移動するが、越冬地から５km離れた

地域で見つかっている報告もあり、数日かけて長距離飛翔も可能であると考える。よって、

評価基準により３点と評価した。 

（オ）評価における不確実性 

特になし。 

 

 
 

ウ 木材（樹皮付き）・樹皮 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 
輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基

準より５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 
本種の成虫は樹皮のすき間で越冬するため、成虫が対象となり、成虫の体長は３mm未

満。よって、評価基準より４点と評価した。 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 
本種の主要な寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で生産

されている。よって、評価基準より４点と評価した。 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 
対象は越冬中の成虫の自然分散であるが、越冬中または越冬明け直後の成虫が長距離飛

翔を行うか不明であるため、評価基準より２点と評価した。 

栽植用植物からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は4.3点であり、栽植用植物からの入り込みの可能

性の評価を「高い」と結論付けた。 

消費用生植物からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は3.5点であり、消費用生植物からの入り込みの可

能性の評価を「中程度」と結論付けた。 
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（オ）評価における不確実性 

自然分散の可能性の評価について越冬中の成虫の飛翔に関する情報はないため、短距離

飛翔として評価を行ったことに不確実性が伴う。 

 

 
 
４．Trioza apicalisの病害虫リスク評価の結論 

本種は検疫有害動物であり、栽植用植物、消費用生植物及び木材（樹皮付き）・樹皮を経路と

して入り込む可能性があると評価した。 

農業生産等への影響評価の結論 
（病害虫固有のリスク） 

入り込みの可能性の評価 病害虫リスク評価の

結論 用途 結論 

中程度 

栽植用植物 高い 中程度（入り込みの

可能性が高い） 

消費用生植物 中程度 低い 

木材（樹皮付き）・樹皮 中程度 低い 

 
  

木材（樹皮付き）・樹皮からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は3.8点であり、木材（樹皮付き）・樹皮からの入

り込みの可能性の評価を「中程度」と結論付けた。 
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別紙Ⅲ－１ 

 
Trioza apicalisの発生国等の根拠 

 
国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    
モンゴル 発生 CABI, 2019; Munyaneza et al., 2010  

欧州    
イタリア※ 発生 CABI, 2019  
ウクライナ 発生 CABI, 2019  
英国※ 発生 CABI, 2019; FERA, 2014; Munyaneza et al., 

2010  

エストニア※ 発生 EPPO, 2018  
オーストリア※ 発生 CABI, 2019  
スイス 発生 CABI, 2019; Meadow and Plantehelse, 2010  
スウェーデン※ 発生 Bob et al., 2013; CABI, 2019; EPPO, 2013; 

FERA, 2014; Loiseau et al., 2014; Munyaneza 
et al., 2010; Munyaneza et al., 2014; Meadow 
and Plantehelse, 2010 

 

スペイン※ 発生 FERA, 2014  
チェコ 発生 CABI, 2019  
デンマーク 発生 CABI, 22019  
ドイツ※ 発生 CABI, 2019; LáSka, 2011  
ノルウェー※ 発生 Bob et al., 2013; CABI, 2019; EPPO, 2013; 

FERA, 2014; LáSka, 2011; Loiseau et al., 2014; 
Munyaneza et al., 2010; Munyaneza et al., 
2014; Meadow and Plantehelse, 2010; 

 

フィンランド※ 発生 Bob et al., 2013; CABI, 2019; EPPO, 2013; 
FERA, 2014; Loiseau et al., 2014; Munyaneza 
et al., 2010; Munyaneza et al., 2012; 
Munyaneza et al., 2014; Nelson et al., 2011; 
Meadow and Plantehelse, 2010; 

 

フランス※ 発生 CABI, 2019; EPPO, 2013; Munyaneza et al., 
2014;  

ベラルーシ 発生 CABI, 2019  
ポーランド 発生 CABI, 2019  
ラトビア 発生 CABI, 2019; LáSka, 2011  
ロシア 発生 CABI, 2019  
※ ‘Candidatus Liberibacter solanacearum’の発生国 
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別紙Ⅲ－２ 
 

Trioza apicalisの寄主植物の根拠 
 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Anethum graveolens セリ科 イノンド属 イノンド dill CABI, 2019  

Apium graveolens※ セリ科 マツバゼリ属（オラ

ンダミツバ属） 
セロリー celery FERA, 2014; LáSka, 2011  

Carum carvi セリ科 イブキゼリ属 ヒメウイキョ

ウ 
caraway CABI, 2019  

Coriandrum sativum セリ科 コエンドロ属 コエンドロ coriander CABI, 2019  

Cuminum cyminum セリ科 クミヌム属 クミン cumin Burckhardt, 1985; LáSka, 2011  

Daucus carota※ セリ科 ニンジン属 ニンジン carrot Bertolini et al., 2015; Bob et al., 2013; CABI, 
2019; EPPO, 2013; FERA, 2014; 
Hodkinseon, 1981; Kristoffersen and 
Anderbrant, 2007; LáSka, 2011; 
Munyaneza et al., 2010; Nelson et al., 2011  

 

Heracleum 
sphondylium※ 

セリ科 ハナウド属 ヘラクレウム・

スフォンディリ

ウム 

 Ellis, 2021; Hodkinson and White, 1979; 
Lethmayer and Gottsberger, 2020; New 
Zealand Government, 2015; Ouvard, 2021  

 

Petroselinum crispum 
(=P. sativum, P. 
hortense) ※ 

セリ科 オランダゼリ属 オランダゼリ

（パセリ） 
parsely LáSka, 2011  

※ ‘Candidatus Liberibacter solanacearum’の宿主植物  
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別紙Ⅲ－３ 
 

Trioza apicalisの寄主植物に関連する経路の年間輸入検査量 
（貨物、郵便物及び携帯品） 

 
（１）栽植用植物 
単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Apium graveolens(ｾﾛ
ﾘｰ) 中国 × 1 9         

Coriandrum 
sativum(ｺｴﾝﾄﾞﾛ(ｺﾘｱﾝ
ﾀﾞｰ)) 

ﾀｲ × 1 30     1 19 
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 1 10         
中国 ×     1 4     

Petroselinum 
sativum(ｵﾗﾝﾀﾞｾﾞﾘ(ﾊﾟ
ｾﾘ)) 

ｲｽﾗｴﾙ × 1 150         

 
（２）消費用生植物（切り花） 
単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 
Daucus carota var. 
sativa(ﾆﾝｼﾞﾝ) ｵﾗﾝﾀ  ゙ × 1 200         

Daucus carota(ﾅﾆﾝｼﾞ
ﾝ) 

ｲﾀﾘｱ ○ 1 200         
ｵﾗﾝﾀ  ゙ × 2 150         

 
（３）消費用生植物（茎葉） 
単位（数量）：kg 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Anethum 
graveolens(ｲﾉﾝﾄﾞ) 

ｲｽﾗｴﾙ × 5 30 4 21     
ｲﾝﾄ  ゙ × 14 61 34 215 8 48 
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ×     1 1     
ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀ

ﾝ × 2 2 2 2 3 3 

ｴｼﾞﾌﾟﾄ × 2 2 1 1 1 1 
ｴﾁｵﾋﾟｱ ×     1 1     
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 1 1         
ｵﾗﾝﾀ  ゙ × 1 10 4 4     
ｶﾅﾀ  ゙ × 2 2         
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ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ ×     1 1     
ｹﾆｱ × 19 135 36 158 11 69 
ｽﾍﾟｲﾝ ○ 1 1         
ﾀｲ × 181 625 43 70 14 95 
ﾈﾊﾟｰﾙ × 2 2 4 4 2 2 
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞ

ｼｭ ×     3 3 1 1 

ﾍﾞﾄﾅﾑ × 400 560 167 425 58 201 
ﾍﾞﾙｷﾞ  ー × 1 2         
ﾒｷｼｺ × 1 1         
ﾗｵｽ × 2 2 2 2     
ﾙｰﾏﾆｱ ×     2 2     
ﾛｼｱ ○ 1 1         
韓国 × 1 1         
台湾 ×     2 2     
中国 × 26 29 27 34 2 2 
米国 × 7 7 11 11     

Apium graveolens 
var. rapaceum(ｾﾙﾘｱｯ
ｸ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ×     1 1     
ﾙｰﾏﾆｱ × 1 1 1 1     
米国 × 1 1         

Apium graveolens(ｾﾛ
ﾘｰ 加工) 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ×     1 1 1 1 
ｶﾀｰﾙ ×     1 1     
ｶﾅﾀ  ゙ × 9 9 2 2 2 2 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ×         1 1 

ﾀｲ × 12 12 1 1     
ﾊﾜｲ諸島 ×     2 2     
ﾍﾞﾄﾅﾑ ×         1 1 
ﾒｷｼｺ × 2 2         
韓国 × 1 1 1 1     
香港 × 1 1 2 2     
台湾 × 1 1 1 1     
中国 ×     2 2 1 1 
米国 × 53 53 13 13 5 5 

Apium graveolens(ｾﾛ
ﾘｰ) 

ｱﾗﾌﾞ首長

国連邦 ×         1 1 

ｲﾀﾘｱ ○     2 5     
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ×     1 1 2 2 
ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀ

ﾝ ×     1 1     

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 11 5,638 5 269     
ｵﾗﾝﾀ  ゙ × 1 35 3 37 1 1 
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ｶﾅﾀ  ゙ × 32 32 13 13 8 8 
ｶﾒﾙｰﾝ × 1 1         
ｸﾞｱﾑ × 1 1         

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 1 1         

ｽﾍﾟｲﾝ ○ 36 1,347 22 1,252     
ﾀｲ × 26 26 18 18 5 5 
ﾁｭﾆｼﾞｱ × 1 1         
ﾄﾞｲﾂ ○ 1 72         
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝ

ﾄ  ゙ ×         1 1 

ﾊﾝｶﾞﾘ  ー × 1 1         
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞ

ｼｭ × 1 1         

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×     1 1     
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 28 29 20 34 6 24 
ﾍﾞﾅﾝ ×     1 1     
ﾍﾟﾙ  ー × 1 1 1 1     
ﾍﾞﾙｷﾞ  ー ×         1 1 
ﾎﾟｰﾗﾝﾄ  ゙ ○ 2 55         
ﾒｷｼｺ × 45 640,807 46 622,582 44 704,509 
ﾛｼｱ ○ 1 1         
英国 ○ 2 72 9 443     
韓国 × 15 16 20 87 7 34 
香港 × 7 13 5 9 4 5 
台湾 × 377 1,670 415 1,950 94 383 
中国 × 206 242 247 334 51 72 
米国 × 848 7,384,468 496 4,767,722 463 4,441,836 

Coriandrum 
sativum(ｺｴﾝﾄﾞﾛ(ｺﾘｱﾝ
ﾀﾞｰ) 加工) 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 1 1         
ｶﾅﾀ  ゙ ×     1 1     
ﾀｲ ×     1 1     
ﾍﾞﾄﾅﾑ ×         1 1 
韓国 × 1 1         
中国 ×     1 1 1 1 
米国 × 1 1 1 1 1 1 

Coriandrum 
sativum(ｺｴﾝﾄﾞﾛ(ｺﾘｱﾝ
ﾀﾞｰ)) 

ｲｽﾗｴﾙ × 2 40 6 6 7 7 
ｲﾝﾄ  ゙ × 51 306 124 1,627 40 526 
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 2 2 1 1 3 3 
ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀ

ﾝ × 2 2 1 1 2 2 

ｴｼﾞﾌﾟﾄ × 3 3 1 1 2 2 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 3 3 1 1     
ｵﾗﾝﾀ  ゙ × 1 1         
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ｶﾀｰﾙ ×     1 1     
ｶﾅﾀ  ゙ × 3 3 2 2 1 1 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ × 4 4 3 3     
ｸﾞｱﾃﾏﾗ ×     2 2     
ｹﾆｱ × 5 13 2 3 1 1 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 3 3 1 1 1 1 

ｽﾍﾟｲﾝ ○ 1 7         
ｽﾘﾗﾝｶ × 1 1 1 1 1 1 
ﾀｲ × 277 1,001 114 134 37 41 
ﾁｭﾆｼﾞｱ × 1 1         
ﾄﾙｺ × 1 1     1 1 
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝ

ﾄ  ゙ ×         1 1 

ﾈﾊﾟｰﾙ × 6 6 20 22 7 8 
ﾊﾟｷｽﾀﾝ × 2 3 3 4 2 3 
ﾊﾜｲ諸島 × 2 2         
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞ

ｼｭ × 2 2 13 17 8 9 

ﾌｨｼﾞ  ー × 1 1         
ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 5 5 2 2     
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ × 1 1         
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 573 853 169 723 48 488 
ﾍﾟﾙ  ー × 1 1 3 3     
ﾏﾚｰｼｱ × 2 2 4 4     
ﾐｬﾝﾏ  ー × 7 8 8 8 4 4 
ﾒｷｼｺ × 10 832 9 536     
ﾓﾛｯｺ ×         1 1 
ﾗｵｽ × 2 2 3 3     
ﾙｰﾏﾆｱ × 1 1 1 1     
ﾚﾊﾞﾉﾝ ×         1 1 
韓国 × 7 7 5 6 1 1 
香港 × 9 12 5 5 5 5 
台湾 × 269 1,227 383 2,295 74 497 
中国 × 538 45,780 679 38,766 130 37,102 
米国 × 191 15,334 167 12,604 118 11,729 

Daucus carota(ﾅﾆﾝｼﾞ
ﾝ) ｵﾗﾝﾀ  ゙ × 1 10         

Petroselinum 
sativum(ｵﾗﾝﾀﾞｾﾞﾘ(ﾊﾟ
ｾﾘ) 加工) 

米国 × 1 1         

ｲｽﾗｴﾙ ×     1 1     
ｲﾀﾘｱ ○ 1 10 9 29 4 10 
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Petroselinum 
sativum(ｵﾗﾝﾀﾞｾﾞﾘ(ﾊﾟ
ｾﾘ)) 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ×         1 1 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ×     5 14     
ｶﾅﾀ  ゙ × 1 1 1 1 1 1 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ ×     1 1     
ｷﾌﾟﾛｽ × 1 30         
ｸﾞｱﾃﾏﾗ ×     2 2     
ｹﾆｱ × 3 12 23 94     
ｽﾘﾗﾝｶ ×         1 1 
ﾀｲ × 1 2         
ﾄﾞｲﾂ ○         1 15 
ﾊﾜｲ諸島 × 1 1 1 1     
ﾌﾗﾝｽ ○ 1 5     1 5 
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 2 3 3 41     
ﾍﾞﾅﾝ ×     1 1     
ﾍﾟﾙ  ー × 1 2 1 1     
ﾏﾚｰｼｱ ×     1 1     
ﾒｷｼｺ × 6 132 5 35 9 60 
韓国 × 8 543 10 974 2 2 
香港 ×         1 1 
台湾 × 2 1,030 1 300 2 151 
中国 × 2 51 1 1     
米国 × 87 1,220 163 1,305 111 1,373 

 
（４）木材 

針葉樹については、寄主植物として特定された植物はないため、輸入検査実績は記載しな

い。 
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Ⅳ．Lsoのベクター（Bactericera trigonica） 

Ⅳ－１．リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（Bactericera trigonica） 
１．学名及び分類 
（１）学名 

Bactericera trigonica Hodkinson, 1981 
 
（２）英名、和名等（Joseph, 2014） 

carrot psyllid 
 
（３）分類（Ouvrard, 2014） 

種類：節足動物 
目：Hemiptera（カメムシ目） 
科：Triozidae（トガリキジラミ科） 
属：Bactericera 

 
（４）シノニム 

情報なし。 
 
２．地理的分布 
（１）発生国又は地域（詳細は別紙Ⅳ－１参照。下線部は令和３年12月22日改訂時に追加。） 

中東：イスラエル、イラン、トルコ 
欧州：イタリア、キプロス、ギリシャ、スイス、スペイン、スロバキア、セルビ

ア、チェコ、ハンガリー、フランス、ポルトガル、マルタ 
アフリカ：アルジェリア、エジプト、カナリア諸島、チュニジア、モロッコ 

 
 本種の分布地域は、地中海沿岸諸国と中東に限定され、カナリア諸島には本種以

外の Bactericera 属はいない（FERA, 2014）。 
 

（２）生物地理区 
本種は、旧北区及びエチオピア区の２区に分布する。 

 
（３）本種及びLsoがともに存在する国又は地域 

イスラエル、イタリア、ギリシャ、フランス、スペイン、セルビア、ポルトガル、カナリ

ア諸島、チュニジア及びモロッコ 
 
３．寄主植物及びその日本国内での分布 
（１）寄主植物（詳細は別紙Ⅳ－２参照） 

キク科：ブタクサ（Ambrosia artemisiifolia） 
セリ科：セロリー（Apium graveolens）、ニンジン属（Daucus） 

 
 ナス科植物への寄生は知られていない（EPPO, 2012b）。 

 
（２）Lsoの宿主植物と共通の本種の寄主植物 

セロリー及びニンジン 
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（３）日本国内における寄主植物の分布及び栽培状況 

本種の寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で栽培されてい

る。 
 
４．寄生部位及びその症状 

本種の成虫及び幼虫は、葉に寄生し吸汁する（Hodkinson, 2008）。卵は葉に産み付けられる

（Ouvrard, 2014）。展開した葉を加害し、変形を伴う虫こぶを形成する（Hodkinson, 2008）。 
 
５．移動分散方法 
（１）自然分散 

本種に関しては情報が得られなかったが、通常は短距離飛翔で移動し、同属他種の飛翔能力

から越冬地から繁殖地へ風により長距離飛翔が可能と考えられる。 
 
（２）人為分散 

本種は、寄主植物（茎葉を含む苗、切葉、野菜等）に付着し人為的に分散する可能性があ

る。 
 
６．有害動物の大きさ及び生態 
（１）有害動物の大きさ 

成虫：前翅長が雄2.04～2.46 mm、雌2.26～2.63 mmであることから、体長は３mm未満

と考えられる（Hodkinson, 1981）。 
 
（２）繁殖様式 

有性生殖。なお、単為生殖を行うことについての情報はない。雌成虫は列で葉の表面に産

み、生涯400個くらいの卵を産む（Uri Gerson, 2017）。 
 
（３）年間世代数 

本種は、年間２～３世代発生する（Hodkinson, 2008）が、地中海エリアでは年７～８世代

の報告がある（Uri Gerson, 2017）。 
 
（４）植物残さ中での生存 

情報なし。 
 
（５）休眠性（越冬性） 

本種の成虫は、針葉樹の樹皮のすき間で越冬する（Hodkinson, 2008）。 
 
７．媒介性又は被媒介性 

本種は、セロリーやニンジンへLsoを媒介するベクターとなる。本種が媒介するLsoはハプ

ロタイプD・Eである（Bertolini, 2015; Bob et al., 2013; CABI, 2014a; CABI, 2017; EPPO, 2013; 
FERA, 2014; Halbert and Munyaneza, 2012; Munyaneza et al., 2014）。同じLsoのベクターと

して知られている同属のBactericera cockerelliでは垂直伝搬することが知られているが、本種で

も垂直伝搬するかどうかは分かっていない（EPPO, 2013）。 
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８．被害の程度 
本種が媒介するLsoにより、ニンジンでは、葉の変色・変形とそれに伴う根重量の低下が報

告されている（Munyaneza et al., 2014）。フランスのあるほ場では、50%のニンジンで感染が

確認され、収穫された種子の発芽率が10～77%に低下したことから市場価値を失った（Loiseau 
et al., 2014）。ノルウェーでは商用栽培ほ場の70～80%で本病が発生（発生ほ場における発症

率：10～100%）した（EPPO, 2012a）。 
 
９．防除 

本種に関しては情報が得られなかったが、キジラミ類の防除には一般的に殺虫剤の使用が有効

と考えられる。しかし、キジラミ類は非常に多産かつ世代間が短いため殺虫剤に対して抵抗性を

持つものが現れる。したがって、本種の影響範囲と病害に関連した代替策を検討する必要があ

り、適切なほ場管理を加えた総合的な対処が求められる（CABI, 2014b）。 
 
１０．日本における輸入検疫措置 

本種は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定された検疫有害動物であり、同施

行規則２の２に規定された国又は地域からの該当する寄主植物の生茎葉については、本種を発見

するために適切と認められる方法による検査が行われ、かつ、本種に侵されていない旨（本種に

ついて消毒を行った場合は、その旨を含む。）を検査証明書に特記することを要求している。 
 
１１．諸外国における輸入検疫措置 

大韓民国は、本種を禁止対象病害虫に指定しており、発生国からのニンジン、セロリー等の生

茎葉、栽植用植物及び栽植用種子の輸入を禁止している（WTO, 2018）。 
 
１２．日本の輸入検査におけるBactericera trigonicaの発見件数（2011～2020年） 

発見事例はなし。 
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Ⅳ－２．病害虫リスクアナリシス（Bactericera trigonica） 

第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Bactericera trigonicaに対するリスク評価を行い、現行の検疫措置の有効性を評価するため、

病害虫リスクアナリシスを実施する。 

 

２．対象となる有害動植物 
Bactericera trigonicaを対象とする。 

 

３．対象となる経路 
リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．寄主植物及びその日本国内での分布」に示す「寄主植物」であって、「４．寄生部位

及びその症状」に示す「寄生部位」を含む植物を対象とする。 

 

４．対象となる地域 
日本全域を対象とする。 

 

５．開始の結論 
本種を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病害

虫リスクアナリシスを開始する。 

 

第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の可能性並びに経済的影響を及ぼす可能性について調査し、検疫有害動植物の定義内の

基準を満たしているかどうかを検討する。なお、検疫有害動植物の要件を満たしていない場合

は、それが判明した時点で評価を中止し病害虫のリスクは「無視できる」とする。 
（１）有害度植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

本種は国内未発生である。 
 

（２）定着及びまん延の可能性の評価 

本種の寄主植物であるニンジンは、47都道府県で栽培されていることから、国内に定着及

びまん延する可能性があると判断する。 
 

（３）経済的影響を及ぼす可能性 

本種はLsoのベクターであり、媒介するLsoによって、ニンジンでは葉の変色・変形とそ

れに伴う根重量の低下が報告されている。 
したがって、現在、本種は国内未発生であるが、寄主植物が47都道府県で栽培されている

ため、もし、本種が国内に入り込み、定着及びまん延した場合、経済的影響を及ぼす可能性が

ある。 
 

（４）評価にあたっての不確実性 

特になし。 
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（５）有害動植物の類別の結論 

本種は国内未発生であるが、寄主植物は47都道府県で栽培されていることから、本種が国

内に定着及びまん延する可能性がある。また、本種はLsoのベクターであり、媒介するLso
によって、ニンジンでは葉の変色・変形とそれに伴う根重量の低下が報告されている。そのた

め、国内でも経済的影響を及ぼす可能性は否定できない。 
したがって、本種は、国際基準No. 11「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシ

ス」に規定された検疫有害動植物の要件を満たすことから、本種に対するリスクアナリシスを

実施するため、引き続き「２．農業生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本種の寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で栽培されて

いる。施設栽培含め寄生部位は周年存在する。また、樹皮のすき間で越冬することができ

る。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間寄主の利用可能性 

本種は有害動物なので評価しない。 

（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

有性生殖。なお、単為生殖についての情報はない。よって、評価基準により２点と評価

した。 

 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は寄主植物の利用可能性及び環境の好適

性 

（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

本種の寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で栽培されて

いる。よって、評価基準により５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

本種は、セリ科及びキク科の２科の植物に寄生することが知られている。 

（ウ）有害動植物の侵入歴 

本種は、旧北区及びエチオピア区の２区に分布する。よって、評価基準により２点

と評価した。 

 

 

 

（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散 

（ア）移動距離 

本種に関しては情報が得られなかったが、通常は短距離飛翔で移動し、同属他種の飛翔

能力から越冬地から繁殖地へ風により長距離飛翔が可能と考えられる。よって、評価基準

より５点と評価した。 
  

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の３点となった。 
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（イ）年間世代数 

本種は、年間２～３世代発生する。よって、評価基準により５点と評価した。 

 

イ 人為分散 

（ア）農作物を介した分散 

本種の寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で栽培されて

いる。よって、評価基準により５点と評価した。 

（イ）非農作物を介した分散 

情報なし。 

 

 

 

（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 

（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

Lsoの宿主植物と重複する本種の寄主植物である、ニンジン及びセロリーの農産物産出

額の合計額は、666.2億円であることから、評価基準より２点と評価した。 

（イ）生産への影響 

本種の寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で栽培されて

いる。これらの植物は生産農業所得統計の対象であり、発生国では、当該作期の商品生産

に大きな支障を来す経済的被害や商品部位が直接的に被害を受けるもの又は１年生作物の

高頻度の枯死が報告されている。よって、４点と評価した。 

（ウ）防除の困難さ 

公的防除の情報はない。本種に関しては防除の情報が得られなかったが、キジラミ類の

防除には一般的に殺虫剤の使用が有効であると考えられる。しかし、キジラミ類は非常に

多産かつ世代間が短いため殺虫剤に対して抵抗性を持つものが現れる。したがって、本種

の影響範囲と病害に関連した代替策を検討する必要があり、適切なほ場管理を加えた総合

的な対処が求められる。 

（エ）直接的影響の評価結果 

上記２項目の評価点の積は８点となり、評価基準により直接的影響の評価点は２点と評

価した。 

 

イ 間接的影響 

（ア）農作物の政策上の重要性 

本種の寄主植物であるニンジンは「野菜生産出荷安定法施行令」で定める農作物に該当

する。よって、評価基準により評価点は1点と評価した。 

（イ）輸出への影響 

大韓民国は、本種を禁止対象病害虫に指定しており、発生国からのニンジン、セロリー

等の生茎葉、栽植用植物及び栽植用種子の輸入を禁止している。よって、日本で本種が発

生した場合、輸出の制限を受けることから評価基準より１点と評価した。 

 

ウ まん延の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中５点となった。 
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（４）評価における不確実性 

本種の移動距離については情報が得られず、同属他種の情報を用いて評価したため自然分散

の評価には不確実性を伴う。 

 

 

 

３．入り込みの可能性の評価 

（１）寄生部位 

本種は幼虫・成虫共に葉の地上部に寄生し（外部寄生性）、雌

成虫は卵を列で葉の表面に産み付ける（外部寄生性）。また、

成虫が越冬時に針葉樹の樹皮のすき間に入り込むこともある。 

（２）国内に入り込む可能

性のある経路 

 

入り込む可能性のある経路は、〔栽植用生植物〕、〔消費用生

植物〕及び〔木材（樹皮付き）・樹皮〕が考えられる。 

用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 
葉、針葉樹の

樹皮のすき間 
○ 

イ 消費用生植物 
葉、針葉樹の

樹皮のすき間 
○ 

ウ 木材（樹皮付き）

・樹皮 

針葉樹の樹皮

のすき間 
○ 

（３）寄主植物の輸入検査

量 
別紙Ⅳ－３参照 

 
（４）入り込みの可能性の評価 

ア 栽植用植物 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基

準より５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本種は外部寄生で、成虫の体長は３mm未満。よって、評価基準より２点と評価した。 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の主要な寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で生産

されている。目的が栽植用植物であるため、評価基準より５点と評価した。 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用植物は、直接ほ場へ持ち込まれるため、有害動物の移動能力に関わらず、評価基

準より５点と評価した。 

  

ウ 経済的重要性の評価結果 
直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の評価結果の得点の和から、経済的重要性の

評価点は４点となった。 

（５）農業生産等への影響評価の結果（病害虫固有のリスク） 
定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の各項目の評価点の積は60点となり、本種

の農業生産等への影響の評価を「中程度」と結論付けた。 
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（オ）評価における不確実性 

特になし。 
 

 
 

イ 消費用生植物 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基

準より５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本種は外部寄生で、成虫の体長は３mm未満。よって、評価基準より２点と評価した。 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の主要な寄主植物であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で生産

されている。よって、評価基準より４点と評価した。 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

本種に関しては情報が得られなかったが、通常は短距離飛翔で移動し、同属他種の飛翔

能力から越冬地から繁殖地へ風により長距離飛翔が可能と考えられる。評価基準より３点

と評価した。 

（オ）評価における不確実性 

本種の移動距離については情報が得られず、同属他種の情報を用いて評価したため、自

然分散の評価には不確実性が伴う。 
 

 
 

ウ 木材（樹皮付き）・樹皮 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 
輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基

準より５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 
本種の成虫は樹皮のすき間で越冬するため、成虫が対象となり、成虫の体長は３mm未

満。よって、評価基準より４点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

主要寄主であるセロリーは45都道府県、ニンジンは47都道府県で生産されている。

よって、評価基準より４点と評価した。 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 
対象は越冬中の成虫の自然分散であるが、越冬中または越冬明け直後の成虫が長距離飛

翔を行うか不明であるため、評価基準より２点と評価した。 

  

栽植用植物からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は4.3点であり、栽植用植物からの入り込みの可能

性の評価を「高い」と結論付けた。 

消費用生植物からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は3.5点であり、消費用生植物からの入り込みの可

能性の評価を「中程度」と結論付けた。 
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（オ）評価における不確実性 

自然分散の可能性の評価について越冬中の成虫の飛翔に関する情報はないため、短距離

飛翔として評価を行ったことに不確実性が伴う。 

 

 
 
４．Bactericera trigonicaの病害虫リスク評価の結論 

本種は検疫有害動物であり、栽植用植物、消費用生植物及び木材（樹皮付き）・樹皮を経路と

して入り込む可能性があると評価した。 

農業生産等への影響評価の結論 
（病害虫固有のリスク） 

入り込みの可能性の評価 病害虫リスク評価の

結論 用途 結論 

中程度 

栽植用植物 高い 中程度（入り込みの

可能性が高い） 

消費用生植物 中程度 低い 

木材（樹皮付き）・樹皮 中程度 低い 

 
  

木材（樹皮付き）・樹皮からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は3.8点であり、消費用生植物（木材（樹皮付き）

・樹皮）からの入り込みの可能性の評価を「中程度」と結論付けた。 
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別紙Ⅳ－１ 
Bactericera trigonicaの発生国等の根拠 

 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

中東    
イスラエル※ 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  
イラン 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  
トルコ 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  

欧州    
イタリア※ 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  
キプロス 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  
ギリシャ※ 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  
スイス 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  
スペイン※ 発生 Bob et al., 2013; CABI, 2014a; EPPO, 

2013a; FERA, 2014; Loiseau et al., 2014; 
Munyaneza et al., 2014; Ouvrard et al., 
2012; Ouvrard, 2014 

 

スロバキア 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  
セルビア※ 発生 EPPO, 2019e; Jerinić-Prodanović et al., 

2017; Trkulja et al., 2021 
 

チェコ 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  
ハンガリー 発生 Ripka et al., 2008; Ouvrard et al., 2012; 

EPPO, 2019b 
 

フランス※ 発生 Ouvrard et al., 2012; Coussy et al., 2017; 
EPPO, 2019b 

 

ポルトガル※ 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  
マルタ 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  

アフリカ     
アルジェリア 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  
エジプト 発生 Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014  
カナリア諸島※ 発生 Bob et al., 2013; CABI, 2014a; EPPO, 

2012b; EPPO, 2013a; FERA, 2014; 
Loiseau et al., 2014; Munyaneza et al., 
2014; Ouvrard et al., 2012; Ouvrard, 2014 

 

チュニジア※ 発生 Ben Othmen et al., 2018a, b; EPPO, 
2019a, b 

 

モロッコ※ 発生 Tahzima et al., 2017; EPPO, 2019b  
※ ‘Candidatus Liberibacter solanacearum’の発生国 
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別紙Ⅳ－２ 

 
Bactericera trigonicaの寄主植物の根拠 

 
学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Ambrosia 
artemisiifolia 

キク科 ブタクサ属 ブタクサ  Ouvrard, 2014  

Daucus sp. セリ科 ニンジン属   Ouvrard, 2014  
Daucus carota※ セリ科 ニンジン属 ニンジン carrot Bob et al., 2013; CABI, 2014a; EPPO, 2012b; 

EPPO, 2013; FERA, 2014; Munyaneza et al., 
Ouvrard, 2014 

 

Apium graveolens
※ 

セリ科 マツバゼリ属（オ

ランダミツバ属） 
セロリー celery Bob et al., 2013; CABI, 2014a; EPPO, 2013; FERA, 

2014; Munyaneza et al., 2014 
 

※ ‘Candidatus Liberibacter solanacearum’の宿主植物 
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別紙Ⅳ－３ 
 

Bactericera trigonicaの寄主植物に関連する経路の年間輸入検査量 
（貨物、郵便物及び携帯品） 

 
（１）栽植用植物 
単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 
Apium 
graveolens(ｾﾛﾘｰ) 中国 × 1 9         

 
（２）消費用生植物（切り花） 
単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 
Daucus carota var. 
sativa(ﾆﾝｼﾞﾝ) ｵﾗﾝﾀ  ゙ × 1 200         

Daucus carota(ﾅﾆﾝ
ｼﾞﾝ) 

ｲﾀﾘｱ ○ 1 200         
ｵﾗﾝﾀ  ゙ × 2 150         

Daucus(ﾆﾝｼﾞﾝ属) ｲﾀﾘｱ ○ 2 400         
ｴﾁｵﾋﾟｱ × 1 30         
ｵﾗﾝﾀ  ゙ × 1 30         
ﾌﾗﾝｽ ○ 1 200         
韓国 ×     1 10     

 
（３）消費用生植物（茎葉） 
単位（数量）：kg 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Apium graveolens 
var. rapaceum(ｾﾙﾘｱ
ｯｸ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ×     1 1     
ﾙｰﾏﾆｱ × 1 1 1 1     
米国 × 1 1         

Apium 
graveolens(ｾﾛﾘｰ 加
工) 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ×     1 1 1 1 
ｶﾀｰﾙ ×     1 1     
ｶﾅﾀ  ゙ × 9 9 2 2 2 2 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ×         1 1 

ﾀｲ × 12 12 1 1     
ﾊﾜｲ諸島 ×     2 2     
ﾍﾞﾄﾅﾑ ×         1 1 
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ﾒｷｼｺ × 2 2         
韓国 × 1 1 1 1     
香港 × 1 1 2 2     
台湾 × 1 1 1 1     
中国 ×     2 2 1 1 
米国 × 53 53 13 13 5 5 

Apium 
graveolens(ｾﾛﾘｰ) 

ｱﾗﾌﾞ首長

国連邦 ×         1 1 

ｲﾀﾘｱ ○     2 5     
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ×     1 1 2 2 
ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀ

ﾝ ×     1 1     

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 11 5,638 5 269     
ｵﾗﾝﾀ  ゙ × 1 35 3 37 1 1 
ｶﾅﾀ  ゙ × 32 32 13 13 8 8 
ｶﾒﾙｰﾝ × 1 1         
ｸﾞｱﾑ × 1 1         

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 1 1         

ｽﾍﾟｲﾝ ○ 36 1,347 22 1,252     
ﾀｲ × 26 26 18 18 5 5 
ﾁｭﾆｼﾞｱ ○ 1 1         
ﾄﾞｲﾂ × 1 72         
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝ

ﾄ  ゙ ×         1 1 

ﾊﾝｶﾞﾘ  ー ○ 1 1         
ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞ

ｼｭ × 1 1         

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ×     1 1     
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 28 29 20 34 6 24 
ﾍﾞﾅﾝ ×     1 1     
ﾍﾟﾙ  ー × 1 1 1 1     
ﾍﾞﾙｷﾞ  ー ×         1 1 
ﾎﾟｰﾗﾝﾄ  ゙ × 2 55         
ﾒｷｼｺ × 45 640,807 46 622,582 44 704,509 
ﾛｼｱ × 1 1         
英国 × 2 72 9 443     
韓国 × 15 16 20 87 7 34 
香港 × 7 13 5 9 4 5 
台湾 × 377 1,670 415 1,950 94 383 
中国 × 206 242 247 334 51 72 
米国 × 848 7,384,468 496 4,767,722 463 4,441,836 
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Daucus carota(ﾅﾆﾝ
ｼﾞﾝ) ｵﾗﾝﾀ  ゙ × 1 10         

 
（４）木材 

針葉樹については、寄主植物として特定された植物はないため、輸入検査実績は記載しな

い。 
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Ⅴ．Lsoのベクター（Bactericera nigricornis） 

Ⅴ－1．リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（Bactericera nigricornis） 
１．学名及び分類 
（１）学名 

Bactericera nigricornis (Foerster, 1848) 
 
（２）英名、和名等 

carrot psylla（Avidov and Harpaz, 1969） 
 
（３）分類（Ouvrard, 2014） 

種類：節足動物 
目：Hemiptera（カメムシ目） 
科：Triozidae（トガリキジラミ科） 
属：Bactericera 

 
（４）シノニム 

Trioza nigricornis Foerst.（Avidov and Harpaz, 1969; Halbert and Munyaneza, 2012; 
Ouvrard, 2014; Rivnay, 1962） 

Trioza brassicae (Vasil’ev 1922)（Halbert and Munyaneza, 2012; Ouvrard, 2014） 
Enbactericera nigricornis (Foerster, 1848)（Ouvrard, 2014） 
Bactericera brassicae (Vasil'ev)（Halbert and Munyaneza, 2012; Ouvrard, 2014） 

 
２．地理的分布 
（１）発生国又は地域（詳細は別紙Ⅴ－１参照） 

アジア：インド、中華人民共和国、ネパール、モンゴル 
中東：アフガニスタン、イスラエル、イラン、トルコ、レバノン 
欧州：アゼルバイジャン、アルメニア、イタリア、ウズベキスタン、オーストリ

ア、オランダ、カザフスタン、ジョージア、スイス、スウェーデン、スペイ

ン、スロバキア、スロベニア、セルビア、タジキスタン、チェコ、ドイツ、ノ

ルウェー、ハンガリー、フィンランド、フランス、ブルガリア、ベルギー、ポ

ーランド、リトアニア、ルーマニア、ロシア 
アフリカ：アルジェリア、チュニジア、モロッコ 

 
 本種は、欧州、中央アジア、中東及び北アフリカに分布する（Avidov and 

Harpaz, 1969; FERA, 2014; Halbert and Munyaneza, 2012; Igor et al., 2012; Rivnay, 
1962）。 

 
（２）生物地理区 

本種は、旧北区、東洋区、及びエチオピア区の３区に分布する。 
 
（３）本種及びLsoがともに存在する国又は地域 

イスラエル、イタリア、オーストリア、スウェーデン、スペイン、セルビア、ドイツ、ノル

ウェー、フィンランド、フランス、ベルギー、チュニジア及びモロッコ 
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３．寄主植物及びその日本国内での分布 
（１）寄主植物（詳細は別紙Ⅴ－２参照） 

アブラナ科：エリシムム・ケイラントイデス（Erysimum cheiranthoides）、グンバイナズ

ナ（Thlaspi arvense）、セイヨウノダイコン（Raphanus raphanistrum）、ナズナ

（Capsella bursa-pastoris）、ハツカダイコン（Raphanus sativus var. sativus）、アブ

ラナ属（Brassica） 
キク科：セイヨウトゲアザミ（Cirsium arvense）、ノボロギク（Senecio vulgaris）、ブタ

クサ（Ambrosia artemisiifolia） 
セリ科：オランダゼリ（パセリ）（Petroselinum crispum (=P. sativum, P. hortense）、ニン

ジン（Daucus carota） 
ナス科：シロバナヨウシュチョウセンアサガオ（Datura stramonium）、ナス属

（Solanum） 
ヒユ科：シロザ（Chenopodium album）、テンサイ（Beta vulgaris var. rubra (=B. vulgaris 

var. altissima)） 
ヒルガオ科：セイヨウヒルガオ（Convolvulus arvensis） 
ユリ科：タマネギ（Allium cepa） 

 
（２）Lsoの宿主植物と共通の本種の寄主植物 

オランダゼリ、ニンジン、シロザ及びバレイショを含むナス属の数種 
 
（３）日本国内における寄主植物の分布及び栽培状況 

本種の寄主植物であるニンジン、バレイショ等は47都道府県で栽培されている。 
 
４．寄生部位及びその症状 

成虫は葉に産卵し、幼虫はふ化した場所に寄生し、完全に発育するまでは移動しない

（Avidov and Harpaz, 1969）。展開した葉を加害し、変形を伴う虫こぶを形成する

（Hodkinson, 2008）。 
 
５．移動分散方法 
（１）自然分散 

本種に関しては情報が得られなかったが、通常は短距離飛翔で移動し、同属他種の飛翔能力

から越冬地から繁殖地へ風により長距離飛翔が可能と考えられる。 
 
（２）人為分散 

寄主植物（茎葉を含む苗、切葉、野菜等）に付着し人為的に分散する可能性がある。 
 
６．有害動物の大きさ及び生態 
（１）有害動物の大きさ 

卵は黄赤色で0.4mm、成虫は体長（翅端まで）４mmである（Rivnay, 1962）。 
 
（２）繁殖様式 

有性生殖。なお、単為生殖についての情報はない。 
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（３）年間世代数 
ニンジンの葉の裏側に卵を300～400個産卵する。卵はそれぞれの間隔を少し置いて並ぶ。

幼虫はふ化した場所に寄生し、完全に発育するまでは移動しない。卵は20℃下でふ化し、幼

虫は17℃で24日間。最適条件下では35～40日で卵から成虫になる。１年間で７～８世代ま

で発生する（Avidov and Harpaz, 1969; Rivnay, 1962）。 
 
（４）植物残さ中での生存 

情報なし。 
 
（５）休眠性（越冬性） 

成虫は様々な野生の針葉樹の樹皮のすき間で越冬する（Avidov and Harpaz, 1969; 
Hodkinson, 1981）。 

 
７．媒介性又は被媒介性 

本種は、ニンジンやバレイショへLsoを媒介するベクターとなる可能性が指摘されている

（FERA, 2014; Halbert and Munyaneza, 2012; Joseph, 2014）。イランでは本種の発生してい

るバレイショほ場から、zebra chipと示唆される被害が報告されており、Lsoとの関連が疑われ

ている（イランはLsoの発生地域とされていない）（Andrei et al., 2012; Fathi, 2011; Halbert 
and Munyaneza, 2012）。同じLsoのベクターとして知られている同属のBactericera cockerelli
では垂直伝搬することが知られているが（EPPO, 2013）、本種でも垂直伝搬するかどうか情報

はない。 
 
８．被害の程度 

本種の排泄物によってニンジンの葉にすす病を引き起こすことがあり、葉が汚れることで生育

が弱り、生育が止まることがある。被害が著しい場合、ニンジンの幼苗は枯死し、畑が全滅する

こともある（Avidov and Harpaz, 1969）。本種の加害では葉の萎縮は起こらない（Rivnay, 
1962）。本種はLsoを媒介すると考えられており、ニンジン、バレイショ等に大きな被害を及

ぼすと考えられる。 
また、本種はイランにおけるバレイショの重要病害虫であり、深刻な被害を引き起こす。加害

されたバレイショ塊茎では、zebra chipと示唆される症状が増加している。しかし、本種によっ

てバレイショにLsoによる zebra chip症状が発生しているのかについての調査研究は行われて

いない（Andrei et al., 2012）。 
 
９．防除 

本種の一般的な防除方法は、殺虫剤（イアジノン、マラチオン、デメトン-S-メチル及びホス

ファミドン）の散布である（Avidov and Harpaz, 1969; Rivnay, 1962）。また、抵抗性品種（バ

レイショ：Agria）の導入が個体増加率を低減させ、雌の産卵数を減少させることが報告されて

いる（PotatoesTM NEW ZEALAND Growing together, 2011）。 
 
１０．日本における輸入検疫措置 

本種は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１に規定された検疫有害動物であり、同施

行規則２の２に規定された国又は地域からの該当する寄主植物の生茎葉及び生果実については、

本種を発見するために適切と認められる方法による検査が行われ、かつ、本種に侵されていない

旨（本種について消毒を行った場合は、その旨を含む。）を検査証明書に特記することを要求し
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ている。 
 
１１．諸外国における輸入検疫措置 

本種を対象に輸入禁止等の検疫措置を講じている国はない。 
 
１２．日本の輸入検査におけるBactericera nigricornisの発見件数（2011～2020年） 

発見事例はなし。 
 
  



104 

Ⅴ－２．病害虫リスクアナリシス（Bactericera nigricornis） 

第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Bactericera nigricornisに対するリスク評価を行い、現行の検疫措置の有効性を評価するため、

病害虫リスクアナリシスを実施する。 

 

２．対象となる有害動植物 
Bactericera nigricornisを対象とする。 

 

３．対象となる経路 
リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．寄主植物及びその日本国内での分布」に示す「寄主植物」であって、「４．寄生部位

及びその症状」に示す「寄生部位」を含む植物を対象とする。 

 

４．対象となる地域 
日本全域を対象とする。 

 

５．開始の結論 
本種を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病害

虫リスクアナリシスを開始する。 

 

第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の可能性並びに経済的影響を及ぼす可能性について調査し、検疫有害動植物の定義内の

基準を満たしているかどうかを検討する。なお、検疫有害動植物の要件を満たしていない場合

は、それが判明した時点で評価を中止し病害虫のリスクは「無視できる」とする。 
（１）有害度植物の国内での発生の有無及び公的防除の有無等 

本種は国内未発生である。 
 
（２）定着及びまん延の可能性の評価 

本種の寄主植物は、47都道府県で栽培されていることから、国内に定着及びまん延する可

能性があると判断する。 
 

（３）経済的影響を及ぼす可能性 

本種はLsoを媒介すると考えられており、加害されたバレイショ塊茎では、zebra chipと示

唆される症状が増加しているとの報告がある。また、本種の排泄物によってニンジンの葉にす

す病を引き起こすことがあり、葉が汚れることで生育が弱り、生育が止まることがある。被害

が著しい場合、ニンジンの幼苗は枯死し、畑が全滅することもある。したがって、現在、本種

は国内未発生であるが、寄主植物が47都道府県で栽培されているため、もし、本種が国内に

入り込み、定着及びまん延した場合、経済的影響を及ぼす可能性がある。 
 

（４）評価にあたっての不確実性 

特になし。 
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（５）有害動植物の類別の結論 

本種は国内未発生であるが、寄主植物は47都道府県で栽培されていることから、本種が国

内に定着及びまん延する可能性がある。また、本種はLsoを媒介すると考えられており、加

害されたバレイショ塊茎では、zebra chipと示唆される症状が増加しているとの報告がある。

本種の排泄物によってニンジンの葉にすす病を引き起こすことがあり、葉が汚れることで生育

が弱り、生育が止まることがある。被害が著しい場合、ニンジンの幼苗は枯死し、畑が全滅す

ることもある。そのため、国内でも経済的影響を及ぼす可能性は否定できない。 
したがって、本種は、国際基準No. 11「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシ

ス」に規定された検疫有害動植物の要件を満たすことから、本種に対するリスクアナリシスを

実施するため、引き続き「２．農業生産等への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本種の寄主植物であるニンジン、バレイショ等は47都道府県で栽培されている。施設

栽培含め寄生部位が周年存在する。また、樹皮のすき間で越冬することができる。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間寄主の利用可能性 

潜在的有害動物なので評価しない 

（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

有性生殖。なお、単為生殖についての情報はない。よって、評価基準により２点と評価

した。 

 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は寄主植物の利用可能性及び環境の好適

性 

（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

本種の寄主植物であるニンジン、バレイショ等は47都道府県で栽培されている。よっ

て、評価基準により５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

本種はアブラナ科、キク科、セリ科、ナス科、ヒユ科、ヒルガオ科及びユリ科の７科の

植物に寄生することが知られている。 

（ウ）有害動植物の侵入歴 

本種は、旧北区、東洋区、及びエチオピア区の３区に分布する。よって、評価基準

により３点と評価した。 

 

 

 

（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散 

（ア）移動距離 

本種に関しては情報が得られなかったが、通常は短距離飛翔で移動し、同属他種の飛翔

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の3.3点となった。 
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能力から越冬地から繁殖地へ風により長距離飛翔が可能と考えられる。よって、評価基準

により５点と評価した。 

（イ）年間世代数 

年間で７～８世代まで発生する。よって、評価基準により５点と評価した。 

 

イ 人為分散 

（ア）農作物を介した分散 

本種の寄主植物であるニンジン、バレイショ等は47都道府県で栽培されている。よっ

て、評価基準により５点と評価した。 

（イ）非農作物を介した分散 

情報なし。 

 

 

 

（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 

（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

Lsoの宿主植物と重複する本種の寄主植物であるバレイショ、ニンジン等の農産物産出

額の合計額は、1,756億円であることから、評価基準より３点と評価した。 

（イ）生産への影響 

寄主植物であるニンジン、バレイショ等は47都道府県で栽培されている。これらの植

物は生産農業所得統計の対象であり、発生国では、当該作期の商品生産に大きな支障を来

す経済的被害や商品部位が直接的に被害を受けるもの又は１年生作物の高頻度の枯死が報

告されている。よって、４点と評価した。 

（ウ）防除の困難さ 

公的防除の情報はない。本種の一般的な防除方法は、殺虫剤（イアジノンやマラチオ

ン、あるいはデメトン‐S‐メチルやホスファミドン）の散布である。また、抵抗性品種

（バレイショ：Agria）の導入が個体増加率を低減させ、雌の産卵数を減少させることが

報告されている。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記２項目の評価点の積は12点となり、評価基準により直接的影響の評価点は３点と

評価した。 

 

イ 間接的影響 

（ア）農作物の政策上の重要性 

寄主となるニンジンは「野菜生産出荷安定法施行令」で定める農作物に該当する。よっ

て、評価基準により評価点は 1点と評価した。 

（イ）輸出への影響 

特になし。 

 

ウ まん延の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中５点となった。 
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（４）評価における不確実性 

本種の移動距離については情報が得られず、同属他種の情報を用いて評価したため、自然分

散の評価には不確実性を伴う。 

 

 

 

３．入り込みの可能性の評価 

（１）寄生部位 

本種は幼虫・成虫共に葉に寄生し（外部寄生性）、葉に卵を産

み付ける（外部寄生性）。また、成虫が越冬時に針葉樹の樹皮

のすき間に入り込むこともある。 

（２）国内に入り込む可能

性のある経路 

 

入り込む可能性のある経路は、〔栽植用生植物〕、〔消費用生

植物〕及び〔木材（樹皮付き）・樹皮〕が考えられる。 

用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 
葉、針葉樹の

樹皮のすき間 
○ 

イ 消費用生植物 
葉、針葉樹の

樹皮のすき間 
○ 

ウ 木材（樹皮付き）

・樹皮 

針葉樹の樹皮

のすき間 
○ 

（３）寄主植物の輸入検査

量 
別紙Ⅴ－３参照 

 

（４）入り込みの可能性の評価 
ア 栽植用植物 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基

準より5点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本種は外部寄生で、成虫の大きさは４mm、卵は0.4mm。よって、評価基準より２点

と評価した。 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の主要な寄主植物であるバレイショ、ニンジンは47都道府県で生産されている。

目的が栽植用植物であるため、評価基準より５点と評価した。 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用植物は、直接ほ場へ持ち込まれるため、有害動物の移動能力に関わらず、評価基

準より５点と評価した。 

ウ 経済的重要性の評価結果 
直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の評価結果の得点の和から、経済的重要性の

評価点は４点となった。 

（５）農業生産等への影響評価の結果（病害虫固有のリスク） 
定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の各項目の評価点の積は66.7点となり、本

種の農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 
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（オ）評価における不確実性 

特になし。 
 

 
 

イ 消費用生植物 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基

準より５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本種は外部寄生で、成虫の大きさは４mm、卵は0.4mm。よって、評価基準より２点

と評価した。 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の主要な寄主植物であるバレイショ、ニンジンは47都道府県で生産されている。

よって、評価基準より４点と評価した。 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

本種に関しては情報が得られなかったが、同属他種の飛翔能力から風により長距離飛翔

が可能と考えられる。評価基準より３点と評価した。 

（オ）評価における不確実性 

本種の移動距離については情報が得られず、同属他種の情報を用いて評価したため、自

然分散の評価には不確実性が伴う。 
 

 
 

ウ 木材（樹皮付き）・樹皮 

（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 
輸送中及び貯蔵中に生存率に影響を与えるような加工は実施されない。よって、評価基

準より５点と評価した。 

（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 
本種の成虫は樹皮のすき間で越冬するため、成虫が対象となり、成虫の大きさは４

mm。よって、評価基準より３点と評価した。 

（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 
本種の主要な寄主植物であるバレイショ、ニンジンは47都道府県で生産されている。

よって、評価基準より４点と評価した。 

（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 
対象は越冬中の成虫の自然分散であるが、越冬中または越冬明け直後の成虫が長距離飛

翔を行うか不明であるため、評価基準より２点と評価した。 

  

栽植用植物からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は4.3点であり、栽植用植物からの入り込みの可能

性の評価を「高い」と結論付けた。 

消費用生植物からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は3.5点であり、消費用生植物からの入り込みの可

能性の評価を「中程度」と結論付けた。 
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（オ）評価における不確実性 

自然分散の可能性の評価について越冬中の成虫の飛翔に関する情報はないため、短距離

飛翔として評価を行ったことに不確実性が伴う。 

 

 
 
４．Bactericera nigricornisの病害虫リスク評価の結論 

本種は検疫有害動物であり、栽植用植物、消費用生植物及び木材（樹皮付き）・樹皮を経路と

して入り込む可能性があると評価した。 

農業生産等への影響評価の結論 
（病害虫固有のリスク） 

入り込みの可能性の評価 病害虫リスク評価の

結論 用途 結論 

高い 

栽植用植物 高い 高い 

消費用生植物 中程度 中程度（農業生産等

への影響が高い） 

木材（樹皮付き）・樹皮 中程度 中程度（農業生産等

への影響が高い） 
  

木材（樹皮付き）・樹皮からの入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は3.5点であり、木材（樹皮付き）・樹皮からの入

り込みの可能性の評価を「中程度」と結論付けた。 



110 

別紙Ⅴ－１ 

 
Bactericera nigricornisの発生国等の根拠 

 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

アジア    
インド 発生 Halbert and Munyaneza, 2012  
中華人民共和国 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Ouvrard, 2014  
ネパール 発生 Halbert and Munyaneza, 2012  
モンゴル 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Igor et al., 2012; 

Ouvrard, 2014; 
 

中東    
アフガニスタン 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981; 

Ouvrard, 2014 
 

イスラエル※ 発生 Avidov and Harpaz, 1969; Halbert and 
Munyaneza, 2012; Rivnay, 1962 

 

イラン 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Igor et al., 2012; 
Ouvrard, 2014 

 

トルコ 発生 Igor et al., 2012; Halbert and Munyaneza, 2012; 
Hodkinson, 1981; Ouvrard, 2014 

 

レバノン 発生 Ouvrard, 2014  
欧州    

アゼルバイジャン 発生 Halbert and Munyaneza, 2012  
アルメニア 発生 Halbert and Munyaneza, 2012  
イタリア※ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012  
ウズベキスタン 発生 Igor et al., 2012; Ouvrard, 2014  
オーストリア※ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981  
オランダ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981  
カザフスタン 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Ouvrard, 2014；

FERA, 2014 
 

ジョージア 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Ouvrard, 2014  
スイス 発生 Halbert and Munyaneza, 2012  
スウェーデン※ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981; 

Ouvrard, 2014 
 

スペイン※ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981  
スロバキア 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981  
スロベニア 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Ouvrard, 2014  
セルビア※ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012  
タジキスタン 発生 Igor et al., 2012; Halbert and Munyaneza, 2012; 

Ouvrard, 2014 
 

チェコ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981  
ドイツ※ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981  
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ノルウェー※ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Ouvrard, 2014; 
FERA, 2014 

 

ハンガリー 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981; 
Ouvrard, 2014; 

 

フィンランド※ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981; 
FERA, 2014 

 

フランス※ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981  
ブルガリア 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981  
ベルギー※ 発生 EPPO, 2018;  
ポーランド 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981  
リトアニア 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Ouvrard, 2014; 

FERA, 2014 
 

ルーマニア 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981  
ロシア 発生 Igor et al., 2012; Ouvrard, 2014; FERA, 2014  

アフリカ     
アルジェリア 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Ouvrard, 2014  
チュニジア※ 発生 Ben Othmen et al., 2018a; Ben Othmen et al., 

2018b; EPPO, 2019 
 

モロッコ※ 発生 Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981; 
FERA, 2014 

 

※ ‘Candidatus Liberibacter solanacearum’の発生国 
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別紙Ⅴ－２ 

 
Bactericera nigricornisの寄主植物の根拠 

 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Brassica campestris アブラナ科 アブラナ属 ヒサゴナ  Hodkinson, 1981  
Brassica chinensis アブラナ科 アブラナ属 チンゲンサ

イ 
 Ouvrard, 2014  

Brassica oleracea var. 
capitata 

アブラナ科 アブラナ属 キャベツ cabbage Rivnay, 1962  

Brassica rapa アブラナ科 アブラナ属 カブ turnip Hodkinson, 1981  
Brassica sp. アブラナ科 アブラナ属   Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 

1981; Ouvrard, 2014 
 

Capsella bursa-pastoris アブラナ科 ナズナ属 ナズナ  Hodkinson, 1981  
Erysimum cheiranthoides アブラナ科 エリシマム

属 
エリシムム

・ケイラン

トイデス 

treacle-
mastard 

Hodkinson, 1981  

Raphanus raphanistrum アブラナ科 ダイコン属 セイヨウノ

ダイコン 
wild radish Hodkinson, 1981  

Raphanus sativus var. 
sativus 

アブラナ科 ダイコン属 ハツカダイ

コン 
 Hodkinson, 1981  

Thlaspi arvense アブラナ科 グンバイナ

ズナ属 
グンバイナ

ズナ 
field penny-
cress 

Hodkinson, 1981  

Ambrosia artemisiifolia キク科 ブタクサ属 ブタクサ  Ouvrard, 2014  
Cirsium arvense キク科 アザミ属 セイヨウト

ゲアザミ 
Canada 
thistle 

Ouvrard, 2014  

Senecio vulgaris キク科 サワギク属 ノボロギク  Ouvrard, 2014  
Daucus carota※ セリ科 ニンジン属 ニンジン carrot FERA, 2014; Halbert and Munyaneza, 2012;  
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Hodkinson, 1981; Ouvrard, 2014; Rivnay, 
1962 

Petroselinum crispum※ 
(=P. sativum, P. hortense) 

セリ科 オランダゼ

リ属 
オランダゼ

リ（パセ

リ） 

parsley Hodkinson, 1981  

Datura stramonium ナス科 チョウセン

アサガオ属 
シロバナヨ

ウシュチョ

ウセンアサ

ガオ 

jimsonweed Hodkinson, 1981  

Solanum nigrum ナス科 ナス属 イヌホオズ

キ 
 Hodkinson, 1981  

Solanum tuberosum※ ナス科 ナス属 バレイショ potato FERA, 2014 Ouvrard, 2014; Halbert and 
Munyaneza, 2012; Hodkinson, 1981; Rivnay, 
1962 

 

Solanum sp. ナス科 ナス属   Ouvrard, 2014  
Beta vulgaris var. rubra 
(=B. vulgaris var. 
altissima) 

ヒユ科 フダンソウ

属 
テンサイ beet Hodkinson, 1981; Rivnay, 1962;  

Chenopodium album※ ヒユ科 アカザ属 シロザ  Hodkinson, 1981  
Convolvulus arvensis ヒルガオ科 セイヨウヒ

ルガオ属 
セイヨウヒ

ルガオ 
field 
bindweed 

Hodkinson, 1981  

Allium cepa ユリ科 タマネギ属 タマネギ onion Halbert and Munyaneza, 2012; Hodkinson, 
1981; Ouvrard, 2014 

 

※ ‘Candidatus Liberibacter solanacearum’の宿主植物 
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別紙Ⅴ－３ 

 
Bactericera nigricornisの寄主植物に関連する経路の年間輸入検査量 

（貨物、郵便物及び携帯品） 
 
（１）栽植用植物 
単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 
Brassica oleracea 
var. capitata(ｷｬﾍﾞﾂ) ﾐｬﾝﾏ  ー × 1 4 1 3     

Convolvulus 
arvensis(ｾｲﾖｳﾋﾙｶﾞｵ
(地上部)) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×   2 200   

Convolvulus 
arvensis(ｾｲﾖｳﾋﾙｶﾞｵ) ﾍﾞﾄﾅﾑ ×       4 9,700 

Petroselinum 
sativum(ｵﾗﾝﾀﾞｾﾞﾘ(ﾊﾟ
ｾﾘ)) 

ｲｽﾗｴﾙ ○ 1 150         

Solanum 
tuberosum(ﾊﾞﾚｲｼｮ(ｼﾞ
ｬｶﾞｲﾓ)) 

韓国 × 1 10         

Solanum(ﾅｽ属) 韓国 ×         13 296,205 
 

（２）消費用生植物（切り花） 
単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 
Allium cepa(ﾀﾏﾈｷﾞ) ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○         1 10 
Brassica(ｱﾌﾞﾗﾅ属(花
のみ（茎葉なし）)) 中国 ○     1 18   

Brassica(ｱﾌﾞﾗﾅ属) ｺﾛﾝﾋﾞｱ × 2 75 4 198 1 60 
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 1 2         
韓国 × 1 3 1 6     

Daucus carota var. 
sativa(ﾆﾝｼﾞﾝ) ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1 200         

Daucus carota(ﾅﾆﾝｼﾞ
ﾝ) 

ｲﾀﾘｱ ○ 1 200         
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 2 150         

Thlaspi arvense(ｸﾞﾝ
ﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ) 

ｲｽﾗｴﾙ ○ 158 212,000 146 155,625 87 100,325 
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 2 4         
中国 ○     1 50     
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（３）消費用生植物（茎葉） 
単位（数量）：kg 

植物名 生産国 
発
生
国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Allium cepa(ﾀﾏﾈ
ｷﾞ) 

ｲﾀﾘｱ ○ 25 1,183 47 619 34 775 
ｲﾝﾄ  ゙ ○ 1 32         
ｴｼﾞﾌﾟﾄ ×         1 9 
ﾀｲ × 21 126 23 155 26 262 
ﾄﾞｲﾂ ○ 5 20 5 21     
ﾌﾗﾝｽ ○ 1 12         
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 6 98 2 2     
ﾒｷｼｺ × 187 10,977 206 7,564 121 4,914 
台湾 × 3 3 1 1     
南ｱﾌﾘｶ ×     1 1     

Beta vulgaris var. 
altissima(ｻﾄｳﾀﾞｲｺ
ﾝ) 

韓国 ×     1 8     

Beta vulgaris var. 
rubra(ｶｴﾝｻｲ 加
工) 

韓国 × 1 1         

Beta vulgaris var. 
rubra(ｶｴﾝｻｲ) 

ｲﾝﾄ  ゙ ○ 1 3         
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ×     1 1     
韓国 × 4 26 3 36 2 3 

Brassica 
campestris 
(Narinasa 
Group)(ﾋｻｺﾞﾅ) 

ｲｽﾗｴﾙ ○     1 1     

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 1 1         

Brassica 
campestris 
(Oleifera 
Group)(ｱﾌﾞﾗﾅ) 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ×         1 1 

ﾀｲ × 2 2         
韓国 × 2 2 12 12 6 6 
香港 × 1 5 1 1     

Brassica 
chinensis(ﾀｲｻｲ) 

ｲｽﾗｴﾙ ○     2 2 1 1 
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 1 1     1 1 
ﾀｲ × 2 6 2 2     
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝ

ﾄ  ゙ ×         1 1 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 1 1 1 1     
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 7 9 2 6     
韓国 × 3 3 5 7 3 3 
香港 × 1 1 1 1 2 2 
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台湾 × 2 2 3 5 3 6 
中国 ○ 48 13,284 51 16,220 6 1,944 
不明 × 1 1         

Brassica oleracea 
var. capitata(ｷｬﾍﾞ
ﾂ 加工) 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 9 9 4 4     

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ×     1 1     

ﾀｲ ×     5 5     
ﾊﾟｷｽﾀﾝ ×     1 1     
ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     1 1     
ﾏﾚｰｼｱ × 2 2         
英国 × 2 2 3 3     
韓国 × 13 13 6 6 3 3 
香港 ×     1 1     
台湾 × 3 3 7 7 3 3 
中国 ○     2 33,540 1 17,400 

Brassica oleracea 
var. capitata(ｷｬﾍﾞ
ﾂ) 

ｱﾗﾌﾞ首長

国連邦 ×         1 1 

ｲﾗｸ ×     1 2     
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ×     1 1 5 6 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 19 168,800 3 36     
ｸﾞｱﾑ ×     1 1     

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ×     2 2 1 1 

ｽﾘﾗﾝｶ × 1 1         
ﾀｲ × 9 176 10 19 1 1 
ﾁｪｺ ○     1 1     
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝ

ﾄ  ゙ × 2 11     2 2 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 2 21 1 2 1 1 
ﾌﾗﾝｽ ○ 1 4         
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 150 3,714,355 65 1,422,431 8 46,441 
ﾏﾗｳｲ × 1 1         
ﾏﾚｰｼｱ × 2 2 5 6 1 1 
ﾐｬﾝﾏ  ー ×         1 1 
ﾒｷｼｺ × 2 113         
英国 ×         2 2 
韓国 × 294 5,329,786 48 606,638 12 57,268 
香港 × 4 5 4 4 1 1 
台湾 × 420 6,895,924 97 717,191 17 35,163 
中国 ○ 3,383 74,447,034 1,927 33,872,892 1,846 32,883,665 

南ｱﾌﾘｶ × 1 2         
日本 × 1 30 2 82     
不明 ×         1 4 
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米国 × 139 2,287,887 17 186,130 12 118,442 
Brassica rapa 
(KOMATSUNA)(
ｺﾏﾂﾅ) 

ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     1 2     
韓国 ×     3 3     
台湾 × 1 1         

Brassica rapa 
var. neosuguki(ｽ
ｸﾞｷﾅ) 

中国 ○ 48 26,460 51 31,194 6 4,608 

Brassica rapa(ｶ
ﾌﾞ) 

ｲｽﾗｴﾙ ○     1 1 1 1 
ｲﾀﾘｱ ○ 10 133 8 93 39 578 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○     1 1     

Brassica(ｱﾌﾞﾗﾅ属 
加工) 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 2 2 1 1     
ﾌﾞﾗｼﾞﾙ × 1 1         

Brassica(ｱﾌﾞﾗﾅ属
(花のみ（茎葉な

し）)) 
香港 ×     1 1     

Brassica(ｱﾌﾞﾗﾅ
属) 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ × 1 1     2 2 
ｳｸﾗｲﾅ × 1 1         
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 5 5 1 5     
ｶﾒﾙｰﾝ × 1 1         
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ × 1 1 1 2     
ｹﾆｱ ×     1 1     

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ × 6 6         

ｽﾘﾗﾝｶ × 2 2     1 1 
ﾀｲ × 62 128 28 190 8 88 
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝ

ﾄ  ゙ ×     1 1     

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞ

ｼｭ × 1 1         

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ × 2 2 2 4 3 4 
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 24 37 9 21 1 1 
ﾍﾞﾙｷﾞ  ー ○ 6 19 1 2     
ﾏﾚｰｼｱ ×     4 4     
ﾒｷｼｺ × 4 3,636         
ﾗｵｽ ×     1 1     
英国 × 2 2 1 1 1 1 
韓国 × 77 292 49 118 21 50 
香港 × 18 27 6 8 3 3 
台湾 × 29 60 30 62 11 14 
中国 ○ 1 1 3 3     
米国 × 2 2         
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Capsella bursa-
pastoris(ﾅｽﾞﾅ) 韓国 × 30 107 81 277 57 232 

Chenopodium 
album var. 
centrorubrum(ｱｶ
ｻﾞ) 

ｽﾘﾗﾝｶ ×     1 1     

Daucus carota 
var. sativa(ﾆﾝｼﾞﾝ) 米国 ×     1 1     

Daucus carota(ﾅﾆ
ﾝｼﾞﾝ) 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ×     16 845,928     
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1 10         

Petroselinum 
sativum(ｵﾗﾝﾀﾞｾﾞﾘ
(ﾊﾟｾﾘ) 加工) 

米国 × 1 1         

Petroselinum 
sativum(ｵﾗﾝﾀﾞｾﾞﾘ
(ﾊﾟｾﾘ)) 

ｲｽﾗｴﾙ ○     1 1     
ｲﾀﾘｱ ○ 1 10 9 29 4 10 
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ×         1 1 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○     5 14     
ｶﾅﾀ  ゙ × 1 1 1 1 1 1 
ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ ×     1 1     
ｷﾌﾟﾛｽ × 1 30         
ｸﾞｱﾃﾏﾗ ×     2 2     
ｹﾆｱ × 3 12 23 94     
ｽﾘﾗﾝｶ ×         1 1 
ﾀｲ × 1 2         
ﾄﾞｲﾂ ○         1 15 
ﾊﾜｲ諸島 × 1 1 1 1     
ﾌﾗﾝｽ ○ 1 5     1 5 
ﾍﾞﾄﾅﾑ × 2 3 3 41     
ﾍﾞﾅﾝ ×     1 1     
ﾍﾟﾙ  ー × 1 2 1 1     
ﾏﾚｰｼｱ ×     1 1     
ﾒｷｼｺ × 6 132 5 35 9 60 
韓国 × 8 543 10 974 2 2 
香港 ×         1 1 
台湾 × 2 1,030 1 300 2 151 
中国 ○ 2 51 1 1     
米国 × 87 1,220 163 1,305 111 1,373 

Raphanus 
raphanistrum(ｾｲﾖ
ｳﾉﾀﾞｲｺﾝ) 

ｲｽﾗｴﾙ ○     1 1     

ｲｽﾗｴﾙ ○         1 1 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1 1         
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Raphanus 
sativus var. 
sativus(ﾊﾂｶﾀﾞｲｺﾝ) 

韓国 × 1 1         

Solanum(ﾅｽ属) 

ｽﾘﾗﾝｶ ×     1 1     
ﾀｲ ×     1 1     
ﾍﾞﾄﾅﾑ ×     1 1     
韓国 × 3 3 1 1     

 
（４）木材 

針葉樹については、寄主植物として特定された植物はないため、輸入検査実績は記載しな

い。 
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Ｂ．病害虫リスクアナリシス（病害虫リスク管理（ステージ３）） 
病害虫リスク評価の結果、Lso及びベクター４種（Bactericera cockerelli、B. nigricornis、B. 

trigonica及びTrioza apicalis）はリスク管理措置が必要な検疫有害動植物であると判断されたこ

とから、ステージ３において、発生国からの宿主植物等による入り込みのリスクを低減するため

の適切な管理措置について検討する。 
ただし、Lsoのベクター４種については、それぞれ分布地域、寄主植物、媒介するLsoのハプ

ロタイプが異なるものの、生態及び性質は極めて類似しており、Lsoのベクターとしてのリスク

を低減する管理措置は４種とも同一として差し支えない。 
なお、Lsoのベクター４種に対する管理措置は、ベクターとなる可能性のある害虫類は日本に

存在しないため、このことを考慮した管理措置の検討も必要となる。 
 
１．Lso及びそのベクター４種に対するリスク管理措置の選択肢の検討 
（１）Lso 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 実施主体 
（時期） 有効性 実行 

可能性 

①病害虫無発

生の地域、

生産地又は

生産用地の

設定及び維

持 

国際基準No. 
4又はNo. 10
に基づき設定

及び維持す

る。 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国植物

防疫機関が設定、管理及び維

持する病害虫無発生の地域、

生産地又は生産用地であっ

て、ベクターの管理ができれ

ば、有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に管理さ

れること（ベクターの管理を

含む。）が必要であるが、実

行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 
○ 

 
○ 

②システムズ

アプローチ 
国際基準No. 
14に基づき

実施する。 

複数の管理措置の組合せであ

るシステムズアプローチの有

効性及び実行可能性について

は、具体的に提案される管理

措置の内容を検討する必要が

ある。 

 

輸出国 
（輸出前） 

 

－ 
 
－ 

③栽培地検査 栽培期間中に

生育場所にお

いて植物の症

状等を観察す

る。 

〔有効性〕 
 栽培期間中に症状を明瞭に現

す場合は有効である。 
 Lsoは、宿主植物にロゼット

化、葉の黄化、葉巻等の症状

を現すことから有効である。 
 しかし、バレイショ、ニンジ

ンに無病徴感染する等の報告

 
輸出国 

（栽培中） 

 
▽ 

 
○ 
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があるため、効果は限定的で

ある。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切な検査が

行われることが必要である

が、実行可能と考えられる。 
④精密検定 血清学的診断

法、遺伝子診

断法等を実施

する。 

〔有効性〕 
 Lsoは、特異的なプライマー

等を利用した real-time PCR
法等によって、検出可能であ

るため有効である。 
 症状を現している部位の篩部

を含むサンプルや根・塊茎等

が検定に適するが、症状を現

していない場合でも検出は可

能であるため有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出入国において検定施設を

有するとともに、プライマー

及びポジティブコントロール

が必要であるが、実行可能と

考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 
○ 
 
 
 
○ 

 
○ 
 
 
 
○ 

⑤検査証明書

への追記 
輸出国での目

視検査の結

果、Lsoに感

染していない

ことを確認

し、その旨を

検査証明書に

追記する。 

〔有効性〕 
 Lsoは、宿主植物にロゼット

化、葉の黄化、葉巻等の症状

を現すが、バレイショ、ニン

ジンに無病徴感染する等の報

告があるため、効果は限定的

である。 
 また、バレイショ塊茎におい

ては、内部組織にえそ斑、放

射状の条斑等の症状を現すこ

とから、切開等が必要となる

ため、効果は限定的である。 
 

〔実行可能性〕 
 輸出国において適切な検査

が行われることが必要であ

るが、実行可能と考えられ

る。 

 
輸出国 

（輸出時） 

 
▽ 

 
○ 
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⑥輸出入検査

（目視検

査） 

植物の症状等

を確認する。 
〔有効性〕 

 Lsoは、宿主植物にロゼット

化、葉の黄化、葉巻等の症状

を現すが、バレイショ、ニン

ジンに無病徴感染する等の報

告があるため、効果は限定的

である。 
 また、バレイショ塊茎におい

ては、内部組織にえそ斑や放

射状の条斑等の症状を現すこ

とから、切開等が必要となる

ため、効果は限定的である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出入国において通常実施

されている検査であり、実

行可能である。 

 
輸出国 

（輸出時） 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 
▽ 
 
 
 
▽ 

 
○ 
 
 
 
○ 

⑦隔離栽培中

の検査 
輸入後、国内

の施設におい

て一定期間栽

培し、生物検

定（感受性植

物への接種試

験）や精密検

定を実施す

る。 

〔有効性〕 
 栄養繁殖するバレイショ塊茎

等は輸入後、国内の施設にお

いて一定の期間栽培し、生物

検定や精密検定を実施するこ

とは、Lsoの潜在感染有無の

確認のため、有効である。 
 また、Lsoを発病した場合の

検定法は確立されており、か

つ全量検査を行うことができ

るため、有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 多年生植物は、隔離栽培中

の検査が実行可能である

が、隔離栽培ができる施設

が限られており、検査でき

る数量等が制限されること

から、限定条件下で実行可

能である。 
 バレイショ塊茎は、隔離栽

培運用基準（農林省, 1968）
で対象としているため、実

行可能である。 

 
輸入国 

（輸入後） 

 
○ 

 
▽ 

（バレ

イショ

塊茎

〇） 

有効性    ○：効果が高い 
▽：限定条件下で効果がある 
×：効果なし実行可能性 
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－：検討しない 
実行可能性  ○：実行可能 

▽：限定条件下で実行可能 
×：実行困難 
－：検討しない 

 
（２）Lsoのベクター４種 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 実施主体 
（時期） 有効性 実行 

可能性 

①病害虫無発

生地域の設

定及び維持 

国際基準 No. 
４に基づき設

定及び維持す

る。 

〔有効性〕 
国際基準に基づき輸出国植物

防疫機関が設定、管理及び維

持する病害虫無発生地域であ

れば、有効である。 
 
〔実行可能性〕 
輸出国において適切に管理さ

れることが必要であるが、実

行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

 

○ 

②病害虫無発

生の生産地

又は生産用

地の設定及

び維持 

国際基準 No. 
10 に基づき

設定及び維持

する。 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国植物

防疫機関が設定、管理及び維

持する病害虫無発生の生産地

又は生産用地であれば、有効

であるが、当該生産地又は生

産用地に本種が入り込まない

ことを確実にする必要があ

る。 
 病害虫無発生生産地について

は、対象種の成虫は長距離飛

翔も可能なため、対象種の寄

主植物が存在しない緩衝地帯

の設定は困難である。 
 病害虫無発生生産用地（ガ

ラスハウス等の本種の入り

込みが防げる施設）につい

ては、施設内に本種の発生

が確認されていなければ、

有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 
輸出国 

（輸出前） 

 

○ 

（病害

虫無発

生生産

地×） 

 

○ 
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 輸出国において適切に管理さ

れることが必要であるが、実

行可能と考えられる。 
③システムズ

アプローチ 
国際基準No. 
14に基づき

実施する。 

複数の管理措置の組合せであ

るシステムズアプローチの有

効性及び実行可能性について

は、具体的に提案される措置

の内容を検討する必要があ

る。 

 

輸出国 
（輸出前） 

 

－ 
 
－ 

④栽培地検査 栽培期間中に

生育場所にお

いて植物の症

状等を観察す

る。 

〔有効性〕 
対象種による以下の症状等を

目視で確認できるため、有効

である。 
・成虫の体長は2.0～4.0mm
程度。 

・成虫や幼虫は、葉全体や

果実を吸汁し、粘着性の

白い糞便を多量に排出す

ることがある。 
・対象種による症状として

は、果実、生長点、葉、根、

茎、栄養器官、全身等に様

々な症状が報告されてい

る。 
しかし、卵は、葉の表面に１

個ずつ（生涯に合計300～500
個）産下されることから、目視

では見逃す可能性があるた

め、効果は限定的である。 
 
〔実行可能性〕  
輸出国において適切に実施さ

れることが必要であるが、実

行可能と考えられる。 

 
輸出国 

（栽培中） 

 

▽ 

 

○ 

⑤ほ場におけ

る寄主植物

に対する防

除 

化学的防除

法、物理的防

除法等を実施

する。 

〔有効性〕 
 殺虫剤のイミダクロプリド

やアバメクチンは、対象種の

成虫の活動を大きく抑える

ことができる。 
 しかし、キジラミ類の管理に

は一般的に殺虫剤の利用が

有効であるが、非常に多産か

つ世代間が短いため殺虫剤

に対して抵抗性を持つもの

 
輸出国 

（栽培中） 

 

▽ 

 

○ 
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が現れる。そのため、適切な

ほ場管理を加えた総合的な

対処が求められることから、

化学的防除法等の単独では、

効果は限定的である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に実施

されることが必要であるが、

実行可能と考えられる。 
⑥熱処理、低

温処理、く

ん 蒸 処 理

（ リ ン 化

水素、臭化

メチル等）

及 び 放 射

線 照 射 処

理 

 〔有効性〕 
 信頼水準95％における

99.9968％以上の有効量若し

くはこれと同等の有効性を

持つことが科学的に証明さ

れた処理であれば、有効で

ある。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出入国において適切に実

施されることが必要である

が、実行可能と考えられ

る。 
 輸出国によっては、臭化メ

チルくん蒸処理が認められ

ていない可能性がある。 
 日本において、食用植物へ

の放射線照射処理は、食品

衛生法（厚生省, 1947）に基

づきバレイショの発芽防止

を除いて認められていな

い。 

 
輸出国 

（輸出前） 

 
○ 

 
○ 

（臭化

メチル

くん蒸

処理及

び放射

線照射

処理

▽） 

⑦検査証明書

への追記 
輸出国での目

視検査の結

果、対象種に

寄生されてい

ないことを確

認し、その旨

を検査証明書

に追記する。 

〔有効性〕 
対象種による以下の症状等は

目視で確認できるため、有効

である。 
・成虫の体長は2.0～4.0mm
程度。 

・成虫や幼虫は、葉全体や

果実を吸汁し、粘着性の

白い糞便を多量に排出す

ることがある。 
しかし、雌成虫は、葉の表面

に卵を１個ずつ（生涯に合計

 
輸出国 

（輸出時） 

 

▽ 

（木材

（樹皮

付き）

及び樹

皮○） 

 

○ 
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で300～500個）産み付ける

ため、卵のみの場合、付着密

度が低い等の場合は、目視で

は見逃す可能性があるため、

効果は限定的である。 
なお、木材（樹皮付き）及び

樹皮については、成虫が越冬

のために付着するだけであ

り、卵及び幼虫の寄生はな

い。そのため、樹皮の隙間等

に注意して検査することによ

り目視で確認できるため、有

効である。 
 
〔実行可能性〕 
輸出国において適切な検査が

行われることが必要である

が、実行可能と考えられる。 
⑧輸出入検査

（ 目 視 検

査） 

植物の症状等

を確認する。 
〔有効性〕 
対象種による以下の症状等は

目視で確認できるため、有効

である。 
・成虫の体長は2.0～4.0mm
程度。 

・成虫や幼虫は、葉全体や

果実を吸汁し、粘着性の

白い糞便を多量に排出す

ることがある。 
しかし、雌成虫は、葉の表面

に卵を１個ずつ産み付けるた

め、卵のみの場合、付着密度

が低い等の場合は、目視では

見逃す可能性があるため、効

果は限定的である。 
なお、木材（樹皮付き）及び

樹皮については、成虫が越冬

のために付着するだけであ

り、卵及び幼虫の寄生はな

い。そのため、樹皮の隙間等

に注意して検査することによ

り目視で確認できるため、有

効である。 
 
〔実行可能性〕 

 
輸出国 

（輸出時） 
 
 
 
 
 
 

輸入国 
（輸入時） 

 

▽ 

（木材

（樹皮

付き）

及び樹

皮○） 

 

 

▽ 

（木材

（樹皮

付き）

及び樹

皮○） 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 
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輸出入国において通常実施さ

れている検査であり、実行可

能である。 
⑨隔離栽培中

の検査 
輸入後、国内

の施設におい

て一定期間栽

培し、対象種

の寄生の有無

について確認

する。 

〔有効性〕 
 多年生植物は、一定期間栽培

することにより、対象種の寄

生の有無を確認できるため、

有効である。 
 しかし、対象種の成虫は長距

離飛翔することも可能である

ことから、施設内外にまん延

する可能性があるため、有効

ではない。 

 
輸入国 

（輸入後） 

 

× 

 

－ 

有効性    ○：効果が高い 
▽：限定条件下で効果がある 
×：効果なし実行可能性 
－：検討しない 

実行可能性  ○：実行可能 
▽：限定条件下で実行可能 
×：実行困難 
－：検討しない 

 
２．経路ごとのLso及びそのベクター４種に対するリスク管理措置の選択肢の検討 
（１）栽植用植物 

ア Lso 
（ア）検討結果 

病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、Lsoの入り

込みのリスクに対して有効な管理措置である。しかしながら、病害虫無発生地域等の設定

及び維持においては、Lsoのベクター４種に対する管理が必要である。また、病害虫無発

生地域等における宿主植物の栽培環境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受けるた

め、個別案件ごとに具体的な内容を輸出国植物防疫機関が示し、日本がその許諾を判断す

る必要がある。 
精密検定（選択肢④）は、Lsoを検出するための精度の高い精密検定法が報告されてい

るため、有効な管理措置である。 
隔離栽培中の検査（選択肢⑦）は、症状発現まで時間を要する場合でも、一定期間栽培

することによりLsoによる症状の有無を確認できるため、多年生植物が対象となる場合

は有効であるが、隔離栽培ができる施設が限られており、検査できる数量等が制限され

る。そのため、隔離栽培運用基準（農林省, 1968）に規定されていない宿主を新たに隔離

栽培する場合には、隔離施設の整備及び栽培管理のための条件を整える必要があることか

ら、限定条件下で実行可能である。 
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（イ）リスク管理措置の特定 
栽植用植物に対する管理措置として、Lsoの入り込みのリスクを低減させることが可能

であり、かつ必要以上に貿易制限的でないと判断し、以下を特定した。なお、以下のいず

れかの管理措置を実施する必要がある。 
 

○ 輸出国（輸出前）において、輸入植物検疫規程（農林省, 1950）別表第１の６項２号

の規定に基づく検査量相当について目視検査を行う。また、疑似症状部位及び無作為に

抽出した検体についてPCR法等の遺伝子診断法による検定を行い、Lsoに侵されてい

ないことを確認し、その旨を検査証明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入時）において、同検疫規程別表第１の６項２号の規定に基づく検査量に

ついて目視検査を行う。また、疑似症状部位及び無作為に抽出した検体についてPCR
法等の遺伝子診断法による検定を行い、Lsoに侵されていないことを確認する。 

 
輸入植物検疫規程（農林省, 1950）別表第１の６項２号 

検査荷口の大きさ 検査する数量 
1,000本未満 
1,000本以上    1,841本未満 
1,841本以上    4,601本未満 
4,601本以上    9,201本未満 
9,201本以上   24,001本未満 
24,001本以上 

30％以上 
300本以上 
400本以上 
500本以上 
600本以上 
800本以上 

 
イ Lsoのベクター４種 
（ア）検討結果 

病害虫無発生地域の設定及び維持（選択肢①）並びに病害虫無発生生産用地の設定及び

維持（選択肢②）は、Lsoのベクター４種の入り込みのリスクに対して有効な管理措置で

ある。しかしながら、病害虫無発生地域等の設定及び維持は、寄主植物の栽培環境、病害

虫管理等を含む各種要因に影響を受けるため、個別案件ごとに具体的内容を輸出国植物防

疫機関が示し、日本がその許諾を判断する必要がある。 
熱処理、低温処理、くん蒸処理（リン化水素、臭化メチル等）及び放射線照射処理

（選択肢⑥）は、科学的に有効であることが証明された処理であれば、有効な管理措置

である。 
検査証明書への追記（選択肢⑦）は、輸出国に対し検査対象害虫を明示し、付着が想定

される部位に対する綿密な検査を求めることにより、成虫及び幼虫の付着は発見できる

が、卵を見逃す可能性があるため、ほ場における寄主植物に対する防除（選択肢⑤）を併

用することで入り込みリスクを低減することができるため、有効な管理措置と考える。 
 

（イ）リスク選択肢の特定 
栽植用植物（葉（Bactericera cockerelliは茎葉及び果実））に対する管理措置として、

Lsoのベクター４種の入り込みのリスクを低減させることが可能であり、かつ必要以上に

貿易制限的でないと判断し、以下を特定した。 
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○ 輸出国（栽培中）において、ほ場における寄主植物に対する防除を行うとともに、輸

出時において、目視検査でLsoのベクター４種が寄生していないことを確認し、その

旨を検査証明書に追記する。 
 
（２）栽植用球根類（バレイショ塊茎） 

ア Lso 
（ア）検討結果 

病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）並びに精密検定

（選択肢④）は、栽植用球根（バレイショ塊茎）において有効な管理措置である。 
隔離栽培中の検査（選択肢⑦）は、一定期間栽培することにより、Lsoの潜在感染の有

無を確認でき、Lsoを発病した場合及び無病徴感染した場合の検定法が確立されているこ

とから、有効な管理措置である。 
 

（イ）リスク管理措置の特定 
栽植用球根類（バレイショ塊茎）に対する管理措置として、Lsoの入り込みのリスクを

低減させることが可能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないと判断し、以下を特定し

た。なお、以下のいずれかの管理措置を実施する必要がある。 
 

○ 輸出国（輸出前）において、輸入植物検疫規程（農林省, 1950）別表第１の４項の規

定に基づく検査量（全量）相当について目視検査を行う。また、疑似症状部位及び無作

為に抽出した検体についてPCR法等の遺伝子診断法による検定を行い、Lsoに侵され

ていないことを確認し、その旨を検査証明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入後）において、全量を隔離栽培中の検査対象として、国内の施設におい

て一定期間栽培し、Lsoによる症状の確認や精密検定を行い、Lsoに侵されてないこと

を確認する。 
 
（３）消費用生植物（葉（Bactericera cockerelliは茎葉及び果実）） 

ア Lsoのベクター４種 
（ア）検討結果 

病害虫無発生地域の設定及び維持（選択肢①）、病害虫無発生生産用地の設定及び維持

（選択肢②）並びに熱処理、低温処理及びくん蒸処理（リン化水素、臭化メチル等）

（選択肢⑥）は、消費用生植物において有効な管理措置である。 
検査証明書への追記（選択肢⑦）及び輸出入検査（目視検査）（選択肢⑧）は、雌成

虫が葉の表面に卵を１個ずつ産み付けるため、卵のみの場合、付着密度が低い等の場合

に見逃す可能性があるが、以下の点を踏まえると、有効な管理措置となり得る。 
・ 卵が産み付けられる部位に注意して検査を行えば、見逃しの可能性を低減できる。 
・ 消費用生植物は、輸入後短期間のうちに消費され、直接栽培地に持ち込まれる可能

性が低い。 
 

（イ）リスク管理措置の特定 
消費用生植物（葉（Bactericera cockerelliは茎葉及び果実））に対する管理措置とし

て、Lsoのベクター４種の入り込みのリスクを低減させることが可能であり、かつ必要以

上に貿易制限的でないと判断し、以下を特定した。 
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○ 輸出国（輸出時）及び輸入国（輸入時）において、Lsoのベクター４種の寄生の有無

について目視検査を行い、Lsoのベクター４種が寄生していないことを確認する。 
 
（４）木材（樹皮付き）及び樹皮 

ア Lsoのベクター４種 
（ア）検討結果 

病害虫無発生地域の設定及び維持（選択肢①）、病害虫無発生生産用地の設定及び維

持（選択肢②）並びに熱処理、低温処理、くん蒸処理（リン化水素、臭化メチル等）及

び放射線照射処理（選択肢⑥）は、木材（樹皮付き）及び樹皮において有効な管理措置

である。 
検査証明書への追記（選択肢⑦）及び輸出入検査（目視検査）（選択肢⑧）は、付着

が想定される部位に対する綿密な検査を求めることにより、越冬している成虫を容易に発

見できるため、有効な管理措置である。 
 

（イ）リスク選択肢の特定 
木材（樹皮付き）及び樹皮に対する管理措置として、Lsoのベクター４種の入り込みの

リスクを低減させることが可能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないと判断し、以下

を特定した。 
 

○ 輸出国（輸出時）及び輸入国（輸入時）において、Lsoのベクター４種が寄生の有無

について目視検査を行い、Lsoのベクター４種が寄生していないことを確認する。 
 
３．Lso及びそのベクター４種の病害虫リスク管理の結論 

経路ごとにリスク管理措置の選択肢を検討した結果、Lso及びそのベクター４種の入り込みの

リスクを低減させる効果があり、かつ必要以上に貿易制限的でないと判断した各経路の管理措置

を以下に取りまとめた。 
（１）Lso 

経路（対象部位） 対象植物 リスク管理措置 

栽植用植物（種子

及び果実を除

く。） 

アカネ科：ヤエムグラ属の一種（Galium 
sp.） 

イラクサ科：Urtica dioica 
セリ科：アメリカボウフウ（パースニッ

プ）（Pastinaca sativa）、オランダゼ

リ（パセリ）（Petroselinum crispum 
(=P. sativum, P. hortense)）、シャク

（Anthriscus sylvestris）、セロリー

（Apium graveolens）、チャービル

（Anthriscus cerefolium）、ニンジン

（Daucus carota）、ヘラクレウム・ス

フォンディリウム（Heracleum 
sphondylium）、Aegopodium 
podagraria 

タデ科：オオイヌタデ（Persicaria 

以下のいずれかの管理措

置を実施。 
○ 輸出国（輸出前）にお

いて、目視検査を行い、

疑似症状部位及び無作為

に抽出した検体について

PCR法等の遺伝子診断

法による検定を行い、

Lsoに侵されていないこ

とを確認し、その旨を検

査証明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入時）にお

いて、目視検査を行い、

疑似症状部位及び無作為

に抽出した検体について
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lapathifolia (=Polygonum 
lapathifolium)）、Fallopia convolvulus 

ナス科：オオブドウホオズキ（Physalis 
ixocarpa）、キダチトウガラシ

（Capsicum frutescens）、コダチトマ

ト（タマリロ）（Cyphomandra 
betacea (=Pionandra betacea, Solanum 
insigne, S. betaceum)）、シマホオズキ

（Physalis peruviana）、ソラヌム・エ

ラエアグニフォリウム（Solanum 
elaeagnifolium）、ソラヌム・ドゥルカ

マラ（S. dulcamara）、タバコ

（Nicotiana tabacum）、トウガラシ

（Capsicum annuum）、トマト

（Lycopersicon esculentum (=Solanum 
lycopersicum)）、ナガバクコ（Lycium 
barbarum）、ナス（Solanum 
melongena）、バレイショ（S. 
tuberosum）S. umbelliferum 

ヒユ科：シロザ（Chenopodium album） 

PCR法等の遺伝子診断

法による検定を行い、

Lsoに侵されていないこ

とを確認する。 

栽植用球根類 ナス科：バレイショ（Solanum 
tuberosum） 

以下のいずれかの管理措

置を実施。 

○ 輸出国（輸出前）にお

いて、目視検査を行い、

疑似症状部位及び無作為

に抽出した検体について

PCR法等の遺伝子診断

法による検定を行い、

Lsoに侵されていないこ

とを確認し、その旨を検

査証明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入後）にお

いて、全量を隔離栽培中

の検査対象として、国内

の施設において一定期間

栽培し、Lsoによる症状

の確認や精密検定を行

い、Lsoに侵されていな

いことを確認する。 
なお、輸出国から上記の管理措置以外の提案があった場合は、その内容を検討し、上記の管

理措置と同等のものであるかを判断する必要がある。 
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（２）Lsoのベクター４種 

経路（対象部位） 対象植物 リスク管理措置 

栽植用植物（葉

（Bactericera 
cockerelliは茎葉

及び果実）） 

Bactericera cockerelli： 
アブラナ科：ハツカダイコン（Raphanus 

sativus var. sativus） 
イネ科：トウモロコシ（Zea mays） 
キク科：ヒマワリ（Helianthus annuus）、レ

タス（Lactuca sativa） 
ナス科：オオセンナリ（Nicandra 

physalodes）、コダチトマト（タマリ

ロ）（Cyphomandra betacea 
(=Pionandra betacea, Solanum insigne, 
Solanum betaceum)）、シロバナヨウシ

ュチョウセンアサガオ（Datura 
stramonium）、タバコ（Nicotiana 
tabacum）、トマト（Lycopersicon 
esculentum (=Solanum 
lycopersicum)）、クコ属（Lycium）、ト

ウガラシ属（Capsicum）、ナス属

（Solanum）、ホオズキ属（Physalis） 
ヒノキ科：ニオイヒバ（Thuja occidentalis） 
ヒユ科：テンサイ（Beta vulgaris var. rapa 

(=B. vulgaris var. altissima)） 
ヒルガオ科：サツマイモ（Ipomoea 

batatas）、セイヨウヒルガオ

（Convolvulus arvensis） 
マメ科：アルファルファ（Medicago 

sativa）、ソラマメ（Vicia faba） 
 
Trioza apicalis： 
セリ科：イノンド（Anethum graveolens）、

オランダゼリ（パセリ）（Petroselinum 
crispum (=P. sativum, P. hortense)）、ク

ミン（Cuminum cyminum）、コエンド

ロ（Coriandrum sativum）、セロリー

（Apium graveolens）、ニンジン

（Daucus carota）、ヒメウイキョウ

（Carum carvi）、ヘラクレウム・スフォ

ンディリウム（Heracleum 
sphondylium） 

 
Bactericera trigonica： 
キク科：ブタクサ（Ambrosia artemisiifolia） 

○ 輸出国（栽培中）に

おいて、ほ場における

寄主植物に対する防除

を行うとともに、輸出

時において、Lsoのベク

ター４種の寄生の有無

について目視検査を行

い、Lsoのベクター４種

が寄生していないこと

を確認し、その旨を検

査証明書に追記する。 
消費用生植物（葉

（Bactericera 
cockerelliは茎葉

及び果実）） 

○ 輸出国（輸出時）及

び輸入国（輸入時）に

おいて、Lsoのベクター

４種の寄生の有無につ

いて目視検査を行い、

Lsoのベクター４種が寄

生していないことを確

認する。 
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セリ科：セロリー（Apium graveolens）、ニ

ンジン属（Daucus） 
 
Bactericera nigricornis： 
アブラナ科：エリシムム・ケイラントイデス

（Erysimum cheiranthoides）、グンバイ

ナズナ（Thlaspi arvense）、セイヨウノ

ダイコン（Raphanus raphanistrum）、

ナズナ（Capsella bursa-pastoris）、ハツ

カダイコン（Raphanus sativus var. 
sativus）、アブラナ属（Brassica） 

キク科：セイヨウトゲアザミ（Cirsium 
arvense）、ノボロギク（Senecio 
vulgaris）、ブタクサ（Ambrosia 
artemisiifolia） 

セリ科：オランダゼリ（パセリ）

（Petroselinum crispum (=P. sativum, P. 
hortense）、ニンジン（Daucus carota） 

ナス科：シロバナヨウシュチョウセンアサガ

オ（Datura stramonium）、ナス属

（Solanum） 
ヒユ科：シロザ（Chenopodium album）、テ

ンサイ（Beta vulgaris var. rubra (=B. 
vulgaris var. altissima)） 

ヒルガオ科：セイヨウヒルガオ

（Convolvulus arvensis） 
ユリ科：タマネギ（Allium cepa） 

木材（樹皮付き）

及び樹皮 
針葉樹 ○ 輸出国（輸出時）及

び輸入国（輸入時）に

おいて、Lsoのベクター

４種の寄生の有無につ

いて目視検査を行い、

Lsoのベクター４種が寄

生していないことを確

認する。 
なお、輸出国から上記の管理措置以外の提案があった場合は、その内容を検討し、上記の管

理措置と同等のものであるかを判断する必要がある。 
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